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幕間劇　ブリュンヒルドの守護者たち







　我われは虎とらである。名前は琥こ珀はく。王の横に立つ気高き白き虎という意味だ。（本来は違ちがいます）

　ただの虎ではない。地上の獣けものを統すべる神の獣。神しん獣じゆうである。

　現在は我わが主あるじたる望もち月づき冬とう夜や様の眷けん属ぞくとして、ここ、ブリュンヒルド公国にその身を置いている。

　この国は主あるじが一から建国した国だ。つまりその眷属たる我は、この国の守護獣と言っても過言ではあるまい。

　……まあ、他にも神獣は四匹ひきほどいることはいるが。

　この国の平和を守るのは我の務め。今日も今日とて、食くい逃にげをした不届き者を吹ふき飛とばしたところだ。

「琥珀殿どの。助かりました。あとは我々にお任せを」

『うむ。頼たのんだぞ』

　我は吹き飛ばした不届き者を騎き士し団だんの青年に引ひき渡わたした。この者も主あるじに仕える一人。言わば同じ眷属のようなものだ。主あるじの直属たる我とは比べようもないが。

　町中では我の真の姿に住民が怯おびえるというので、小さな子虎の姿に変化している。逆にこの姿だとご婦人や子供たちが気安くなでなでと触さわってくるので、辟へき易えきするのだが、主あるじの言いつけは守らねば召しよう喚かん獣筆頭の示しがつかぬ。

　ちらちらと我らを見ている人間たちがいるが、おそらく町の外から来た者たちだろう。大たい抵ていは我が人間の言葉を話すことに驚おどろく。主あるじが王になる前はなるべく話さぬよう言われていたが、今となっては許しを得ている。主あるじ曰いわく、『もう今さら』なのだそうだ。

「あら、琥珀ちゃんにランツさん。お仕事中？」

『む？　ああ、ミカ殿か』

「あ、ど、どうも！　はい、たった今、琥珀殿に食い逃げした輩やからを捕つかまえていただきましたもので、ありますので！」

　紙かみ袋ぶくろを持った赤毛でエプロンをした女性がこちらへとやってくる。宿屋『銀月』の女将おかみであるミカ殿は、主あるじが大変世話になった恩人だ。当然、我も敬意を払はらう人物である。なにしろこの方の作る食事は美味うまい。時々遊びに行くといろいろと食べさせてもらえるのだ。

「お疲つかれ様さま。よかったらお昼に『銀月うち』に来てね。一品奢おごるから」

「あ、ありがとうございます！　必ず行かせていただきますので！」

　なんだ？　先さき程ほどからこの青年の態度がだいぶおかしいが。変に顔が赤いし、妙みように緊きん張ちようしている。……我を畏い怖ふしているのか？　いや、さっきまで普ふ通つうに話していたはずだが。ふむ、わからん。

「で、では私わたくしはこれで！　よし！　連行しろ！」

　青年と仲間の騎き士したちが食い逃げ犯を引っ立てていく。やれやれ、まったく面めん倒どうなことだ。跡あと形かたもなく消してしまえば楽だとは思うが、それは主あるじの望むことではない。我もそれに従うのみだ。

「あー！　琥珀ちゃんだー！」

「ホントだ、琥珀ちゃんがいるー！」

『む。マズい、子供たちか。ミカ殿、我もこれにて』

「人気者は大変だね。じゃ、またね」

　ミカ殿に別れを告げ、裏路地へと駆かけ出だす。

　角を曲がり、さらに狭せまい通りの壁かべを左右に跳はねて上っていき、屋根の上へと辿たどり着つく。眼下では我を見失った子供たちが辺りをキョロキョロと探していた。

　悪い子たちではないのだが、いかんせん我に構いすぎる。一時間もなでなでされてはたまらんからな。

　しばらくすると諦あきらめて子供たちは行ってしまった。許せ。

　ふむ。風が心ここ地ちよく、今日は天気もいい。しばらくここで惰だ眠みんをむさぼるのも……。

『琥珀』

『おわあっ!?』

　突とつ然ぜん呼びかけられて驚いた我は、屋根から落ちそうになる。なんとか爪つめを立て、ギリギリのところで踏ふみとどまった。あっ、危なっ！　落ちるかと思った！

　上空を見上げると、炎ほのおのような色しき彩さいをした赤い鳥がこちらを悠ゆう然ぜんと眺ながめていた。

『紅玉！　いきなり声をかけるな！』

『それは失礼。子供たちに追われていたので、しばらくは我が慢まんしたのですけれど』

　くっ、そんな前から見ていたのか。

　紅玉。こやつも神獣である。そして我と同じく望月冬夜様の召喚獣だ。

　数多あまたの鳥たちを統べる空の王。その鳥たちの目から、様々な情報を主あるじに提供している。

　悔くやしいが、諜ちよう報ほう能力では奴やつの方が上だ。我もネズミなどを使し役えきすれば家の中とて探さぐれるのだが、鳥の持つ飛行能力の便利さには敵かなわぬ。国境を軽々と越こえ、その翼つばさで遠くまで行けるからな。

　基本的には紅玉もこの町でなにか事件はないか目を光らせてはいるが、奴の主な担当は国全域である。

　放った配下の鳥どもから、怪あやしい人物はいないか警けい戒かいをしているのだ。この国で追おい剥はぎや山さん賊ぞく行こう為いを許すわけにはいかぬからな。

『それで何の用だ？　たまたま見かけたから話しかけたというわけでもあるまい？』

『それでもかまわないのですけどね。少々気になることが。先ほど町中に一台の馬車が入りました。旅の商人と名乗っていましたが、それにしてはいささか身なりが悪く、護衛だという冒ぼう険けん者しやたちも全員目つきが悪い。まあ、見た目だけで判断するのもどうかと思いますが、一応注意を、と』

『ふむ。前のように盗とう賊ぞく団かもしれぬと？』

『その可能性もなきにしもあらず、ということです』

　以前、この町に盗賊団が商人に化けて潜せん入にゆうし、主あるじが懇こん意いにしているストランド商会へと押おし込もうとした事件があった。

　この町にある商品は、他の国では買うことのできない珍めずらしい物が多く、商人たちの注目を浴びている。

　それは我が主あるじが発案し、作り出したもの（実際は違うが）だったり、この町から転移して行けるダンジョン島で入手された魔獣の素材から作られた武器防具の類たぐいだったりする。

　これらを盗賊団が狙ねらい、深夜に押し込んで強ごう奪だつしようとしたのだ。

　我らはこれをいち早く察知して、騎士団所属の諜報部隊と店で待まち伏ぶせをし、侵しん入にゆうしたところで素す早ばやく取とり押さえた。当然、ストランド商会に被ひ害がいはなかった。

　こういったことがこの国では何回となくある。

　我が主あるじは若くして一国を興おこした英えい雄ゆうと認にん識しきされているが、たまたま運が良かった冒険者上がりの成り上がり、と捉とらえる者も多い。

　そういった者ほど大半が取るに足らぬ小物であるため、なにを勘かん違ちがいしたのかわざわざ自じ滅めつしに来るのだ。

　主あるじの言葉を借りるなら『舐なめられている』らしい。馬ば鹿かな奴らだ。

『わかった。こちらの方でも気をつけておこう』

『頼みます。では』

　紅玉が翼を羽ばたかせて去っていく。仕方ない、昼ひる寝ねはお預けだな。

　我は屋根の上を飛び移り、町で唯ゆい一いつの学校へと向かう。普ふ段だんなら近づくことはないが、今日は休みの日なので、子供たちに撫なで回まわされることもあるまい。

　学校へと着くと、ここの長であるフィアナ様が洗せん濯たく物ものを干していた。む？　奴の姿が見当たらんな。

　フィアナ様は主あるじの奥おく方がたの一人である桜様の母上だ。当然、我よりも目上。失礼があってはならぬ。

「あら琥珀さん、こんにちは。お元気そうね」

『フィアナ様もお変わりなく。突然の訪問、申し訳ない。ニャンタローめはどこでしょうか？』

　フィアナ様は学校とは目と鼻の先にある一いつ軒けん家やに、桜様の召喚獣であるニャンタローと暮らしている。

　奴はフィアナ様の護衛も兼かねているので、基本的にそばから離はなれることはない。ニャンタローは主あるじの召喚獣ではないため、我と念話ができぬからここまで来たのである。ちと不便だ。

「ダルタニャンなら、ほら」

　フィアナ様が視線を向けた方向を見やると、我が主あるじが子供たちのために作った『二人乗りブランコ』とやらの上で、風に揺ゆられながら惰眠をむさぼる猫ねこ騎き士しがいた。

「ウニャア……」

　こやつ……！　気持ち良さそうに眠ねむってからに……！

　紅玉に邪じや魔まされなければ我も眠っていたかったのにと、多少の怒ど気きが混じったからか、ニャンタローめが目を薄っすらと開けた。

「……ウニャ？　…………げげげ！　琥珀様っ!?」

　全身の毛をボワっと逆立てて、ニャンタローが跳ね起おきた。その弾はずみで二人乗りブランコから真っ逆さまに地面に落ちる。

『……暇ひまそうだな』

「ウニャニャ!?　いえいえいえ!?　今日はたまたま、たまたまニャ！　学校は休みだし、急ぎの用事もニャかったので！　いやもうホントに！」

　必死に弁解を始めるニャンタロー。こうも必死だと逆に怪しく思えてならないが、まあいい。今は置いておく。

　我は紅玉から聞いたことを話し、ニャンタローにその商人一行を調べるように命じる。

「わかりましたニャ。もう少ししたらアトスたちが来るので、母上様の護衛を代わってもらってから、調べに行きますニャ。ニャにかわかったらすぐに使いを送りますニャ」

『うむ。頼んだぞ』

　フィアナ様に別れの挨あい拶さつをして学校を離れる。ああ見えても桜様の召喚獣。きっちりと仕事はこなすだろう。

　さて。情報が集まるまでどこかでひと眠り……。

『あ、琥珀ちゃんがいたわよ～』

『ここにいたか、琥珀』

『ちっ』

『『え、舌打ち!?』』

　しまった、つい。また邪魔が入ったと思ったゆえに苛いら立だちが出てしまった。

　空中をふよふよと泳いでこちらへやってくる、黒蛇と大亀。我と同じ神獣で、主あるじの召喚獣でもある黒曜と珊さん瑚ごだ。

『なにか用か？』

『ご挨拶ねェ。ちょっと気になることがあったんで、一応ご報告よ』

『お前もか……』

　黒曜の言葉に我は少しヒゲをピクつかせる。紅玉に続き、こやつらまでとなると、なにか不ふ穏おんな感じがするな。

『先ほど町から少し離れた街かい道どうで、我が眷属がこれを見つけた』

　珊瑚が甲こう羅らに乗せていたものをボトッと落とした。む？　これは……。

　見た目は干ひからびた木の枝にしか見えない。しかし僅わずかに漂ただようこの香かおりは……。

『邪じや香こう木ぼくだな』

『その通り。魔獣を惑まどわし狂くるわせる、厄やつ介かいなモノぞ』

　邪香木の元は、死んだ魔獣の死体から芽を出した香木が、長い年月を経て魔ま物もの化したものだ。

　その香木の魔物は近付いた魔獣を捕らえ、その体液を全すべて吸い取って育つ。時には人間も襲おそうらしい。

　その香木の枝を切り、特とく殊しゆな薬液に浸ひたして加工したものがこの邪香木である。

　この邪香木は燃やすと独特の香りが発生する。普通の人間や動物はなんともないが、魔素をその体内に多く持つ魔獣がこの香りを嗅かぐと強い興奮状態となり、暴走を始めるのだ。

　まるで狂ったように見境なく暴れ、痛みを感じることなく死ぬまで戦い続ける。

　その昔は魔獣の巣に投げ込み、同どう士し討うちをさせるような使い方もしたらしいが、一度暴走状態になると死ぬまで止まらぬため、使用者の身にも危険が及およぶ。

　それだけならまだいいが、煙けむりが拡散して中ちゆう途と半はん端ぱに嗅ぐと、同士討ちさえもせず、連帯して暴走を始めるのだ。

　つまり、集団暴走スタンピードが起こる。それは町一つが消えるほどの災害となり得るのだ。

『これは偶ぐう然ぜんか？　それとも……』

『そんな品がそうそう街道に落ちているとは思えないケドねェ』

『邪香木は燃やさぬとも魔獣を混乱・酩めい酊てい状態にする。おかしくなった飛行型の魔獣がここまで運んできたという可能性もなくはないが……』

　見た目だけならただの枯かれ木きだ。ほとんどの人間には見み極きわめることはできないだろう。珊瑚の言う通り、何かの偶然で魔獣や人間にここまで運ばれてきたというのもありえなくはない。

　だが、誰だれかが邪香木を使い、この町を集団暴走スタンピードで潰つぶそうとしているという可能性もありえなくはないのだ。

『この町には主あるじとわらわたちが張りめぐらせた結界がある故ゆえ、まったく心配は要いらぬが……』

『もし誰かが馬鹿なことをしようとしてるなら、お仕置きが必要よねェ……』

　珊瑚と黒曜から怒気が伝わる。もちろん、我も怒おこっていた。主あるじの治めるこの国を害そうとは、命知らずな。そもそも集団暴走スタンピード程度でこの町がどうにかなると思っていること自体がおめでたいわ。結界がなくとも我ら一匹で魔獣の暴走など殲せん滅めつできる。

　とはいえ、一応珊瑚と黒曜には町の結界を再点検するように促うながした。警戒は怠おこたってはならぬからな。

『主あるじに知らせるべきかしら？』

『まだ確実な話ではない。きちんと調べてからでもよかろう。それにこの程度で主あるじの手を煩わずらわせては、無能さを告白するようなものだぞ？』

　それに、もしかしたら紅玉の言っていた怪しい商人の一団となにか関連があるのかもしれぬ。ニャンタローめの報告を聞いてからでも遅おそくはないだろう。

　もしそやつらがなにかを画策しているとわかったら、容よう赦しやなく潰すだけだ。

　この国に害をなすものは我らが許さぬ。そのことを徹てつ底てい的てきに教えてやらねばな。







◇　◇　◇







　黒曜たちと別れ、一いつ旦たん城へと戻もどる。いいかげん腹が空いた。ちょうど昼なので城の厨ちゆう房ぼうをひょいと覗のぞいてみる。

「黄き帯おび魚ざかなの煮に付つけ、出来上がり！」

「はい！　こっちも出来上がりましたわ！　そっちの皿は盛り付けを先にして下さいませ！」

　厨房の中は料理人で溢あふれ、恐おそろしいほど慌あわただしく、まるで戦場のようだ。陣じん頭とう指揮を執とるのはコック長のクレア殿であるが、その横で主あるじの奥方であるルー様も奮戦されておられる。

　いつもより忙いそがしそうだ。おお、そう言えば今日は月に一度、各国の王が集まり、会議をする日であったか。

　残念ながら我は厨房へと入ることを許されてはいない。毛が客の食べ物に入るのはまずいのだ。

「あ、琥珀？　お昼ごはんだね。ちょっと待ってて」

『うむ』

　厨房の入り口で待っていると、メイドの少女、レネ殿が声をかけてくれた。

　しばらくすると、両手に一皿ずつ我の食事を持って来てくれた。片手にはルー様のお作りになられた『おむらいす』、もう片方の手には大きく切った様々な肉と魚、そしてこちらも大きめに切られた立方体状のチーズがひとつ。

「バルコニーの方でいい？」

『うむ。そちらで頼む』

　レネ殿は食堂横の大部屋にあるバルコニーの方へ我の食事を持っていってくれた。

　天気のいいときは、中庭かバルコニーで食事を取ることが多い。今日はなんとなくバルコニーの気分だった。晴れやかな日であるから、バルコニーでの食事はさぞ気持ちがいいことだろう。

『むっ』

『ぬっ』

　バルコニーの低いテーブルで、我のと同じおむらいすにがっついているヤツを見つける。一いつ瞬しゆんにして晴れやかな気分は吹っ飛んだ。

『君も食事か、琥珀』

『お前もか、瑠る璃り』

　サファイアのような輝かがやきを放つ青き竜。子竜状態であるが、主あるじの召喚獣であり、我と同じ神獣でもある瑠璃だ。

　正直、こやつとは馬が合わぬ。嫌いや味みだし、ひねくれ者だし、なにかと屁へ理り屈くつをこねるしな。一いつ緒しよに食事などしたくはないが、ここで逃げ出すのも癪しやくだ。

　我は黙だまって瑠璃の正面に座すわり、目の前に置かれたおむらいすに口をつける。美味い。日に日に奥方の料理は美味さを増している。これだけでも主あるじに仕えた甲か斐いがあるというものだ。

『……先ほど紅玉が来た』

『む？』

　顔を上げるとおむらいすをもぐもぐと咀そ嚼しやくしながら瑠璃の奴が話しかけてきた。こっちにも紅玉が来たのか。

　瑠璃の奴めは城の防衛を任されている。城の中を巡じゆん回かいし、空から怪しい者がいないか監かん視ししているのだ。

『どうも怪しい輩が町中に潜ひそんでいるそうじゃないか。君の担当だろう？　職務怠たい慢まんじゃないのか？』

『まだ何も起きてはおらん。その辺も含ふくめて調査中だ（ニャンタローが）』

『なにか起きてからでは遅いのはわかっているだろう？　まさか主あるじの手を煩わせるつもりじゃないだろうね？　この国に害をもたらすものを許すわけにはいかない』

『お前に言われんでもわかっている！　黙って食べられんのか！』

『なにを！　心配してやっているんじゃないか。君がドジを踏むんじゃないかと……！　うぐっ!?』

『抜ぬかせ！　貴様こそ……！　むぎゅっ!?』

　言い争いになりかけた我と瑠璃の頭をレネ殿が上から押さえつける。ちょっ、なにをする!?

「はい、そこまでー。二人ともそれ以上やるなら、あとで冬夜兄ちゃんに叱しかってもらうよ？　それに怒りながら食べると消化に悪いんだからね？」

『なっ、それは……！』

『いやっ、レネ殿！　主あるじには！』

　うむむ。主あるじは我と瑠璃との喧けん嘩かを禁止している。軽い口喧嘩程度ならなにも言われないが、それ以上になるとお仕置きが待っているのだ。

　お仕置きの内容は……ぶるる……。とても怖こわくて口には出せぬ。

　瑠璃もお仕置きを思い出したのか、青い顔をして……元から青か。震ふるえているので、やはり嫌いやなのだろう。

　我らは無言でおむらいすを咀嚼する。先に食べ終えた瑠璃が席を立った。

『とにかく、君の方で手を焼くようであったら言いたまえ。力を貸すのもやぶさかではない』

『ふん。借りることは無いと思うが、一応覚えておいてやる』

　バサバサと羽をはばたかせて瑠璃がバルコニーから去っていく。本当に手て強ごわい奴がいるのなら、瑠璃の力を借りるのも構わない。

　なによりも主あるじの手を煩わすようなことにだけはならないようにせねば。

　我は残りのおむらいすをがつがつとかっこみ、汚よごれた口元をレネ殿に拭ふいてもらってから、再び町へと向かった。

　ニャンタローたちの調査がうまくいっているといいが。
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　町に戻ってくると、早さつ速そく一匹の猫ねこが我を呼びに来た。どうやらニャンタローめがなにかを掴つかんだらしい。

　猫に案内されるがままに、我は冒険者ギルドの隣となりに併へい設せつされた、酒場の裏口へとやってきた。そこにはニャンタローのみならず、アトス、アラミス、ポルトスの三猫騎士、その配下である猫が十数すう匹ひきたむろしていたが、我が姿を現すと全員がその場に平へい伏ふくした。

『構わぬ。それでなにがわかった？』

「はっ。例の怪しい商人の一行は宿屋『銀月』に泊とまることなく、町外れにある宿屋『森の風ふう琴きん亭てい』に泊まりました」

　三猫騎士の一匹ひとり、アトスが立ち上がり、我に報告してくる。

　ふむ。おかしくはないが、少し引っかかるな。『森の風琴亭』も悪くない宿屋ではあるが、普通、商人なら『銀月』の方に泊まる。町の中心部だし、他の商人たちとの交流もできるからな。

　それにあそこは半分が国営であるため、騎士たちの出入りが多い。あそこほど安全な宿はあるまい。なのに冒険者が多く泊まる『森の風琴亭』に泊まったのはなぜだ？　金を節約するためか？　我には騎士たちとの接せつ触しよくを嫌きらったようにしか感じられぬ。

「そのまま監視を続けたところ、商人はもとより、護衛の冒険者も一いつ切さい外出してません。寝ねているのかもしれませんが」

『冒険者もか？　せっかく立ち寄ったならギルドに挨拶のひとつくらいありそうなものだが』

「荷馬車に積まれていたものを確かく認にんしましたが、薪まきに紛まぎれてやはり『邪香木』が隠かくされていました。黒曜様たちが拾われたのは、これが荷馬車から落ちたものでしょう。かなりの量で、もしも町中でこれが燃やされた場合、高い確率で集団暴走スタンピードが起こると思われます。結界がありますから町中に魔獣は侵入できないでしょうが、討とう伐ばつし終わるまで人々の出入りができなくなってしまいます」

　ふむ。それだけでも大だい打だ撃げきだな。商人たちが旅立つことも立ち寄ることもできなくなり、流通が止まってしまう。冒険者たちにとっては討伐で稼かせぐ、またとない機会かもしれないが、見み逃のがせるものではない。

「おそらく決行は夜じゃニャいかニャ。人ひと気けのニャいところで『邪香木』を焚たき、闇やみ夜よに紛れて町を脱だつ出しゆつ、というわけニャ」

　我の考えもニャンタローと同じだ。昼間に町中で火など使ったらすぐわかる。それに『邪香木』は強い匂においがするらしいからな。夜にあまり人のいない……そうだな、商店街などの場所なら見つかるまい。

『そやつらが何者かはわかったのか？』

「はい。盗ぬすみ聞いた話を統合しますと、元サンドラの奴ど隷れい商人らしいです。おそらく主あるじへの意い趣しゆ返しかと」

　サンドラ……。ああ、主あるじが潰した奴隷国家か。大樹海と接していたあの国の商人なら『邪香木』も手に入るやもしれぬな。

　大方、奴隷を奪うばわれ、廃はい業ぎようせねばならなくなった逆さか恨うらみというところか。自分の国を滅ほろぼした相手にこんな手で挑いどもうとは、呆あきれて声も出ぬ。

　町一つの小さな国だと侮あなどっているようだな。そんな浅い考えだから国が滅ぶのだ、馬鹿め。

『では引き続き奴らの監視を。なにか行動を起こしたのなら、すぐに知らせるのだ』

「はっ」

　このまま何もせずに立ち去るなら『邪香木』を取り上げるだけで見逃そう。しかし行動を起こし、この国に害をもたらすというのなら受けて立つ。

　せいぜい後こう悔かいするがいい。










　夜。

　真夜中を過ぎたころ、使いの猫がやってきた。

『動いたか』

　馬鹿な奴らだ。その愚おろかさを身をもって知らせてやらねばなるまいな。
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　闇夜に紛れて影かげが動く。

　人の少ない通りを狙って進む冒ぼう険けん者しや崩くずれにしか見えない男たち。その二人の手には、それぞれ枯れ果はてた小枝のようなものがあった。

　一人がある店の裏路地でうずくまると、手にした枯れ木を小さなハンマーで粉々に砕くだきだした。

　雇やとい主ぬしの話では細かく砕いた方が火が付きやすいという。せっかく火を付けても消えてしまっては意味がない。

　一人が見張りに立ち、もう一人が作業を続ける。不意にガサッと葉は擦ずれの音がして、二人の男はビクッと身を強こわ張ばらせた。

「にゃーん……」

　近くの茂しげみから一匹の黒くろ猫ねこが顔を覗かせる。

「な、なんだ、猫か……」

「猫なんかにビビってんなよ。早く火を付けろ」

「わ、わかってる」

　急せかされた男が慌てて火を付けようとする。しかしまたしてもガサッという葉擦れの音で、その動きが止まってしまう。

「にゃーん」

「くっ、また猫か。ったく、この町は猫が多すぎる……！」

「お、おい……。なんかおかしくないか？」

　火を付けようとしていた男が立ち上がる。何か変だ。人ひとりいないはずなのに、たくさんの気配を感じる。

「にゃーん」

「にゃーん」

「にゃにゃーん」

「にゃにゃにゃーん」

　暗くら闇やみに浮うかぶいくつもの目。木こ陰かげから、家の陰から、木の上から、屋根の上から、塀へいの上から。

　黒、白、ぶち、トラ、三毛と、様々な毛並みの猫が男たちを見ていた。

「お、おい。なんだ、この猫どもは……!?」

「気味悪りぃ……！」

『貴様らに一つ聞く』

　突然かけられた声に男たちが腰こしから剣けんを抜く。慌てて辺りを見回すが、人ひと影かげはない。いったいどこから。誰の声なのか。

『その手にせし枝が、いかなるものか知った上での狼ろう藉ぜきか？』

「ど、どこだ!?　出てこい！」

　月明かりの下、群がる猫たちが左右に分かれて、その間を一匹の白いトラ猫が前に進み出る。

　どう見ても仔こ猫ねこにしか見えない。しかし男たちはその仔猫から、まるでドラゴンにでも鉢はち合あわせしたような、とてつもない恐きよう怖ふを感じた。

『答えぬか……ならばもうよい。牢ろう獄ごくの中でたっぷりと後悔するがいい』

「「猫が喋しやべった!?」」

『我は猫ではないわ、たわけが！』

　ボムッと白い煙が立ち上り、仔猫が消えたかと思うと、突然現れた大きな白びやつ虎こが男たちを睨にらみつけていた。声にならない悲鳴が夜空に響ひびく。

『我が名は琥珀。ブリュンヒルド公国国王、望月冬夜様のしもべにして、神獣が一。この国の守護獣なり』

「なッ、なッ、なッ……!?」

『やれ』

「「「「フギャ――――ッ！」」」」

　百匹以上の猫が一いつ斉せいに飛びかかった。剣を振ふる間も無く、男たちは噛かみ付つかれ、引っかかれて地面に倒たおれる。

　そこを狙いすまして、屋根から飛び降りた猫騎士の細剣レイピアが閃ひらめく。

「ほい、これで終わりニャ」

「ぐはっ!?」

「が……っ!?」

【パラライズ】の付ふ与よされた細剣の一いち撃げきを浴びて、二人の男たちが動きを止めた。

　倒れた男たちから猫たちが離れ、闇やみの中へと消える。人気のない裏路地へと無数の靴くつ音おとが聞こえてきたからだ。そこに残ったのは白き虎と猫騎士のみ。

「琥珀殿！　ニャンタロー殿！」

「だから、我わが輩はいはダルタニャン、ニャ！」

　やってきた騎士隊の隊長であるランツへ、ニャンタローがキレ気味に地じ団だん駄だを踏む。琥珀にひと睨みされてそれはすぐに収まったが。

「琥珀殿、こやつらが？」

『うむ。「邪香木」なる魔獣を狂わせ、暴走させる香木をこの町で使おうとしておった。他にもこやつらの仲間が町に散らばっているが、そちらには別の猫騎士が回っておるから心配ない。これから首しゆ魁かいである商人を捕とらえに行くので同行を頼む』

「はっ！　よし、一班はこいつらを地ち下か牢ろうへ運べ！　二班は他の現場へ、三班は私と商人を捕らえに向かうぞ！」

　二人の男が引きずられるように連行されて行く。ポンッと再び仔猫状態に戻った琥珀がその場にいる騎士たちに向けて号令を発した。

『では行くぞ。ブリュンヒルドの守護者たちよ。この国に害をもたらす者を我は許さぬ。必ずひっ捕らえ、その罪を償つぐなわせるのだ』

「「「「おおっ！」」」」

　闇夜の中を白虎が先導する騎士隊が駆け抜けていく。

　それからしばらくして、サンドラの元奴隷商人以下全員が逮たい捕ほされ、再び静かな夜が訪おとずれた。
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　我は虎とらである。名前は琥こ珀はく。王の横に立つ気高き白き虎という意味だ。（本来は違ちがいますので）

　うむ。少し寝すぎたか。あまり夜よ更ふかしはしないようにと主あるじに言われているのにこの失態。また瑠璃あたりがぐちぐちと説教くさいことを言いそうだな。

　我は中庭の噴ふん水すいにある流水に顔を突っ込み、前足で擦りながら顔を洗う。目ヤニのついた顔で主あるじの前に出るわけにはいかん。うむ。眠ねむ気けも覚めた。

　食堂へ行くと今日は珍しく、主あるじとその奥方たちが勢せい揃ぞろいしていた。各おの々おの忙いそがしく、夕食ならともかく皆が朝食に揃うことは珍しい。

『おはようございます、主あるじ。奥方様』

「おはよう。琥珀」

　主あるじに続き、奥方たちも朝の挨拶を返してくれる。うむ。皆みな様さまお元気そうでなによりだ。

　メイドのレネ殿どのが食堂のテーブルの横にある、さらに小さいテーブルに我の食事を持ってきてくれる。ほほう。朝から『ろうすとびいふ』とはありがたい。朝はシンプルなものの方が好きだ。

　では。いただき……。

「そういえば琥珀。昨日、大だい活かつ躍やくだったんだって？」

　いざ、『ろうすとびいふ』の塊かたまりにかぶりつこうとしていた我に、主あるじが声をおかけになった。

『え？　あ、ああ、はい。この町に悪さをしようとしていた奴らがいたので懲こらしめてやりました。全員逮捕して地下牢へとぶちこみましたが』

「そうか。ありがとう。やっぱり琥珀は頼たよりになるな。これからもよろしくね」

　そう言って主あるじが我の頭を撫でてくれた。同じように奥方たちも『えらいえらい』と撫でてくれる。

　……あまりしつこく撫でられるのは好きではない我だが、主あるじや奥方たちに撫でられるのは何故なぜだか落ち着く。

　ふむ。我としては使命を果たしたに過ぎないのだが……。こうして褒ほめられるのは気分がいいな。悪くない。

　そうか、ニャンタローたちや町の猫たちにも、我から労ねぎらいの言葉をかけてやらんといかんな。それと騎き士し団だんの方から猫たちになにかご馳ち走そうを届けてもらうよう頼たのむとするか。うむ、喜んでくれるといいが。

　そんな今日の予定を立てつつ、我は今度こそ美味うまそうな『ろうすとびいふ』にかぶりついた。







第一章　イグレットからの使者







「【光よ穿うがて、輝く聖槍、シャイニングジャベリン】！」

　光の槍が弓ゆみ弦づるから放たれた矢のように、一直線に標的に飛んでいく。

　ターゲットとして設置した石製のキングエイプが貫つらぬかれ、粉々に砕かれた。

　そのまま魔ま力りよくを術式に繋つないだらしく、無詠唱で放たれる【シャイニングジャベリン】が、次々とキングエイプの像を壊こわしていく。

　用意してあった十個の像が全部砕け散ちるのに、そう時間はかからなかった。

「どうじゃ。なかなかじゃろう！」

「上出来、上出来。頑がん張ばったね、スゥ」

　えへん、と胸を張るスゥの頭を撫でてやる。十一歳さいでここまで使いこなせればかなりのものである。

　スゥは光の適性持ちだ。光属性の魔法は基本的に神聖魔法と呼ばれるだけあって、回復魔法や浄じよう化か魔ま法ほう、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうに優すぐれる。

　が、攻こう撃げき魔ま法ほうがないわけではない。先ほどの【シャイニングジャベリン】や、【ライトアロー】、【スターブライト】など、敵を倒す魔法も存在する。

　スゥはリンゼやリーンに光魔法を習って、いつの間にかここまで使いこなすようになっていた。

　さらに体術の方は八や重えやメイドのラピスさん、ナイフなどの投とう擲てき術は同じくメイドのセシルさんからと、スポンジが水を吸収するかのように、その技術を自分のものにしている。

　もうそこらの冒ぼう険けん者しやより強いんじゃないだろうか。

　僕ぼくの眷けん属ぞく化があるとはいえ、もともと才能があったんだろうなあ。

「だけど、まだまだじゃ。冬とう夜やの嫁よめとして恥はずかしくないようになるのだ。もっともっと強くなって、この国を守るのじゃ！」

　嬉うれしいことを言ってくれる。僕は目線をスゥに合わせて、小さなその手を取った。

「ありがとう。でも無理しちゃダメだぞ。強かろうと弱かろうとそんなことは関係ない。そのままのスゥが僕は大切なんだから」

「無理などしておらぬ。わらわも冬夜が大切じゃ。じゃから頑張れる。わらわにももっと甘あまえるがよい」

　そう言って僕の首に手を回し、ぎゅうっ、と抱だき付いてくる。甘えるっていってもな。それはなかなかハードルが高いような。

　苦く笑しようしながらもしっかりと小さな婚こん約やく者しやを抱きしめる。

「ところで冬夜」

「んー？」

「また女が増えたというのは本当か？」

「ぶっ!?」

　ちょっ、なに言い出すのかな、スゥさんや！

「バビロンに新しい女が入ったのじゃろ？　シェスカから聞いたぞ。犬を連れたメガネの女とか」

「違うから！　あの人はそんなんじゃないから！　単なる技術スタッフだからね!?」

　あのエロバカメイド、なに吹ふき込んでやがる！

　スゥは手を放し、腕うでを組んで小さくため息をついた。なんですか、そのやれやれってな呆れたポーズは……。どこで覚えましたか。

「父上が冬夜は女難の相があると言っておった。変な女に引っかかることのないように、常に目を光らせておけと」

「だから違うから！」

　公こう爵しやくめ、変なこと娘むすめに教えんな！　なにが女難の、相……だよ。そんなの、無い、よ、な？

　振り返かえってみるとあながち……いやいやいや、無い無い。無いはず。無かったろ。無かったと思いたい。無かったことにしよう。

　しばらく僕の弁明とスゥの説教の応おう酬しゆうがあったが、なんとかわかってもらえた。

「やはり冬夜にはわらわたちがおらんとダメじゃな」

「へいへい……」

　上じよう機き嫌げんなスゥと手を繋ぎ、城へと戻る。昨日までの連日の嵐あらしが嘘うそのように、快晴な空がどこまでも続いていた。

　精せい霊れいたちに頼めば嵐や台風といったものを寄せ付けないようにもできるのだが、よほどのことでもない限り、そこらへんは自然にまかせるままにしている。

「そういやエレンさんは元気かい？」

「うむ。もうかなりお腹なかが大きいぞ。わらわはやっぱり弟がいいのう」

　スゥのお母さんであるエレンさんは現在妊にん娠しん中だ。そんなこともあってか、スゥは魔法の修しゆ業ぎように懸けん命めいなのかもしれない。

　ベルファスト城下の施せ療りよう院にも訪れ、怪け我が人にんを治したりもしている。優やさしい子なのだ。

　少し世間知らずでわがままなところもあるが。
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「……冬夜。変なのが見える」

「え？」

　ふと、立ち止まったスゥが城の方の空を指差す。

　なにかがこちらへ向かって飛んで来ていた。米こめ粒つぶくらいに小さいのでよく見えないが……。

「鳥かのう？」

「【ロングセンス】」

　無属性魔法【ロングセンス】で視覚だけを飛ばす。

　飛んで来ているのは確かに鳥であった。しかし、ただの鳥ではない。なんとその上に人間が乗っている。

　鳥がでかい。巨鳥だ。っていうか、巨きよ獣じゆうじゃないのか、あれは。しかも三羽もいるぞ。

　町を襲いに来たのかと思ったが、そのコースを逸それて、北の平野の方へと飛んでいき、鳥たちはそこへと降りた。

「大きい鳥じゃったのう」

「行ってみよう」

【テレポート】を使って城の北にある平野へと転移する。平野の丘おかの上に、三羽の巨鳥と三人の男女が立っていた。

　男が二人と女が一人。民族衣装のようなものをまとっている。樹海の民に似ているが、少し違う感じがするな。

　頭や肩かたに鳥の羽をふんだんにあしらった、地球でいうとアステカ辺りの民族衣装に似ている気がする。ネイティブアメリカンも混じっているか？　ちゃんとズボン履はいてるしな。

　肌はだが赤せき褐かつ色しよくだけど、どこの国から来たんだろう？　まさかまた裏世界と繋がったとかじゃないよな？

「陛下！」

　距きよ離りを保ち、相手の出方を窺うかがっていると、城の方から副団長のニコラさんと、数人の騎き士し達たちがやって来た。巨鳥を見てやってきたんだな。

　ニコラさんたちが僕たちの後ろに到とう着ちやくするのを待って、三人に話しかける。

「あなたたちは何者ですか？　なんの用で、この国へ？」

「我々はここより南西にあるイグレット王国の使いの者である！　この国の王に我わが国くにの王の書簡を届けに参った！」

　三人のうちの一人、一番背が高く、白い羽を頭に飾かざった男が声を張り上げて叫さけんだ。

　イグレット王国はブリュンヒルドから南西、ミスミドとベルファストの先の海に浮かぶ島国である。

　イグレットの民は樹海の一部族が海を渡わたり、住み着いた者とも言われる。確かにどことなく似てはいるが……。

　一度だけ僕も行ったことがある。あれは確か、バビロンの『研究所』を探しに行った時か。案内してくれた海かい竜りゆうの住すみ処かにしか上陸してないけども。

　過ごしやすい南国の楽園イグレット。そんなところからわざわざなにを伝えに来たのか。

　僕は巨鳥の下から歩いてくる三人の前へと歩を進める。

「話はわかりました。書簡を受け取りましょう。僕がこのブリュンヒルド公国の公王、望もち月づき冬夜です」

　そう名乗ると三人ともびっくりしたように顔を見合わせ、それから跪ひざまずいて手にしていた書簡を手て渡わたしてきた。

　あれかなー、未いまだに貫かん禄ろくがないのかね。こんな若造が国王とかありえないってか？　パルーフ王国なんか十歳の国王だぞ。それに比べたらマシだろ。……髭ひげとか生やしますかね？　似合わなそうだが。

　金属製の筒つつを卒業証書の入れ物のごとくスポンと開けて、丸められ封ふう蝋ろうのされた手紙を取り出す。

　えーと、なになに……。む。これは……。

「なにが書いてあったのじゃ？」

「ま、簡単に言うと救きゆう援えん依い頼らいだね」

　イグレット王国はここ数日の嵐により、大変な被ひ害がいを受けたようだ。作物は洪こう水ずいで流され、大型船は一隻せき残らず大破、備び蓄ちくしていた食しよく糧りよう庫こもダメになってしまい、死者は少なかったが、怪我人は大勢出ているらしい。

　特に食しよく料りようが足りないようで、国交のあるベルファストやミスミド、リーフリースに助けを求めようにも船が無い上に、食料の運うん搬ぱんには時間がかかる。

　そこで僕に助けを求めて、彼かれらが巨鳥に乗ってやってきたというわけだ。

　正直に言うと、ブリュンヒルドからは大して食料の支し援えんはできない。国自体が小さいし、こう言ってしまうと身も蓋ふたもないのだが、僕らだって、自分たちの国の食糧が大事だ。

　だけど世界同盟の国々に声をかけて、ほんの少しずつでも食料を出してもらい、それをまとめてイグレットへと転移することはできる。僕が転移魔法や空間魔法の使い手ってのはもう知しれ渡っているから、それを頼りに来たのだろう。

　他の国々の事情もいろいろとあるだろうから、今すぐにとはいかないだろうが、たぶん大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかな。

「とりあえず誰だれか城へ来てもらえるかな。他の国々には僕から連れん絡らくするから。食料の問題は少し時間がかかるけど……あ、その鳥たちはそのままで」

「了りよう解かいしました」

　白い羽はね飾かざりの青年と、赤い羽飾りの女性がこちらへとやってくる。茶色い羽飾りの青年は鳥たちとここに残るようだ。

　この鳥はルフ鳥と言って、やはり魔獣が巨獣化したもののようだ。そのルフ鳥を飼い慣らす一族が彼らルフ族らしい。

　といってもこの三羽を含めて五羽しかいないという話だが。

　三人のうち、リーダーの白い羽飾りの青年がトトラ・ルフ。赤い羽飾りの女性がリリカラ・ルフ。二人は兄妹きようだいだ。最後に茶色い羽飾りの青年がロチャ・ルフ。同じルフ姓せいだが兄弟ではなく、彼は従兄弟いとこらしい。

　スゥがルフ鳥に乗りたがったが、場合が場合なので、やめさせた。危険だし。

　彼かの女じよを僕の婚約者だと説明すると、トトラとリリカラの兄妹はまたも目を見開いて驚おどろいていた。
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　他の国々の代表者たちと連絡をとり、ある程度の食料を支援をしてくれる目め処どは立ったが、それだけではダメだ。

　早いところイグレットが独自で食料を確保できるようにしなければならない。主な産業が漁業であるのに、船が無いというのは確かにキツいだろう。

　バビロンの『工こう房ぼう』で船を量産するか。もちろんその分の代金はいただくが。

　ところがここでもまた問題があるようだった。

「船があっても今は漁には出られません。テンタクラーが待ち構えているからです」

「テンタクラー？　……ああ、ダイオウイカみたいな海の魔獣だっけか」

　地球でのダイオウイカは世界最大級の無む脊せき椎つい動物とされ、体長十八メートルにもなる個体もいたとか言われているが、テンタクラーはそれをはるかに超こえる大きさの魔獣だとか。冒険者ギルドにあった世界魔獣事典で前に読んだことがある。

　なにせ大型船をその足で海へと引きずりこむほどらしいからな。それで巨獣化してないって言うんだからとんでもないわ。

　僕が以前召しよう喚かんしたクラーケンと似ているが、また違った魔獣らしい。

「でも確かイグレットには海竜がいただろう？」

　イグレットの守護神とも言うべき海竜シーサーペント。イグレットの近海に棲すみ、イグレットの民を守っている優しき竜。瑠璃の眷属で、僕も一度だけ会ったことがある。

　あいつがいれば、そのテンタクラーとやらの横暴を見過ごすはずがないと思うんだけど。

「海竜はテンタクラーと戦い、敗れていずこかへと姿を消しました。死んではいないと思われますが……」

　あらあ……。海竜負けたのか。アレに勝つって、よっぽどそのテンタクラーってのは大きいのか？

　……そいつ食えないかな。食料不足の足しになるかもしれない。保存食としてスルメにするとか。

　そんなことをぼそりと呟つぶやいたらなんかものすごく嫌な顔をされた。あれ？　イグレットって漁業がメインなのにイカとか食べないのか？

　文化の違いかねえ。まあ、無理にとは言わないし、美味いかどうかもわからないしな。

　かく言う僕も実はイカは苦手だ。食べられないわけではないが、あのぐにゅりとした食感がダメで。煮にたり焼いたりしたやつの弾だん力りよくある食感も苦手で、固くなったスルメぐらいしかあまり進んでは食べない。

　ま、とりあえずイグレット王国に行ってみるか。

　水中でイカと戦うような事態になるのは避さけたいところだなあ……。

【リコール】でトトラからイグレットの王都、レトラバンバの記き憶おくをもらい、【ゲート】で転移しようとしたら、突とつ然ぜんスゥもついてくると言い出した。

「いつもわらわはお留守番でつまんないのじゃ。今回は連れて行くがよい。たまには嫁のわがままをきくのも夫の役目ぞ」

　遊びじゃないんだけどなあ……。スゥがそんなことを言い出すと、他のみんなも手を上げて同行を申し出始めた。

　さすがに婚約者をぞろぞろ連れて向こうの王様に会うのも恥ずかしい。なんとかみんなを宥なだめて、あと二人だけ連れて行くことにした。三人でも多いんだが……。

　つまり残り八人によるじゃんけん勝負が始まったわけで。

　じゃんけんに熱中する僕の婚約者たちをみて、ルフ兄妹が口を開け、ポカンとしている。うん、わかるよ。でもツッコミは無しの方向でお願いします。

「やりました！」

「勝利。ぶい」

　結局勝ち残ったのはリンゼと桜の二人だった。

　負けた他のみんなからはお土産みやげを要求された。だから遊びに行くんじゃないんだけどなあ。

　南国の楽園なんて、バカンスだったら最高なんだろうけど。

　一応、珊さん瑚ごと黒曜も連れて行こう。水中で戦いたくはないけれど、念のためだ。

「それでそのテンタクラーってのはどれくらいでかいの？」

「わかりません。海から頭と触腕しか出してこないので。ですが、海竜と同じくらい大きかったとの話もあります」

　というと、五十メートル以上は確実にあるのか？

　どうやって倒すかねえ。【ゲート】で地上に転移させたら、海水まで転移させてしまうし、下手したら二次災害が起きそうだ。

　フレームギアでイカ釣つりとか……さすがに無理か？　竿さおも糸もないし。いや、糸は【モデリング】でオリハルコンあたりを変形させてワイヤー状にすれば……。

　あれ、そういやイカってどうやって釣るんだ？

　なにかヒントになるかもしれないと、僕はスマホを使い、ネットでイカ釣りを調べ始めた。










　イグレット王国は二つの島から成り立っている。南北に長いイグランド島と、その三分の一ほどのマルレット島だ。

　その小さな方の島、マルレット島に僕とスゥ、リンゼ、桜、それに黒曜と珊瑚の、四人と二匹ひきは足を踏ふみ入いれた。

　ルフ族の三人は一足早く僕の開いた【ゲート】でイグランド島の王都レトラバンバへと向かっている。僕らがこの島に来たのは、巨きよ大だいイカの魔獣・テンタクラーに負けた海竜がどうなったか心配だったからだ。

　海竜のねぐらである洞どう窟くつの奥おくはバビロンの『研究所』の転移ゲートと繋がっている。そこから転移し、相変わらず秘密基地みたいな洞窟を抜ぬけていくと、開けた場所に出た。まるでちょっとした地底湖のようだ。

「冬夜さん、あれは……」

　同行しているリンゼが地底湖の奥を指差す。そこには傷だらけの体で横たわる海竜の姿があった。

　上半身（？）だけを地面に横たえ、残りの体を海面の中へ沈しずめている。美しかったサファイアブルーの鱗うろこはところどころ剥はがれ、血がこびりついていた。

　息も絶え絶えの海竜は、わずかに開いた眼めで僕の姿を捉とらえる。動き出そうとする海竜の体に僕は手を当てた。待ってろ、いま治してやるからな。

「【光よ来たれ、女め神がみの癒いやし、メガヒール】」

　光の波動が海竜を包み、傷だらけの体がみるみるうちに回復していく。鱗も元通りのサファイアブルーの輝かがやきを取とり戻もどした。

「もう大丈夫か？」

『はい。ありがとうございます。瑠る璃り様の主たる望月冬夜様。大変お見苦しいところをお見せ致いたしました』

「だいたいの話はイグレットの人に聞いた。テンタクラーとかいうのとやりあったんだって？」

『はい。不ぶ躾しつけにもあやつらが我が領域へと乗り込んできましたので……。ヤツらの触腕は恐おそるべき力で、私の体の骨を砕くほどでした』

　うーむ、竜の骨を砕くってよっぽどだぞ。テンタクラーは見た目はイカに近い姿をしているが、タコの要素も含ふくまれているのかもしれない。確かタコって体の九割が筋肉なんだよな。

　さらに海に棲む無脊椎動物の中ではイカの泳ぐスピードは最速だとか。ジェット推進……水を取り込んで吐はき出だす力で最大時速は四十キロ近くまで出るという。

　意外ととんでもない怪かい物ぶつかもしれない。

「その怪物退治も頼まれたから、お前さんは少し休んでるといい。片付いたらまたイグレットを守ってくれればいいさ」

『ご厚こう情じよう、誠まことにありがたく……』

　海竜が持ち上げた頭を下げる。相変わらず人間くさい竜だな。

　しかし、気になることがひとつある。

「さっき、『あやつら』っていっていたけど、テンタクラーって一匹じゃないのか？」

『はい。複数おります。私は二匹と戦い、三匹目が現れた時点で逃とう走そうしましたので、確実な数はわかりませんが』

　ってことは最低でも三匹はいるのかよ……。こりゃ骨が折れそうだ。

　陰いん鬱うつな気持ちを切きり替かえつつ海竜に別れを告げ、僕らはトトラから手に入れた記憶を辿たどってレトラバンバへと【ゲート】で転移した。
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「ここがイグレットの王都、レトラバンバか。ずいぶんと風ふう光こう明めい媚びなところじゃのう」

　スゥの言うとおりレトラバンバは海岸沿いの丘の上にあり、そこから眼下に見える風景は、椰や子しのような木が立ち並んだ白い砂すな浜はまにエメラルドグリーンの海と、まるで南国リゾート地のようであった。

　町中には緑の芝しば生ふが広がり、極ごく彩さい色しきの鳥たちが空に羽ばたいていた。街並みは石造りの建物で造られており、高い塔とうや神しん殿でんのようなものが遠くに見える。古代アステカ文明が残したピラミッドみたいなものもあるな。

　遠くの山々は緑に茂り、空は碧あおく、海も碧い。水すい天てん一いつ碧ぺきとはまさにこのことなのだろう。

　しかしよくよく見てみると、椰子のような木は折れたあともあり、建物も崩くずれた家が何軒かあった。先日の嵐の被害か。やはりダメージは大きかったようだ。

　レトラバンバの中央部に大きな建物があるが、あれがここの城だろうか。とりあえずそこへ向かおうと、都の通りを歩くことにする。

「町の人たちがなんとなく元気がありません、ね」

「食料不足らしいからね。海にはテンタクラーがいるし、山は土ど砂しや崩くずれが危険らしいから」

　リンゼに言われるまでもなく、僕も力を落としたイグレット王国の人々を目まの当あたりにしていた。

　全すべての町がそうではないだろうが、やはり国としての被害は大きいようだ。

　王都はそれほどでもないが、山間部や北部の漁港都市などは壊かい滅めつ的てきな被害を受けたらしいからな。土砂崩れや川も氾はん濫らんしたりして交通も滞とどこおっているだろうし。大型船があればまた別だったんだろうけど……あ、テンタクラーが邪じや魔まか。

　ふと気付くと、向こうから馬車がやってきた。いや、馬車というのは正しくないのかもしれない。その車体部を引いていたのは馬ではなく鳥だったのだ。ダチョウのような鳥だが、ダチョウよりも首周りと頭が大きい。

　その馬車（とりあえずそう呼ぶ）が僕らの目の前で停とまる。二頭（二羽？）立てで、屋根のない四輪馬車の御ぎよ者しや台だいでは、ルフ兄妹の妹の方、リリカラが手た綱づなを握にぎっていた。

「お迎むかえに上がりました。城で我が王がお待ちしております」

　出で迎むかえに来てくれたのか。ありがたいね。

　ところが僕らが馬車に乗り込もうとしたそのとき、砂浜の方で悲鳴が上がり、大勢の人たちがざわめき始めた。

　崖がけの上に設置された鉄てつ柵さくから下を見ると、海から巨大なイカのような魔獣が頭を出し、触腕を伸のばして人々を襲おそっている。

　あいつら地上にまで這はい上あがってくるのか!?

　伸ばされた触腕が一人の男性に絡からみつき、持ち上げる。テンタクラーは肉食で、イルカやサメなどを捕ほ食しよくするが、時に人間でさえも食べてしまう。

「【水よ来たれ、清せい冽れつなる刀とう刃じん、アクアカッター】」

　桜の放った水刃が、男の人を持ち上げていたテンタクラーの触腕をスパッ！　と切り落とす。

　砂浜に落ちた男性は慌あわてて逃にげ出し、青い血を撒まき散らすテンタクラーに今度はリンゼの魔法が発動する。

「【炎ほのおよ来たれ、煉れん獄ごくの火球、ファイアボール】！」

　海中から出ているテンタクラーの頭部に、特大の火の玉が炸さく裂れつした。

『プギャラギャ――――ッ！』

　不気味な声を上げてテンタクラーが海中へと後退していく。追い打ちに僕も【ファイアアロー】を放ったが、それが当たる前にテンタクラーは海へと沈み、消えていった。

「逃がした。残念」

「聞いていたのよりも、小さかった気がします、ね」

「子供だったのかのう」

　子供だったとしても凶きよう悪あくなのに変わりはない。

　切り落とされた触腕が、砂浜でまだウネウネと動いている。うわあ、気色悪っ。

　確かにあんなのがいたんじゃ、安心して海に出られないなあ。そう言えばテンタクラーってこの近海にどれだけいるんだ？

「検けん索さく。イグレット王国近海におけるテンタクラーの数」

『検索中……検索終しゆう了りよう。五十三匹デス』

「ごっ……！」

　懐ふところのスマホから発せられた異常なほどの数に僕は思わず絶句する。

　さっきのような幼体（なのかどうかはわからないが）を含めた数としても多すぎじゃないか!?

　確かテンタクラーはイカと同じ卵らん生せいではあるが、一回に千単位で卵を産むイカとは違い、数十しか卵を産まず、その数十匹の中でも孵ふ化かして無事成体になるのはわずか数すう匹ひきだとギルドの本に書いてあったはず……。

　もしかしてこれも世界融ゆう合ごうの余波で起こる異常現象なのかもしれない。

　砂浜に降り立ち、ブリュンヒルドをブレードモードにしてテンタクラーの残した触腕に斬きりつける。

　ぬめる粘ねん液えきに刃筋がずらされて、うまく切ることができない。次に切っ先で突ついてみると、ある程度の抵てい抗こうはあったが普ふ通つうに突き刺ささった。

　刺し激げきされたからか、またもぐねぐねと触腕が動く。うええ。

　八重ぐらいの腕があれば切り落とすこともできるかもしれないが、もっと大きい個体になると難しいだろうな。魔法の刃は効果があるようだが。

「テンタクラーに効く魔法ってなんの属性だっけ？」

「火属性か風属性の雷らい撃げき、光属性の攻撃魔法も大丈夫だと思います。水属性は、【アクアカッター】のような斬撃系は効くでしょうが、【メイルシュトローム】のようなものは効果が薄うすい、かと」

　うーん。だけど火も雷かみなりも海の中だと威い力りよくは半減以下だしなあ。光も海上からだと屈くつ折せつするだろうし。

　となると、海中から引ひき摺ずり出すしかないな。やはり釣り上げるか？

　僕が砂浜で考え込んでいると、何人かの兵士を引き連れて、黄金の羽飾りを頭につけた褐かつ色しよく肌はだの男性がやってきた。横にはトトラとリリカラのルフ兄妹も連れている。

　歳は三十代前半くらいか。細身だが鍛きたえられた筋肉には独特の刺青いれずみが描えがかれ、ネイティブアメリカンのような民族衣装をその身にまとっていた。

「よくぞ魔獣を撃げき退たいしてくれました。感謝します、ブリュンヒルド公王陛下」

「あなたは？」

「レラウレ・コチャの子、レファン・レトラ。イグレット王国の国王です」

　国王陛下だったのか。屈くつ強きような戦士という見た目だから、戦士長かなにかかと思った。

　差し出された手を握る。がっしりとしたその手は、日ひ頃ごろから武器を持ち、訓練に明け暮れる戦士の手そのものだった。

「ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜です。よろしくお願いします、イグレット国王陛下」

　次いで、僕の後ろにいる三人の婚約者を紹しよう介かいする。婚約者というより、各人優れた魔ま法ほう使つかいである、という方を強調しておいたけど。複数の恋こい人びと連れてリゾート気分か？　とか思われるのもアレだし。

　幸い、先ほどの戦いを見ていた者も多いので、すんなり納なつ得とくしてくれたようだが。

「先ほどこの辺り近海を探たん索さく魔ま法ほうで調べてみたのですが、テンタクラーは五十匹以上いるようです」

「五十……！　なんと……それでは船があったとしても漁に出ることもできない」

「新しい船の方は我が国で用意できますから、あとはテンタクラーを退治するだけなのですが。なにぶん相手は海中。なんとか地上に引き上げて退治したいところなんですけどね」

　王都レトラバンバから少し離はなれた岬みさきの方なら、多少荒あらしても構わないとイグレット国王にお墨すみ付つきをもらったので、そこをテンタクラー退治の現場とすることに決めた。

　まあ、それはそれとして。

「黒曜。これって食えると思う？」

『どうかしらぁ？　毒性はないから安全なのは確かよぉ。美味おいしいかどうかはわからないけどぉ』

　ふよふよ浮うきながら僕の周りを漂ただよっていた珊瑚の背で、黒曜が答える。

　一応【アナライズ】で調べてみたが、確かに毒性はない。食べても問題はないということだ。美味いかどうかはわからないが。

　スマホで調べてみたらダイオウイカはアンモニアを含んでいて、苦くて不味まずいって話だった。でも、さっきの【アナライズ】によるとテンタクラーは大丈夫っぽいんだけどな……。

　やっと動かなくなった触腕の部分を薄く切り落として、塩で揉もみ、よく洗ってぬめりを取る。それを細くスライスし、【ストレージ】から取り出した器に入れた。

　同じく【ストレージ】からイーシェンの醤しよう油ゆと生しよう姜がを取り出し、すりおろした生姜を小皿に入れて一いつ緒しよに混ぜた。早い話がイカソーメンである。

「公王陛下……まさかそれを食べるのか？」

「食料不足の足しになるかなと思いましてね。僕もあまり好きではないんですが、イーシェンって国や僕の出身地じゃこうして食べられていたもので、試ためしにと」

　イーシェンじゃ普通にイカもタコも食べるしな。毒ではない以上食べられる……はず。あとは美味うまいか不味まずいかだ。

　匂においは……特におかしくないかな。イグレットの人たちがドン引きする中、箸はしでイカソーメンならぬ、テンタクラーソーメンを取り、小皿の生姜醤油につけて一口すすった。む……う……。

「ど……どうです、か？」

　心配そうな顔をしてリンゼが聞いてくる。

「……意外といける。僕はくにゅくにゅした歯は触ざわりが苦手だけど、これならまあ、食べれないことはない。味も悪くないし。好きな人は好きかも」

「私も食べる」

　僕に続いて、桜もテンタクラーソーメンを口にする。次いでスゥが、黒曜と珊瑚が、最後にリンゼも口にした。

「意外と美味しい」

「わらわは苦手かのう……」

「歯ごたえがあって美味しい、です。タレを変えれば、別の美味しさを楽しめるんじゃ、ないでしょうか」

　それぞれ感想は違ちがうようだが、結論としては『食べられないことはなく、人によっては美味い』という通好みのような感想だった。タコのようなイカのような、甘みがあり淡たん白ぱくな味わいである。もう少し厚切りにして、刺さし身みでもいけるかな。

　眉み間けんにシワを寄せて僕らを見ていたイグレットの人たちも、やがて興味をひかれたのか、まずルフ兄妹の兄トトラが、その後に妹のリリカラがそれを口にした。

「ものすごく美味いかと言われれば、確かに違うが、食えないことはない」

「私はさっぱりとしていて好きだ。このショーガジョーユにも合っている」

　やはり好みは分かれるようだ。ついにはイグレット国王陛下もテンタクラーソーメンを口にした。

「……ふむ。思ったよりひどくはない。初めは抵抗があったが、食べてみるとなんてことはないな。これなら食べられないことはない。もう少し味が濃こいタレの方が私の好みだが」

　国王陛下はあまり美味くは感じなかったようだ。今まで食べたことのないものなのだから、最初はそんなもんだろう。

　こうなったらついでにいろんなイカ料理を試してみるか？

　衣をまぶし、油であげたイカフライ。イカとニンニクの芽の甘あま辛から炒いため。バター醤油焼き。生姜焼き。試しにいろいろと僕が作ってみると、イグレットの人たちも『これは食材だ』と認にん識しきしたらしく、王宮の方から本職の料理人が来て、イグレット風に料理を始めた。

　さすがはプロなだけはあって、僕が作ったものよりも洗練された物が出来上がってくる。『テンタクラーのパルス香こう草そう炒いため』とやらは美味かった。

　イカは保存食にもできる。テンタクラーでもできるんじゃないかな。

　これはますます釣り上げないといけないな。

　リンゼたちのフレームギアを使えば不可能ではないだろう。特にスゥのオルトリンデオーバーロードは専用機ヴアルキユリア一のパワーを誇ほこる。テンタクラーの一匹や二匹、簡単に海から引き摺り出せるだろう。

　倒たおすにしても食材にするわけだからあまり身は傷いためないほうがいいよな。あれ？　そういや昔、じいちゃんがイカとかタコを一いち撃げきで殺す方法があるとか言ってたような……。

　ネットでちょっと調べてみるか。

　えーっと、『目と目の間にアイスピックを突き刺す』……うおう。
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「こんなもんでありまスかね」

「うん、上出来上出来。これなら餌え木ぎとして申し分ないだろ」

　バビロンの『工房』で作られた船を見ながら、僕ぼくは満足して頷うなずく。形は大きめの帆はん船せんだが、帆ほは張っておらず、後部には放射状の巨大な針がついている。

　この船はイカを釣る時に使う餌え木ぎ、つまりはルアーの代わりだ。もちろん船の形をしているのはダミーで、中身は空っぽである。テンタクラーに壊こわされないように頑がん丈じように造ってはあるが。

　イカは水中で釣るが、テンタクラーは船を襲う。そこをこの船ごと、スゥのオルトリンデで地上へと引き摺り上げようというのだ。

　水中で【ゲート】を開くには問題があるし、【テレポート】だと僕が直接触ふれないといけないしな。まあ、【テレポート】ではあんな大きなものは転移できないのだけれど。

　で、地上に上げたら改良したリンゼの飛操剣フラガラツハで、テンタクラーの目と目の間から胴体を突く、と。

　調べたところ、この方法で神経を断ち貫けばイカを締めることができるらしい。




　まあ、もっともテンタクラーにそれが効くかはやってみないとわからない。内臓の位置が違っていたらどうしようもないし。




　はてさてうまくいくかどうか。










　ドズゥンッ！　と大きな地じ響ひびきを立てて、黄金の巨神がイグレットの地に降り立つ。

　三十メートルを超える巨大フレームギア、スゥのオルトリンデオーバーロードだ。

　オリハルコンに晶材コーティングのボディが、南国の太陽の下、黄金に光ひかり輝く。その手に握られたワイヤーは餌え木ぎ船に取り付けられた巨大放射針に直接繋つながれていた。

　オリハルコンを【モデリング】で糸状に変形させ、それを撚より合わせて作ったワイヤーだ。太さも僕の腰こし周りの数倍はある。切れることはまずあるまい。

「よし、準備はいいな」

　オルトリンデの後方には桜のロスヴァイセが、上空には飛行形態のリンゼのヘルムヴィーゲが控ひかえている。

　さて、釣るためには沖おきへと船を移動しなければならない。普通の釣りのようにぶん投げるわけにもいかないし、餌木の船を【ゲート】で沖に転移することもワイヤーがついている以上できない。

　そこで僕が船に乗り込み、【グラビティ】で船を軽くしてから、リンゼのヘルムヴィーゲで吊つり上げてもらうことにした。

　そのままリンゼに沖おき合あいまで運んでもらって、僕を乗せた餌木船は海面に着水した。

　当然ながらこの船には動力がないので、スゥのオルトリンデに少しずつ引いてもらう。

　テンタクラーにしてみたら数日ぶりの船だ。これで引っかかってくれるといいんだが……。

　ゆっくりと引かれる船の上で、エメラルドグリーンの海面を覗のぞき込む。

　珊瑚が砕くだけた砂などで海底が白いと、水は赤色を吸収するため、反射して目に届く光の中に赤は含まれない。つまり白色光の中から赤色を除いたエメラルドグリーンに見えるわけだ。

　もちろん深くなれば青色が濃くなっていくが、ここらへんはまだギリギリグリーンだ。ここらは遠浅だからなあ。もっと沖にいかないとダメか？

　しかし突然、その透とう明めい度どの高い波間からバシュッ！　と一本の触腕が飛び出してきた。あっという間に船体にそれが絡みつく。

「きた！」

　海中で姿が見えなかったが、保護色の能力も持っているのか？　反対側からも触腕が伸びてきて、あっという間に餌木船がテンタクラー全身に絡め取られる。

「スゥ！」

『わかったのじゃ！』

　スマホでスゥへと合図を送り、僕自身は【フライ】で空へと飛び上がる。

　急激に船はスピードを上げ、取り付けていた放射状の針がテンタクラーの体に突き刺さる。

　ネットには基本的に無脊椎動物には痛覚は無いと書かれていたが、テンタクラーにもそれは当てはまるのだろうか。

　そんなことを考えているうちに、ぐいぐいとテンタクラーを乗せた船は海岸へと引き寄せられていく。

『プギャララァー！』

　海岸に引き寄せられたテンタクラーが、巨大な全身を太陽の下に晒さらす。

　その体長は二十五メートル以上、オルトリンデオーバーロードの半分以上の大きさはある。まあ地上で直立することはないので、べちゃっとした感じになってはいるが。

　テンタクラーは自分を釣り寄せた黄金の巨きよ神じんにその触腕を伸ばそうとしたが、桜のロスヴァイセが歌唱魔ま法ほうでテンタクラーの動きを止めた。

　その隙すきを逃のがさず、今度はリンゼのヘルムヴィーゲが飛行形態のまま突っ込んでいき、機体下部に取り付けられた、串くし状の特とく殊しゆな飛操剣フラガラツハをテンタクラーの両目の間に勢いよく撃うち込んだ。

『プギャルギュアァァァ！』

　不気味な断だん末まつ魔まを上げて、テンタクラーがそのままくたりと脱だつ力りよくしたように動かなくなる。

　体の色が茶ちや褐かつ色しよくから白へと一いつ瞬しゆんにして変化した。ここらへんは動画サイトで見た締めたイカと同じだ。どうやらテンタクラーもイカと同じ締め方でいけるらしい。

　さて、ここからが大変だ。釣りの方は三人に任せて僕は解体に回る。

　再び餌木船を吊り上げて、沖へと運んでいくヘルムヴィーゲを見送って、僕は【ゲート】を開き、愛機レギンレイヴを呼び出した。

　動かなくなったテンタクラーを、海岸の丘おかの方へとレギンレイヴで運び、背中の飛操剣フラガラツハを二本の大剣に変形させる。

「えーっと、まずは内臓を取るんだっけか」

　腹側を飛操剣フラガラツハで裂さき、内臓や目玉などをとる。内臓も珍ちん味みなのかもしれないが、今回はパスだ。こうも大きいとさすがにキツい。

　というわけで、切り取った内臓は【ゲート】で海かい獣じゆう類のエサとして海へと返し、捌さばいたテンタクラーは塩水でよく洗う。

　珊瑚と黒曜たちによる濃のう度どを調節した塩水につけてから、このままでは大きすぎるので適度な大きさにカットし、海岸に並ぶ椰子の木にワイヤーでぶら下げた。

　南国の強力な陽ひ射ざしにより、数日の短期間でテンタクラースルメの出来上がり……のはずだ。こればっかりは完成してみないとわからんからなあ。

　正確に言うなら僕らの目標は第一にテンタクラーの退治であって、非常食作りはあくまでもついでだ。テンタクラーがいなくなって、漁に出られるようになったなら、無理してコレを食べることはないわけだし。

『プギョラルァァァァ！』

　とか思っている内に早くも二匹目が仕留められたようだ。

　っていうか、あと五十回以上やるのか？　コレ？

　この作業がかなりキツいことに気がついたのは、それからしばらくしてからのことであった。
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「つっかれたー……」

　イグレット近海のテンタクラーをほとんど釣り上げて、王都レトラバンバの北にある海岸線にズラーッと並べるのに丸一日かかった。

　島の反対側や遠くにいるやつは、【ゲート】で周りの海水ごとこちらの海中へおびき寄せたりして釣り上げた。

　これだけの量が並ぶと生なま臭ぐさいことこの上ないので、風の精せい霊れいに数日間だけなるべく臭においを海の方へと流すように頼たのんでおいた。

　また、野生の動物などに食われてもなんなので、広こう範はん囲いの【プリズン】で、人間、亜人以外は侵しん入にゆう禁止にしてある。広範囲の【プリズン】なので、破れやすいが、動物程度なら充じゆう分ぶんだろう。

　もちろん単にスルメだけじゃなく、スルメを使った料理や、さきイカ、のしイカなどのレシピをこの国の料理人たちに渡わたしておいた。素人しろうとの僕が作るより美味い物ができるかもしれない。

　夕暮れのサンセットビーチには先さき程ほどから旨うまそうな匂いが漂っている。スルメにしなかったテンタクラーを、国王陛下が料理人を使い、無料で配給しているのだ。

　イカを食べる文化のないこの島だが、一度口にするとその抵抗が無くなる人も多く、いろんなテンタクラー料理を食べ歩く人もいる。

　串に刺した焼きテンタクラーはちょっと旨そうだった。

「このたびは我わが国くにの窮きゆう地ちを救っていただき誠に感謝に堪たえない。その上あのように大量の船まで……」

「いえ、きちんと対価はもらっているのですから遠えん慮りよはなさらずに。各国からの救きゆう援えん物資も後日お届けしますから、なんとかこれで食料難もしのげるんじゃないですかね」

　そう言って僕はイグレット国王が頭を下げるのをやめさせる。

　海岸には『工こう房ぼう』で作られた何百隻せきもの船が浮かんでいた。もちろん、この素材はイグレットの森林を伐ばつ採さいした材木などだが、その他にもテンタクラー退治と合わせてそれなりの物はもらっている。

　災害を受けた国から直接お金をもらうわけにはいかないので、探知魔法でイグレットの領域に浮かぶ小島にあった大きな金鉱を教えてやった。あとはそこから少しずつ払はらってくれればいい。

　これで被ひ害がいにあった地域の立て直しもうまくいくんじゃないだろうか。

　夕暮れの砂浜ではスゥのオルトリンデが地じ引びき網あみで大量の魚を捕つかまえていた。砂浜に打ち上げられた魚を町の人たちが一いつ斉せいに手にして、それぞれ自宅へ持ち帰ったり、その場で調理し始めたりしている。

　砂浜に直じか座ずわりしている僕らの元にも料理が並べられた。

「こりゃ旨そうだ」

「遠慮せずに食べてくれ。と、言ってもほとんどは公王陛下のご婚こん約やく者しや殿どのが捕まえたものだが」

　簡単な木皿の上には、焼き魚から刺身までずらりと並べられている。イーシェンと同じ島国であるここでも刺身を食べるんだな。醤油はないみたいだが、こちらでは辛から子しや酢す、ネギ、ニンニクなどと一緒に食べるみたいだ。

　鰹かつおのたたきのように表面だけを焼いているのは寄生虫などを殺すためだろうか。こっそりと【アナライズ】を使ってみたが、確かに問題はなかった。

　辛子を少しだけつけて食べてみたが、とても美味かった。僕的にはテンタクラーの数倍は美味い。ああ、これで白いご飯が食べたいなあ。

　スゥたちも呼んで賑にぎやかな宴えん会かいが始まる。人々が陽気に踊おどり、テンタクラーの脅きよう威いが去ったことを皆喜んでいた。

　篝かがり火びの周りには笛を鳴らす人や太たい鼓こを叩たたく人が集まり、その中で歌を唄うたう者も現れ、みんなから拍はく手しゆが送られた。

　そうなると我が慢まんできなくなったのか、桜が立ち上がり、一曲披ひ露ろうすることになった。もちろん伴ばん奏そうは僕だ。【ストレージ】からピアノを取り出し、桜のリクエスト曲を弾ひき始める。

　しかしあれだな……相変わらず桜のチョイスはズレているというか……。まあ、洋楽だと歌詞の意味がわからないから仕方ないんだけど、この曲って望郷の思いを歌った歌なんだが。

　ウェストヴァージニアとか言っても土地の名とも知らずに歌っているんだろうな。まあ、この歌の歌手でさえ、実はウェストヴァージニア州には行ったこともなかったという笑い話もあるんだが。作詞した人とは別人だし、こちらも仕方ないのかもしれないけど。

　だけどもそんなことは関係ないように、桜の歌にイグレットの人々が聞き入っている。

　そういやこの曲って、日本のアニメ映画で挿そう入にゆう歌かとしても使われてたな。あっちは日本語の歌詞だったけど。あの映画のタイトルのように耳をすませてみんな桜の歌を聞いている。

　サビが終わって二番に入ると、どこからか弦げん楽がつ器きの音が流れてきた。不思議に思ってそちらへと顔を向けると、砂浜の上でギターを弾いているのは誰だれあろう、音楽神たる奏助兄さんだった。

「ぶっ！」

　思わず演奏を止めそうになるが、なんとか続けることができた。ちょっと待て、いつ来た!?

　よくよく見ると、イグレットの女性たちと一緒に刺身を食べる花恋姉さん、イカ焼きの前には諸もろ刃は姉さんと狩奈姉さん、酒盛りしているグループには酔花と耕助叔父おじがいた。

　うおぉぉい！　カミサマーズ！　いつの間にここまで来たんだよ！

　演奏中にそんなツッコミができるわけもなく、変な汗あせを流しながら僕はピアノを弾き続ける。

　言うまでもないが、神様たちはその気になれば転移魔法をみんな使える。正確には魔法ではないのだが、とにかくそれを使ってここまで来たのだろう。

　歌が終わって万ばん雷らいの拍手が送られる中、僕は魚のフライにかぶりついている花恋姉さんに詰つめ寄よった。奏助兄さんが二曲めを演奏し始め、桜もそれを伴奏に歌い出す。

「冬夜君、これ美味しいのよ。食べるといいのよ」

「そりゃよかったね！　っていうか、いつ来たんだよっ！」

「ロゼッタちゃんから聞いてついさっきなのよ。宴会やってたから、ついでにみんなも呼んだのよ」

　花恋姉さんの指差した方向へ顔を向けると、リンゼやスゥに混じって、ユミナ、エルゼ、八重、ルー、ヒルダ、リーン、ついでに琥こ珀はくたちやポーラまで車座になって魚を食べていた。ポーラは食べるフリだろうが。

　結局みんなで来ちゃったのかよ！

　バツの悪い思いでイグレット国王陛下のところへ戻り、頭を下げる。国王陛下は笑ってそれを受け入れてくれた。

「私も妻が七人いる。気にすることはないさ。婚こん約やく者しや同士、みんな仲が良くてけっこうじゃないか。羨うらやましい」

「え、そうなんですか？　……やっぱり奥おくさん同士が喧けん嘩かしたりすると、大変ですか？」

　一夫多妻の先せん輩ぱいに、思わず聞いてしまう。すると、今まで陽気だった国王陛下が、表情をなくした能面のような顔になった。

「アレは針の筵むしろだ……。いいか、ブリュンヒルド公王陛下。国の平和は家庭の平和から。妻の不安不満は早急に取り除きたまえ。でないと……地じ獄ごくを見る羽目になる」

　屈強な戦士たる国王陛下が、虚うつろな目で僕に語りかける。ちょ、なにがあったんだよ！　怖こわくてその先が聞けないだろ！

　後ろの兵士たちが苦笑いしているところからして、それほど殺さつ伐ばつとした話ではないのだろうけど、本人にとっちゃ、かなり気の重い出来事であったようだ。

　落ち込んで暗くなった国王陛下を励はげますように、僕は他の話題を振ふった。前々から考えていた世界同盟に参加してもらえないかということを話すと、二つ返事で了りよう承しようしてもらえた。

　以前からリーフリース皇王陛下に話は聞いていたようで、自国のメリットになるならばと前向きに考えていてくれたらしい。
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　それとテンタクラー退治のお礼に、後日、王家専用のプライベートビーチを貸してくれるとのことなので、今月の同盟会議をした後で使わせてもらうことにした。

　これほどの美しい海は滅めつ多たにないからなあ。他の王様たちも喜ぶんじゃないかな。マリンレジャーの用意でもしとくか。もちろん、安全面には細心の注意を払いますが。【プリズン】を使えば危険な海洋生物も追いやることができるしね。

　この際だからイーシェン、ハノック、ライル、エルフラウ、パレリウスの代表者にも正式に同盟に参加してもらおう。

　問題はイーシェンなんだよな……。実質上、あそこは徳川の家泰さんが治めているようなもんなんだが、国のトップとしては帝みかどってのがいるからな。一度きちんと筋を通しておくべきか。

　あくまで神国イーシェンの国王は帝。その臣下として、領主たちが存在し、家泰さんがそのトップってだけだから。

　……そういやイーシェンの帝ってどんな人か知らないな。男か女か、子供か老人なのかも聞いたことがない。まあ、あとで八重にでも聞くか。

　降るような星空の下、砂浜での宴会は続いていった。







第二章　再会







「帝みかどについては拙せつ者しやではわからないでござるよ。雲の上の人でござったし」

　イーシェンの帝についての八や重えの答えはこうだった。

　どうもイーシェンの帝については謎なぞが多いな。側近と領主以外はお目通りも許されないようだし。引きこもりかしら。

　とりあえず家泰さんに連れん絡らくをとって、面会できないか頼んでみよう。

　イーシェンはまだ世界同盟に加入してないので、家泰さんには量産型スマホは渡していない。なので、ゲートミラーでその旨むねを手紙にしたため、ブリュンヒルドの国印を押おした正式な書面を先方に送る。

　数日後、イーシェンの帝が面会してくれるとの書面が届いたので、さっそく八重を伴ともない、オエドの家泰さんの城へと転移した。

「いや、よく来てくれた、冬とう夜や殿どの」

「忙いそがしいところ、すみません」

　ますます恰かつ幅ぷくがよくなってきたちょび髭ひげの家泰さんは、相変わらず人の良い笑え顔がおを浮かべていた。

　お城の一室でお茶が振る舞まわれる。焙ほうじ茶ちやだ。美味い。

　畳たたみの部屋はいいよな。やっぱりイーシェンは落ち着くよ。

「こないだはまた多くのお米をありがとうございました。とても美味しかったです。八重も毎日パクパクと……」

「あ、あれはクレア殿の料理が美味しかったゆえに、箸が止まらず……むむむ、なんでこんな時に言うでござるかぁ！　冬夜殿、意地悪でござる！」

　ぷい、と膨ふくれて真っ赤な顔を背そむけた八重を宥なだめる。意地悪したつもりはないんだが。

　八重の食べる姿は元気があって安心できる。平和だな、と心から思えるのだ。そんな彼かの女じよも僕は大好きなのだから。

「ははは、仲がおよろしくてけっこうけっこう。イーシェンにいた頃ころの八重殿は、剣けん術じゆつの修しゆ業ぎよう修業で、それしか見えてない感じであったが……。愛いとしい殿との方がたを得るとこうまで変わるものなのだな」

「い、愛しい、とか……。や、は。あのぅ、そのぅ……」

　家泰さんの言葉に、さらに真っ赤になって俯うつむく八重。顔を両手で覆おおい、その隙すき間まからちらりとこちらを見ては、また恥はずかしそうに俯く。うわあ、なにこの可愛かわいい生き物！　思いっきり抱だきしめたいんですけど！

　さすがにこの場ではマズいので、グッと堪え、こほんと咳せき払ばらいをひとつして、本題に入る。

「それで帝のことですが……」

「帝はオエドではなく、キョウの都の御ご所しよ……皇こう宮ぐうに居られる。冬夜殿の転移魔法でならすぐに行けるだろう。もちろん私も同行する」

　キョウの都ね。まあ、なんとなくそうじゃないかなーとは思っていたけど。

　肝かん心じんの帝については教えてもらえなかった。と、いうか会えばわかるとのことで。

　帝はこの国の王ではあるが、政治を担になっているわけではない。いままではその下の領主たちがそれぞれの領国を統治し、たまに諍いさかいながらも微び妙みようなバランスの上でイーシェンという国は成り立っていた。

　ところが近年、帝に成り代わろうと野心を抱いた者がいた。それが織お田だ信のぶ永ながである。

　信永はイーシェンを統一せんと他の領主たちに戦を仕し掛かけたが、配下の明あけ智ち満みつ秀ひでの謀む叛ほんにより、志半ばでこの世を去った。

　今にして思うと、信永の野心に火をつけたのは羽は柴しば秀ひで義よしと名乗っていたサル……つまりはその裏にいた従属神だったのではないかと思う。

　結局はこのことが各地の領主のパワーバランスを崩くずすことになり、その中から家泰さんが飛び出してきたというわけだが。

　ま、とにかく会ってもらえるなら話をしてみよう。本音を言えばイーシェンの代表は家泰さんでも構わないんだが、あとで文句言われるのもなんだしな。

【リコール】でキョウの都の記き憶おくをもらい、【ゲート】を開く。

　僕と八重、家泰さん、そして徳川家護衛のサムライたちは揃そろってキョウの都に転移した。

「はぁ――――……。なるほど、ここがキョウの都ね……」

　予想通りというかなんというか、時代劇とかで見る平安京のイメージだな。この都だけ時代がズレてんじゃないのか？　牛ぎつ車しやとかあるんだけど。『まったり行くでおじゃる』とか言う貴族が出てくるんじゃないかと思ってしまう。

　遠くには五重の塔とうみたいなものも見え、僕らのいる正面には大きな朱しゆ塗ぬりの門、後ろには道みち幅はばの広い大通りがどこまでも延びている。これって平安京の朱雀すざく大路みたいなものなんだろうか。

　家泰さんの来訪により、朱塗りの門が大きな軋きしみを上げながら開かれていく。

　平安貴族のような衣い裳しようをまとった案内役に導かれ、靴くつを脱ぬいで神しん殿でんのような宮中を進む。朱塗りの柱が立ち並ぶ中を進んでいると、まるで迷めい宮きゆうに迷い込んだかのような気持ちになるな。

　雅みやびな空間を歩いて行くと、ところどころに結界が施ほどこされているのに気付く。これって反射系の防ぼう御ぎよ結界だね。呪のろいとか災さい厄やくなんかを跳はね返かえすやつ。

　僕が結界に気を取られていると、最奥の部屋だと思われる厳おごそかな襖ふすまの前で、案内役の男性が立ち止まった。

　その襖を案内役がゆっくりと開けると、広い畳の間とその先に一段高い御み簾すの下りた上座が見えた。

　その奥には確かに人の気配がする。あれがイーシェンの帝か。

　家泰さんの護衛は外で待たされ、襖が閉じられた。御簾の手前まで僕らは進み、家泰さんが立ち止まる。

「陛下。ブリュンヒルド公国公王、望もち月づき冬夜様にございます」

　いつもと口調を変え、畳に座すわり平へい伏ふくする家泰さん。八重も座り込み、深々と頭を下げているが、僕はこの国の生まれでもなければ、臣下でもない。

　小さくても一国の代表なのだから、軽々しく頭を下げるわけにもいかない。なんてカッコつけてはいるが、雰ふん囲い気きで下げそうになったのは秘密だ。ま、軽くなら問題ないだろうけど。

「よくぞ参られた、公王陛下」

　するすると御簾が上がっていき、一人の人物が上座から下りてくる。

　出てきたのは淡あわい桃もも色いろや白を基調とした十二単ひとえのような衣裳をまとった人物。真っ白な肌はだと、これまた同じように真っ白な長い髪かみをした美しい女性だった。

　驚おどろいた。イーシェンの帝は女じよ帝ていだったのか。

　しかしそれよりも僕が驚きよう愕がくしたのは、真っ赤なその双そう眸ぼうと額から伸びる二つの小さな角。

　鬼おに。そんな単語が頭に浮かぶ。いや、鬼というよりは有角人……亜人なんだろうか。

「白しら姫ひめと申す。かれこれ二千年はイーシェンの帝をしておるよ」

「ああ、どうも……。望月冬夜です」

　二千年。エルフラウの女王陛下と同じくやはり長命種なのか？　あれ？　でも有角人って人よりは長命だけど、そんなに長生きだったっけ？

　それになんだろうか、この感じ……どこかで……あ。

「気付かれたかの？　察しの通り、妾わらわは普ふ通つうの亜人ではない。父は有角人であったが、母は精霊であった」

　白姫さんが小さな笑えみを浮うかべる。それでか。気配が精霊に近いんだよ、この人。

　精霊も人化すれば子を生める。しかしそれは大きく自らの力を失うことになりかねない。最悪、消しよう滅めつすることになる。

　もちろん精霊だから死ぬことはないが、復活した精霊は元の精霊とは違う存在だ。この白姫さんの母である精霊も、それを覚かく悟ごの上で彼女を生んだのだろうか。

「本来ならば精霊の血に連なる者として、新たな精霊の王たるそなたに跪ひざまずくべきかもしれぬが、許してくりゃれ。これでも一国の代表者ゆえにの」

「あー……。まあ、お気になさらず。っていうか、誰から聞きました？」

「氷の精霊の眷けん属ぞくからの。妾わらわの叔母おばのような存在の眷属であるからして、いろいろと教えてくれる」

「白姫さんのお母さんは……」

「雪の精霊よの。優やさしい母であったよ」

　なるほど雪の精霊か。僕は目の前の女性の姿を見て納なつ得とくした。

　雪の精霊は氷の精霊と同じく大精霊たちに次ぐ階位の精霊である。地上に出現することは稀まれなはずだけど。

　白姫さんが幼少のころに母である雪の精霊は力を失い、消滅してしまったそうだ。

「公王殿にはお礼を申したく常々思うていた。羽は柴しば秀ひで義よしの件での」

「あのサルの？」

「情けない話ながら、あの者にはなぜか妾わらわは強く出ることが出来なんだ。領主に任命することも強ごう引いんに押し切きられ、逆らえなくての……」

　ははあ。従属神のせいだな。腐くさっても神は神。精霊の血を半分引くこの人には、逆らい難い強制力が働いたのだろう。

「そこな家泰と秀義を討うってくれた時は、胸のつかえが取れた気分であったよ。本当に感謝しておる」

「もったいないお言葉で……」

　平伏したままの家泰さんがそう述べる。っていうか、もう頭上げてもいいんじゃない？

「して、此こ度たびのことであるが……」

「あ、はい。えーっとですね……」

　僕と白姫さんは対面して座り、話をいろいろと進めた。

　イーシェンが世界同盟に参加することに賛同してもらえたし、次の会議には白姫さんも出席してもらえることになった。ただ、次の会議はイグレットのプライベートビーチなので、十二単ひとえではちょっと厳しいかもしれない。

　さらに言うと雪の精霊の血を引いている彼女には、南国の日差しはキツいかもな。

　その後、白姫さんと家泰さんに量産型の白いスマホを渡し、使い方を一通りレクチャーする。

　意外と白姫さんは理解が早く、家泰さんよりも先にスマホを使いこなせるようになっていた。その中でもお気に入りだったのはカメラ機能だったらしく、パシャパシャといろんな物を撮とっては、楽しそうに笑っている。

「そう言えばさっきの話でひとつ気になったのですが。白姫さんのお母さん……雪の精霊はその後現れなかったのですか？」

　白姫さんの幼少のころに消滅したのなら、もうすでに長い時間が経たっている。復活しててもよさそうなものだが。

「精霊は一度消滅してしまうと、復活してもそれは別の個体。母とは違ちがう。妾わらわのことなど覚えておらぬよ」

　寂さびしげに笑う白姫さんに、僕はかける言葉を失う。

　確かに僕が倒した闇やみの精霊も別人のようになり、記憶も失っているように思えた。だけど、全すべてを失っているわけではないはずだ。自分とのつながりを感じることはできるんじゃないかと思う。

「喚よんでみますか？」

「母、を……かや？　そんなことが、可能なのかえ？」

「できます。もちろん、白姫さんのことを覚えていないかもしれませんが、何かを感じてくれるかもしれません」

　わずかに逡しゆん巡じゆんするそぶりを見せた白姫さんだったが、やがて小さくこくりと頷いた。

　本来ならば触しよく媒ばい（この場合は雪）が必要なのだろうが、一応、精霊王という肩かた書がきももらったわけだし、たぶんそれ無しでも喚よべると思う。

　神気を研とぎ澄すまし、精霊界へと呼びかける。

「【精霊王の名のもとに。来たれ、雪の精霊よ】」

　精霊言語で話したために、この場でその意味をわかる者はいなかった。それよりも部屋の中だというのに、深々と降り出した雪に皆驚おどろいている。

　その雪が逆巻き、僕の目の前でひとつの形を紡つむぎ始めた。

　……そういや忘れてたけど、精霊って復活するたびに性別や形が違ったりするんだよな。ど、どうしよう。ゴリマッチョな雪の精霊とかが出てきたら。白姫さんのトラウマになったりしないだろうか。ひょっとして早まったかも……。

　そんな僕ぼくの心配を余所よそに、目の前に現れた雪の精霊は美しい女性の姿をしていた。どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　白い肌に白い髪。なんか白姫さんと似ているな。まるで姉妹のようだ。角の有う無むや目の色の違いはあるけども。

　おや？　精霊体ではなく、実体化しているな。雪の身体、か？

　やがて雪の精霊の目が開き、アイスブルーの瞳ひとみが白姫さんを捉とらえる。

「は、は、うえ……？」

　震ふるえる白姫さんの声に雪の精霊は少し困ったような笑顔を向けた。不安になった僕は、慌あわてて雪の精霊に声をかける。

「やっぱり覚えていないのか？」

『……はい。ぼんやりとしか。ですが、この子が私の子であることは確信できます。とても大切な……愛しい子だったと。そう心が申しております』

「ふぐっ……。……ははう、ぇ……」

　その言葉に嗚お咽えつを漏もらし始めた白姫さんを、雪の精霊が静かに抱きしめる。大おお粒つぶの涙なみだを零こぼしたイーシェンの帝は、同じように母である雪の精霊の背中に手を回し、しっかりと抱きしめた。

　身体が雪だから冷たいはずなのだが、そんなことは些さ細さいなことのように、白姫さんは雪の精霊の胸に顔を埋めて泣いていた。雪の精霊の娘むすめだもんな。冷たいのには耐たい性せいがあってもおかしくないか。

　ふと横を見ると、八重が声を殺して号ごう泣きゆうしていた。鼻水まで流して目の前の母娘の対面を眺ながめている。

「えぐっ……うう……うぇぇ……。よっ、よかっ、た、でござるぅ……」

「ああもう、ほら」

　ハンカチを取り出し、顔を拭ふいてやる。相変わらず感動屋さんだな、八重は。こういう純じゆん粋すいなところも僕は大好きだ。八重は怒おこるかもしれないが、可愛いと思ってしまう。

「うぐっ、ううう……。よっ、よかったですなぁ……陛下ぁ……」

　不意に聞こえてきたもうひとつの嗚咽に視線を向けると、家泰さんがぼろぼろと涙を流して天てん井じようを仰あおいでいた。あんたもかよ!?　悪いけどハンカチは貸さんよ？

『精霊の王よ。私を喚よびだしたのは貴方あなたなれど、この子と契けい約やくする無礼をお許しくださいますか？』

「ん。いいよ。問題なし」

　もともと僕に契約する気なんてなかったし、しなくても喚よびだせるし。僕よりも白姫さんと共にいた方が雪の精霊も幸せだろう。

『これからはずっと貴女あなたと共にいます。辛い時も悲しい時も、貴女を護まもり、貴女を支え、貴女と肩かたを並べて歩きましょう。愛しい子よ。貴女に我が祝福を』

「母上……」

　雪の精霊は静かに光となって消えてゆき、白姫さんの手にはビー玉くらいの丸くて白い精霊石が残った。

　僕はその精霊石を受け取り、【ストレージ】からミスリルの塊かたまりを取り出して、雪の精霊石が嵌はまる腕うで輪わを【モデリング】で作り上げた。これで失くすこともあるまい。

　僕からその腕輪を受け取ると、白姫さんは大切そうにそれを押し抱く。

「なによりの贈おくり物ものを感謝する。ブリュンヒルド公王。イーシェンが貴国の友となり、共に平和と繁はん栄えいの道を歩むことを妾わらわは願う」

「はい。よろしくお願いします」

　僕は差し出された白姫さんの手を握にぎった。雪の精霊の名残なごりだったのだろうか、握った手はひんやりと冷たかったが、優しく心ここ地ち良よい冷たさだった。
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　今回の世界同盟会議には、新たにイグレット、イーシェン、エルフラウ、ライル、ハノック、パレリウスの六ヶか国こくが参加する。

　まあ、相変わらず会議というよりはホームパーティーのようなもので、美味おいしいものを食べて、仲良く語り合おうということなのだが。

　あ、そうそう、パレリウス島は正式に国として他国に認められ、パレリウス王国となった。セントラル導師はパレリウス女王となったわけである。

　これにより、表世界はノキア王国とホルン王国を除いた全十八ヶ国が世界同盟に参加することになった。

　実を言うと残りの二国にもゼノアスやフェルゼンを通して参加を打だ診しんしているのだが、色良い返事はもらえなかった。

　よくはわからないが、両国とも国内でちょっと揉もめているというか、国の方針を統一しかねているというか、そんな感じらしい。

　こちらから出しゃばるのもなんなので、今は静観している。

　とりあえず、いつものようにブリュンヒルドの会議室、兼けん遊ゆう戯ぎ室しつに新しく参加した国の代表たちをご招待した。

　そして量産型スマホを渡し、まずは使い方をレクチャーする。他の方々はいつものようにお茶を飲んだり、ゲームしたり、歓かん談だんしたりしていた。

　イーシェンの帝みかど、白しら姫ひめさんはすでに使いこなせるようになっていたので、みんなに教える側に回っている。

「なるほど、確かにこれは便利ですな」

　ハノック王国国王、カルロ・オル・ハノックが、目の前の人物に電話をかけながらそう呟つぶやく。

　ハノック国王とは一度ユーロンとの争いになった時に、レグルス皇こう帝てい陛下の紹しよう介かいで顔を合わせている。四十代ほどのこれといって特とく徴ちようのないメガネをかけたおじさんだ。

　どこかの会社の中間管理職と言われても通じるだろう。しかし、こう見えてなかなかの名君だとか。まあ、そうじゃないとユーロンの外交圧力から国を守れなかっただろうし。見た目に騙だまされるなって見本だな。

「通話だけではなく、いろいろなことができるというのがまた素す晴ばらしい。この録画機能で、歌劇などを撮ってみたいものです」

　と、ライル王国国王、バルストラ・ドゥルガ・ライル四世は、ハノック国王と目の前で通話しながらほくほくと笑っていた。

　背の低い、ちょい太り気味のお爺じいさんだ。ドワーフの血が混じっている割に穏おだやかな方である。ドワーフたちが多く住むライル王国において、彼かれらとのまとめ役ともなっているらしい。本人は酒も飲めないし荒あら事ごとも嫌きらう、ドワーフとは真逆のような性格なのに、なぜかうまくいっている。

「ああ、なるほど！　こうすれば自分のことを撮ることもできるのですね！」

「このマークはなんでしょうか、白姫様」

「これはの、暗いところで撮る時に光が発せられるのだ。自分で切り替かえても良いが、『自動』にしておくと勝手に判断してくれるゆえ便利ぞ」

　パレリウス王国の女王となったセントラル導師は、同じ女王であるエルフラウ女王とともに、白姫さんにカメラ機能を教えてもらっている。

　そのうち三人で一いつ緒しよに記念写真を撮り始めた。まるで女子高生かなにかだな。内二人は千歳さいをこえているんだけど……。

「我が国は他国と離はなれているため、これはありがたいな」

　イグレット王国国王はいつもの黄金の羽はね飾かざりを揺ゆらしながら、スマホの画面に見入って指を動かしている。僕がメールの打ち方を教えたのだが、この御ご仁じん、筋肉派とばかり思っていたが、なかなか頭の回転も早く、器用な方のようだ。

　やがてきちんと送信、返信ができたのでひとまずレクチャーは終わりにする。

　そしてしばらくは自由にくつろいでいただき、それぞれの国の代表が話し合いながら、メールアドレスや電話番号などを交こう換かんしていった。

　そして午後からはイグレット王国に転移して、イグレット国王のプライベートビーチで海を楽しもうということになっている。

　さすがは国王陛下のプライベートビーチなだけはあって、美しい砂すな浜はまにエメラルドグリーンの海が広がり、海岸の岩がん壁ぺきの上には、素晴らしい別べつ荘そうが建っていた。

　僕が昨日の内に、【プリズン】で海の危険な生物たちは入って来れないようにしてある。安全対策はきちんとしないとな。誰かが溺おぼれそうになっても珊さん瑚ごと黒曜がちゃんとカバーしてくれることになっている。

　各国の代表たちとそのご家族、プラス護衛さんたちが来て、プライベートビーチが一転して普通の海水浴場になってしまった。けっこう人が多い……。

「王族率がとんでもないことになっているでござるな……」

「今ここで何か起こったら、世界がかなりヤバいことになりかねないわね」

　すでに水着に着替えている八重とエルゼがそんなことを呟く。物ぶつ騒そうなこと言うなよ……。

　ほとんどの人が水着になって、ビーチにたむろしている。一部の海が苦手な人や、日差しがきつい人はイグレット国王の別荘の方でくつろいでいるが。

　僕も膝ひざ上うえまでのトランクスタイプの水着と、上からパーカーを羽織った状態だ。これらの水着は一級の素材を使った高級品で、ザナックさんの服ふく飾しよく店てんから提供されていた。

　照りつける太陽の下、僕が貸し出した浮うき輪わやビーチボール、ゴムボートなどを手にして、子供たちが海へと駆かけ出だしていく。元気だなぁ。

　あれはミスミドのレムザ王子（10）とアルバ王子（７）。それと、ハノックのライラック王女（10）とミルネア王女（８）だな。

　パルーフ王国の少年王（10）と、婚約者のレイチェル（10）も加わって、波なみ打うち際ぎわではしゃいでいる。子供たちはあっという間に仲良くなるな。

　おっとあっちではリーフリースのリディス皇子（12）とミスミドのティア王女（11）が二人して木こ蔭かげで楽しく笑いあっている。おやおや、なんかいい雰囲気ですなあ。

「初はつ恋こいなのよ。キラキラなのよ」

「いると思った……」

　花恋姉さんがいつの間にかニヤニヤしながら僕の横で呟いている。ピンクのビキニに腰こしにはパレオを巻いて、遊ぶ気満々だ。

「……言っとくけど余計なことすんなよ？」







[image: ]







「しないのよ。どちらも初恋なんて、こんな面おも白しろいシチュエーションに手を加えるなんて無ぶ粋すいなのよ」

　もうその発言が無粋極きわまりないんですが。まあいいや、今のところは放置しておくことにしよう。

　花恋姉さんはユミナとスゥのいる方へと行ってしまった。僕は木こ陰かげにあるビーチチェアに座ろうとしたのだが、その横の砂浜で、死体のように横たわっている人物を見て、一いつ瞬しゆん、ビクッとしてしまう。

「なんでゼノアスの魔ま王おう陛下が倒たおれてるんだよ……」

　熱ねつ中ちゆう症しようか？　とも思ったが、どうやら違うようだ。不気味に思う僕に、近くにいた桜の護衛であるダークエルフのスピカさんが説明してくれた。

「その、魔王陛下が桜様の水着姿を写真に収めるのだと、パシャパシャと撮りまくってましたら、蔑さげすむような目で『キモい』と言われまして……」

　それでショックを受けて屍しかばねとなったわけか。この父娘は相変わらずブレないな……。

　まあ、父親といえど、娘の水着姿を激写しまくるってのは問題あるような気もするが。

「熱中症になるかもしれないから、木蔭にでも運んでおいて下さい」

「はい」

　魔王たる者、そう簡単にどうにかなるとも思えないが、ま、一応な。スピカさんと、魔王陛下の護衛であり彼女の父親でもあるシリウスさんが、返事をしない屍を連行していく。

「冬夜さん」

「ん？　ああ、リンゼ……と、リリエル皇女……」

「お久しぶり」

　声をかけてきたリンゼの横にリーフリース第一皇女の姿を見て、反射的に身構える。

　この危険な薔薇ばら物語の作家皇女はある意味で敵だ。

「二人って、知り合いだっけ？」

「ユミナを通して何回か、ね。この子、私の本を読んでくれてるから」

　あまり聞かれたくないのか、声を潜ひそめてリリエル皇女が僕に話してくる。父親であるリーフリース皇王にも作家活動を秘ひ匿とくしているらしいからな。

　それだけなら大したことでもない気もするが、内容が内容なだけになあ……。

「えっと冬夜さん、実はですね、リル先生……あ、リリエル皇女様が、スマートフォンを一台いただけないかと……」

「え、なんでまた？」

「執しつ筆ぴつ活動のために決まっているでしょうが。紙に書いておくと危険なのよ。掃そう除じのメイドとかが見つけてお父様に報告でもされたら大おお事ごとだわ。その点、あれなら携けい帯たいできるし、いつでもどこでも書けるじゃない。理想の魔道具なのよ！」

　興奮気味に詰め寄られ、僕はビーチチェアから落ちそうになる。な、なるほど。理由はわかった。

　わかったが、果たして渡わたしてもいいものなのだろうか。僕のように登場人物のモデルにされた男たちの平へい穏おんのためには、ここは断ったほうがいいような気も……。

　渋しぶっていると、リンゼから援えん護ご射しや撃げきが入る。

「冬夜さん、リル先生は舞ぶ台たいの脚きやく本ほんもやられていて、今、次の作品の構想中なんです。どうか手助けをしてあげてください」

　舞台？　ああ、そういえば前にユミナとベルファストの王都で演劇を観みたっけな。『黒竜に攫さらわれたユイナ王女を助ける勇者トーヤの冒ぼう険けん譚たん』とやらを。

　明らかに僕らをモデルにしていたやつだ。内容はほとんどオリジナルだったが。確かにあれは健全で、けっこうまともな話だったけれども……。

　ちら、とリンゼを見る。はー……。リンゼにここまで頼たのまれちゃ仕方ないか。悪用はしないだろうと思うし。

　悪い人間ではないのだ。ユミナが慕したっているくらいなんだからな。迷めい惑わくな人間ではあると思うが。

【ストレージ】から量産型の白いスマホを取り出し、リリエル皇女に手て渡わたす。

「使い方はリンゼに聞いてくれ。……公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しない使い方を切に願う。……切に、願う」

「なんで二回……？　まあ、わかったわ。ありがとう。それと、できれば印刷する魔道具もなんとかならないかしら？」

　ちゃっかりしてんな……。そっちは各国にそのうち渡そうかと思ってたんだけど、リーフリース皇王に借りるわけにもいかないか。

　再び【ストレージ】から薄うすい二つ折りのノート状のものを取り出す。

　これは間に紙を挟はさみ、スマホを載のせて『プリント』をタッチすると中の紙に印刷される携帯印刷機だ。

　博士ではなく僕が試ためしに作ったものなので、一枚ずつしか印刷されないのがネックだが。

「試作品だけど充じゆう分ぶん使えるから。個人で使う分には大だい丈じよう夫ぶだろ」

「助かるわ。ありがとう。このお礼は作品で返すから」

「どうか気にせず！　本当に気にせず！」

　変な恩の返され方をされても困るので、そこはお断りしておいた。

　リンゼとリリエル皇女は連れ立ってイグレット国王の別荘の方へ歩いていく。別荘でスマホの使い方を教えるのだろう。

「やあ、楽しんでいるか。公王殿」

「ええ。あれ？　それって……」

　僕の隣となりのビーチチェアに腰こし掛かけたイグレット国王が、手にしていたグラスに入ったモノを僕に差し出してきた。手に取ったスティック状の干ひからびたそれは、独特の匂においを発している。

「テンタクラーのスルメですか？」

「うむ。やっと完成してな。食べてみてくれ」

　先を口に含ふくむと、硬かたい歯は応ごたえとともに豊かな旨うま味みが広がった。なかなかいける。これは成功じゃないか？

「美味うまいですね」

「うむ。酒のつまみによく合うのだ。これがあの気持ちの悪いテンタクラーだとは信じられん」

「確かに。マヨネーズをつけるとさらに美味いですよ」

【ストレージ】からマヨネーズを取り出し、小皿に出して、それをつけて食べる。うお、最高。お好みで一味唐とう辛がら子しをつけてもＯＫだ。

　イグレット国王も同じようにマヨネーズをつけて、スルメを口に含む。

「これは……いいな！　さらに酒が進むではないか。けしからん」

　僕も一緒に酒をと勧すすめられたが、下戸なんで、と言って断った。この世界じゃ十四、五でも飲む人は飲むからなあ。

　かわりに酒に釣つられたわけでもないだろうが、ミスミド国王とフェルゼン国王がやってきて、スルメを肴さかなに三人で酒盛りを始めた。

　僕はタイミングを見計らい、なんとかそこから脱だつ出しゆつ。

　酔よっ払ぱらいの相手は勘かん弁べんしてほしいからな。それに正直言って、あの三人は筋肉派だから、間にいるといろいろと面めん倒どうだし。

　ふと砂浜を見ると、諸もろ刃は姉さんとレスティア国王であるラインハルトが、木刀を持って打ち合っていた。こんなところまで来てなにやってるんだよ……。

　相変わらず海では銛もりを持った狩奈姉さんが魚を獲とっているし、さっきの酒盛り組にはいつの間にか酔花が参加している。そしてどこからか聞こえてくる、このハワイアンな楽器の音楽は……言うまでもないか。

　耕助叔父はスイカを切ってみんなに提供していた。ブリュンヒルドで穫とれたスイカは甘あまくて美味しい。作っているのが農耕神なのだから、当然と言えば当然なのだが。

　そういえばお腹なか減ったな……。さすがにスルメだけではなあ。なにか食べるか。

【ストレージ】からＢＢＱバーベキユーセットを取り出して、網あみと鉄板を左右半分ずつ火の上に乗せた。野菜は隣の耕助叔父からもらい、肉は竜肉を取り出して焼き始める。

　いい匂いに引き寄せられて、スゥと八重、それにルーの、食に目がない三人がやってくる。

「美味そうじゃのう」

「でござるなあ……」

「もうすぐ焼けるからちょっと待ってな。ルー、ちょい手伝ってくれる？」

「おまかせですわ！」

　料理の得意なルーを作り手に引き込み、鉄板で焼きそばを作ってもらう。僕は網に乗せたトウモロコシにさっと醤しよう油ゆを塗ぬり、焼き上げたそれを二人に渡した。

「はふっ、はふっ、熱ッ！」

「熱いが甘じょっぱくて美味いのう！」

　二人が焼きトウモロコシを美味そうに頬ほお張ばる。次は網の上に竜肉を乗せて次々と焼いていった。玉ねぎやカボチャ、ピーマンといった野菜も忘れちゃいけない。食事はバランス良くだ。

「おお、美味そうだな」

「冬夜殿どの、ワシらにもひとつくれ」

「はいよー」

　ベルファスト国王陛下とリーフリース皇王陛下のトウモロコシも焼いていく。ジュウジュウと焼ける音と香こうばしい醤油の焦こげる匂いが辺りに広がり、他の人たちも寄ってきた。

「焼きそばできましたわ！」

「余はルーシアの方をもらおう。美味そうだ」

「では私わたくしも」

　ルーの焼きそばを父親であるレグルス皇帝と、姉であるエリシアさんが受け取る。

　僕も耕助叔父に調理を代わってもらって、ルーの作った焼きそばをもらった。

　木皿に盛られたソース味の麺めんに、ピリリと胡こ椒しようが効いていて美味い。この紅ショウガもアクセントとなって絶品だ。食べるたびにルーの料理は上手うまくなっていくな。

　リーニエ国王が釣り上あげた魚をホイル焼きにしたり、蜂はち蜜みつスペアリブ、焼きおにぎり、サザエのつぼ焼き、海老えびの塩焼き、お好み焼きと、次々とルーの手によって作られていく。

　そしてどれもこれも美味い。耕助叔父もトマトとチーズのホイル焼きとか、玉ねぎの蒸むし焼やきなんかを作っていた。こちらも負けてはいないな。素材の味をよく引き出している。

　浜はま辺べでのバーベキューを楽しんだ僕らは、その後夕暮れまで遊んだ。

　それぞれのゲストを【ゲート】で各国に送り届け、僕らブリュンヒルド陣じんもイグレット国王にお別れの挨あい拶さつをして、公国へ戻もどってきた。

「うあー、疲つかれたー」

「疲れたって、遊んだだけでしょうが」

「まあ、そうなんだけどね」

　呆あきれたような声を返したエルゼに答えながら、ソファにごろんと横になる。一応それなりに気を使うからやっぱり疲れるよ。

「行ぎよう儀ぎ悪いですよ、冬夜様」

「ごめん、ちょっとだけ……」

　ヒルダに窘たしなめられるが、少しだけ勘弁してもらいたい。本来ならこのまま眠ねむりたいくらいで……。って、ホントに眠くなってきたな……。

「お疲れのトころ、申し訳ありませン」

「わっ!?　びっくりした！」

　ウトウトしていた目を開くと、メイド姿のシェスカが息のかかるほど近くに顔を寄せていた。近い近い、近いって！

　びっくりしてソファからずり落ちる。

「オや、お目覚めの熱いベーゼの前に起きるトは、とンだチキン野や郎ろうで」

「やかましい！　なんだいったい!?」

　このエロメイドめ、狙ねらってたな!?

「城門前にマスターに会わセロと言う二人組が来テおりまス。マスターと面識があるとのコトでしたので、一応報告を」

「二人組……？　誰だれだ？」

「フードを被っテいたのデ何者かはわかりませンが、どちらも女性のようでシた」

　誰だろ？　心当たりはないけどな。どこかで会った女冒ぼう険けん者しやとかかな？

「認にん知ちしろとかの話でスかね。……どこで孕はらませたのデ？」

「孕ませてないわ！　ちょ、違うから！　このバカメイドが勝手に言ってるだけだから！」

　バッ！　と僕の方を見たみんなに弁解する。弁解っていうか、何もしてないから！

「いや、拙せつ者しやたちは信じてござるよ。冬夜殿にそんな度胸はない……もとい、あー……奥おく手てゆえ」

「ただ……冬夜様は良くも悪くも女を引き寄せる習性があるので……」

「向こうが勝手に思い込んでいるとか、そういう可能性もなくはないな、と……」

　ちょっと待て、引き寄せる習性ってなんだよ。人を提ちよう灯ちんアンコウみたいに……。

　とりあえず誰か確かく認にんしないといかん。みんなから逃にげるように【テレポート】を使い、城門前に跳とぶ。

　城門前には確かに二人のフードを被ったローブ姿の人物がいた。

　そのうちの一人が僕を見つけると、数歩前へ踏ふみ出し、声をかけてくる。

「久しぶりだ。モチヅキトウヤ」

「……？　誰……あ！」

　夜の帳とばりの中でも、僕の目は薄うす暗ぐらいフード下の顔をしっかりと捉えることができる。一度しか会っていないが、その顔は忘れない。

「リセ、か？」

「そうだ。エンデミュオンの行方ゆくえを探している。知っていたら教えてほしい」

　リセ。結けつ晶しよう生命体フレイズの頂点に立つ種族の一人。エンデと行動を共にしていた女性型の支配種だ。

　しかし現在はエンデと別行動をとって、同じ支配種であり、姉でもあるというネイのところへ行ってると聞いた。

　ってことはまさか……。

　後ろに立つフードの人物に目を向ける。暗くら闇やみでも見通せる僕の目に、かつて襲おそわれたその人物の顔が見えた。無意識に思わず身構えてしまう。

　ネイ。フレイズを率いる支配種がそこに立っていたのである。

　僕はいつでも戦せん闘とう態勢に移行できるようにしながら、その支配種に声をかけた。

「あんた……ネイ、と言ったか？　あんたがこっちの世界にきてるなんてな」

「私の名を……？　エンデミュオンから聞いたのか？」

「ああ。メルからも聞いている」

　その言葉を聞いた途と端たん、ネイが僕へと詰つめ寄より、胸むな倉ぐらを掴つかんだ。それを見た門番の騎き士したちがネイに対し槍やりを向けるが、僕が大丈夫だと手で制止する。

「貴様！　『王』をなぜ知っている！　まさか『王』が蘇よみがえっているのか!?　どこにいる！　教えろ！」

「……【パワーライズ】」

「ぐっ、おおっ!?」

　ネイの腕うでを掴み、捻ひねり上げて城の堀ほりへと放ほうり投なげる。盛大な水みず飛沫しぶきを上げて、投げられたネイが沈しずんでいった。どうやら支配種といえども、結晶生命体の身体では泳げないらしい。

　やがて水柱が立つように、堀の中からネイが飛び出してくる。水底からジャンプしたようだ。

「貴様……！」

「エンデもメルも僕があるところで丁てい重ちように預かっている。リセには会わせても構わないが、あんたにはそのままじゃ会わせることはできない」

「なん……だと……？」

「メルは話し合いを望んでいる。そして、誰かを傷付けることを望んではいない。僕らに敵対行動を取る限り、あんたを会わせるわけにはいかないんだよ」

「知った風なことを……貴様などに……！」

　バキバキと身体を変形させて、鎧よろいのような結けつ晶しよう体たいを身に纏まとい、戦闘状態に入りつつあったネイを横にいたリセが止める。

「ネイ、少し落ち着く。ここで行動を見誤れば、また『王』は姿を隠かくす。それに今のお前には『王』に伝えるべきことがあるはず」

「それは……そうだがっ……」

「あの者は『王』に危害を加えるような輩やからではないと思う。それにあの者はギラを倒した。その相手にお前は簡単に勝てるのか？」

「…………わかった。確かにリセの言う通り、まずは『王』に会わねばなるまい。……リセに従うことにしてやる」

　そう呟くと、ネイは戦闘形態を解いていく。どうやらリセが説得してくれたようだ。リセの方が妹って聞いてたけど、逆のような感じがするな。

「それで、我々はどうすればいい？」

「エンデたちと同じく、結界に入ってもらう。でないと連れて行けないんでね」

「わかった」

　リセは頷うなずいたが、ネイは勝手にしろとばかりにそっぽを向いた。ずいぶんと素す直なおに応じたな。それとも人間の作る結界なんて簡単に破れると舐なめているのか。

　神気を込めた【プリズン】を二人の周りに展開する。バビロンうえで暴れられでもしたらたまらないからな。

　自分たちの周りに張られた障しよう壁へきに気付き、ネイが少し眦まなじりを上げるが、リセは興味深そうに【プリズン】の障壁を叩たたいていた。

　ネイとメルを会わせることによって、フレイズとの戦闘を回かい避ひできるかもしれない。しかし、一歩間ま違ちがえば全面対決になる可能性もある。

　まあ、すでにネイは【プリズン】に閉じ込めたので、籠かごの中の鳥だが。

　これが従属神の神気を持つ変異種側の支配種であったなら、エンデの時のように破壊されたかもしれないけどな。

　スマホを取り出し、メルとエンデに連れん絡らくする。あの二人にもスマホを渡しておいたのだ。

　あの二人はバビロンの限られた空間で軟なん禁きんしているため、本を読むか、ゲームなどで遊ぶくらいしか暇ひまをつぶせないからな。時折り、シェスカの『庭園』の方でイチャついてるらしいが。今日もそこでくつろいでいるようだ。

「うん、そう。リセとネイが来てる。今からそっちに転移するから。……お前は殴なぐられる可能性が高いから、覚かく悟ごした方がいいかもしれないぞ」

　エンデにそう言い放ち、通話を切る。何かわめいていたが知らんわ。まあ、殴ろうとしたらメルが止めると思うけど。

「じゃあ行くよ」

　二人が頷く。【プリズン】ごと、二人を連れて、【テレポート】でバビロンの『庭園』へと転移した。

　夜空の雲海が広がる背景と、月下に生おい茂しげる芝しば生ふと木々、そして花々の中を流れる水路。そんな美しい空中庭園の木の下に、メルが一人佇たたずんでいた。

　あれ？　エンデがいない。逃げたか？

「『王』……。メル様……メル様！　がッ!?」

　ネイがメルの姿を見て勢いよく走り出し――――【プリズン】の障壁に激げき突とつして、したたかに頭を打った。

　おおっと、睨にらむなよう。今のは僕のせいかあ？

　心配そうにメルの方からこちらに寄ってくる。庭園には別な【プリズン】を張ってあるので、リセたちの方は解除した。

「メル様……」

「久しぶりですね。ネイ」

　膝ひざをついて、差し出されたメルの手を握り、己おのれの王にやっと出会えた喜びからか、ネイの声は震えていた。

「リセも。元気そうで何よりです」

「……はい」

　おや？　今、リセが笑ったか？　無表情がデフォルトの彼かの女じよにしては珍めずらしい。

「トウヤさん。リセとネイを連れてきてくれたこと、感謝します」

「なに、こちらにも思おも惑わくがあってのことさ。この機会にきっちりと話し合ってほしいね。それによって君らフレイズがこの世界に害を及およぼさないようにしてほしい」

「……『王』が見つかった以上、我らがお前たちを襲う理由はもうない」

「は。そいつはありがたいね。このまま続けていたらフレイズ全すべてを絶ぜつ滅めつさせなきゃならないところだった」

　ネイが僕を睨んでくる。しかし、これぐらい言っても構わないだろ。そっちの勝手な都合で、どれだけの人間が死んだと思っている。

　確かにこっちもやり返しているけどさ。だけど、殴ったら殴り返されても仕方がないだろ。大たい抵ていの人は無む抵てい抗こうに殺される趣しゆ味みはない。

『撃うっていいのは撃たれる覚悟のある奴やつだけだ』ってハードボイルドの探たん偵ていさんも言ってたしな。

「……お前たちに我らが絶滅させられることはもうないだろう。すでにもうほとんどの兵が『金色』に取り込まれてしまった……」

「金色？　ああ、変異種のことか」

「変異種……言い得て妙みようだが、その通りだな。あいつらを率いる裏切り者のレトとルトに我らは襲われ、そのほとんどが吸収された。我らにはあいつらに対たい抗こうする術すべがない。取り込まれた者は『金色』……変異種となり、もはや我らの同どう胞ほうでは無くなる。我々は狩かられる側なのだ」

　まるで病原体のように、邪じや神しんの細さい胞ぼうが感かん染せんし、別の生命体へと強制的に作り変えられてしまう。

　噛かまれた者がゾンビとなるパニック映画の状じよう況きようと一緒だな。感染した者はもう助からない。

　自らの天敵が、身内から現れたってのは皮肉なもんだ。

「同じようなことをあんたらは他の世界でやってきたんだ。自じ業ごう自じ得とくってもんじゃないのか？」

「………………」

　ネイは何も答えなかった。ちえっ、これじゃ僕ぼくが弱い者イジメしてるみたいじゃないか。

　僕の身近な人が死んだり傷付けられていたら、こんなもんじゃすまなかったろうが、僕自身にはフレイズにそこまでの深い恨うらみはない。

　正直に言えば、この世界から立ち去ってくれればそれでいいのだ。

「ま、とりあえず四人で話し合うんだね」

「……四人？」

　リセが首を傾かしげる。

「そこの木の陰かげにいるだろ。隠れてる奴が」

「バラさないでよ、冬夜……」

　木の陰からバツの悪そうな顔をしてエンデが姿を現す。さっきからちらちらとマフラーが見えてんだよ。

　と、エンデの姿を捉とらえたネイの瞳ひとみに炎ほのおが宿る。

「エンデミュオン……！」

　ネイが立ち上がり、その拳こぶしがガントレットのように結晶武装されていく。あ、殴る気だ。コレ。

　ネイからしてみれば敬愛する主君を誑たぶらかし、連れ去った間男にしか見えないのだろうからなあ。

「ま、待ちなさい、ネイ！　エンデミュオンを殴ることは許しません！」

「しかし、メル様……！　それでは私の気が収まらないのです！」

「ま、ま、お、落ち着いて。メルもこう言っているわけだし……」

「貴様が言うな！」

　エンデに殴りかかろうとするネイを、メルが背後から羽は交がい締じめにする。

　……ぐだぐだしてんなあ。横のリセをちらりと見ると、まるで関心がないかのように無表情だった。

　エンデが殴られようが、殴られまいが、それについては僕もどうでもいいけど。

　だけどこのままじゃ話が進まない。

「一発殴られろ、エンデ。とりあえず一いつ旦たんそれで手打ちにして、それから話をすればいいんじゃないか？」

「なっ！　他人ひと事ごとだと思って……！」

「即そく死しじゃなけりゃきちんと回復してやるから安心してくれ。それでいいか、ネイ」

「……不満はあるが、とりあえずそれで棚たな上あげにしといてやる」

「殺すなよ？」

「それぐらいはわきまえている。癪しやくだが殺してしまってはメル様が悲しむ」

　二人の間でおろおろとするメルには悪いが、これが一番手っ取り早い。わだかまりがあったままじゃ、落ち着いて話もできないだろうからな。エンデの言い分もあるだろうが、この際無視する。

　一分後、バビロンの庭園に乾かわいた音が鳴なり響ひびき、エンデが夜空高く宙を舞まった。

　おお……飛んだなあ。







◇　◇　◇







「それで、どうなったんです？」

「どうなったもなにも。とりあえずメルがネイを説得してるけど、ネイの方はまだメルを連れ帰るのを諦あきらめてはいないみたいだ。しばらくかかりそうだな、ありゃ」

　ヒルダに聞かれてそう答えた僕は、あくびを抑おさえるのに苦労していた。あいつら夜通し話し合っているんだもの。しかも同じ会話をぐるぐると……。水みず掛かけ論ろんって感じ？

　フレイズってたぶん寝ねないんだな……。寝るとしても休きゆう眠みん状態とか、熊くまの冬とう眠みんみたく長い眠りなんじゃないかね。僕たちが初めて遭そう遇ぐうしたフレイズも仮死状態だったし。

　……ひょっとして、【プリズン】で大気の魔ま力りよくも遮しや断だんし、残りの魔力も全て吸収魔法で奪うばい取とれば、あの三人って休眠状態に入るんじゃないだろうか。

　ま、そんなことをしたらエンデが許さないか。仮定の話だし、余計な火種を作るのはやめとこう。

　頭に浮うかんだ余計な考えを追いやって、眠ねむ気け覚ざましに目の前の紅茶を飲み干す。

　すでに朝食の時間は過ぎていて、みんなはそれぞれ出かけているようだ。テラスにはヒルダだけが残っていた。

「フレイズにはレスティアの国民も犠ぎ牲せいになってます。ちょっと複雑な心境ですね……」

　まあ、そうそう割り切れるもんじゃないってのはわかるけどね。殺し合いをしてた相手とすぐに仲良くなれるかって話だし。

　仲良くした方がいいってのは頭ではわかっていても、感情ではそうもいかないのが難しいところだよな。

「そういえばヒルダはなにしてたの？」

「あ、わ、私はリンゼさんから借りた本をちょっと」

「……リンゼから借りた本？」

　昨日の薔薇作家とのことを思い出し、不安に駆られた僕は、テーブルに置いてあったその本のタイトルに視線を向ける。確かあれはロードメアで学生の間に流は行やっているという、女性が主役の恋れん愛あい小説だな。純愛物で『普ふ通つうの』恋愛を描えがいた作品……だったと思う。

「面白い？」

「あまりこういったお話を読んだことがなかったので、新しん鮮せんで面白いです。騎士が竜を倒し、姫ひめを助け出すような英えい雄ゆう譚たんならたくさん読んだんですけど」

　少しはにかみながらヒルダが答える。騎き士し道どう一いつ本ぽん槍やりで育った子だから仕方が無いとは思うが……育て方間違えてないか、レスティア騎士王国。

「恥はずかしながら、昔はそういったお話にけっこう憧あこがれたりしてまして」

「助け出されるお姫様に？」

「いえ、助け出す騎士の方に」

「ああ、そっち……」

　間違えてるぞ、レスティア騎士王国。

「けれども冬夜様に初めて出会ったときに、救い出される姫の気持ちがわかりました。殺されるかもしれないそのときに、颯さつ爽そうと現れた冬夜様……。目の前でフレイズたちを斬きり伏ふせていくその姿に、私は目を奪われたのです」

　ああ、そういやヒルダと初めて出会ったのは、フレイズに襲われてたときだっけ。

「それから冬夜様のことを調べて……兄上にも呆れられるくらいに。黒竜退治や帝てい国こくの反乱鎮ちん圧あつとか、そういった話を聞くたびにドキドキしてしまって……。また会いたいと思うようになるのに時間はかかりませんでした」

　ぬ、う。なんか照れるな。この子のこういったまっすぐさは騎士の性質なんだろうか。彼女の兄であるラインハルト国王もそういった方だし。
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　照れくささを誤ご魔ま化かすために、僕は少しおどけたセリフを口にする。

「フレイズがいなければ僕らも出会っていなかったかもしれないわけか。その点だけはフレイズに感謝だね」

「そうですね。不ふ謹きん慎しんかもしれませんけど」

　そう言ってヒルダは小さく笑う。

「ですから今こういった本を読むと、主人公の女の子の気持ちがよくわかります。会えない切なさとか、伝えられないもどかしさとか、相手のちょっとしたことに対する喜びとか。なので、ついつい読みふけってしまって」

　なるほど。対象者が僕ってのがいささか照れくさいが、ヒルダが言わんとしていることはよくわかる。

　そんなヒルダを喜ばせたくて、僕は思いついたことを口にする。

「じゃあ、今から一いつ緒しよに何かそういった映画でも観ようか」

「『エイガ』ですか!?　わあ、久しぶりですね！」

　ヒルダが手を叩いて喜びの声を上げる。映画はたまにみんなで観たりしていたが、なにせ異世界の物語なので、話によってはみんなにひとつひとつ説明するのが大変だったりする。なので、大たい概がいわかりやすいアクションとかファンタジー、単純なコメディとかが多かった。恋愛映画は初めてだな。

　スマホを操作し、ダウンロード販はん売ばいのアプリを開く。ちなみに電子マネーは神様のプレゼントなのか、えらい金額の残高があったので問題ない。……エロ動画とかは落としてませんよ？

　どれがいいかね……と、あ、これでいいか。

　平へい凡ぼんな書店経営者の男と、ハリウッドスターの女性が出会い、恋こいに落ちる恋愛映画。以前テレビでやってたのをさらりと観ただけだけど、なかなか面白かった記き憶おくがある。

　リビングのカーテンを閉めて、ソファに座すわった僕らの前面の空間に画面を投とう影えいする。

　映画が始まる。日本語吹ふき替かえ版なんだが、なぜかこちらの人たちにも普通に聞こえるらしいんだよな……。まあ、僕もこっちに来た時にすでに会話はできたし、神様仕様なのだろう。

　そんな細かいことを気にしている僕の横で、ヒルダは映画に夢中になっていた。僕も集中することにしよう。

　ラブシーンなどでちょっと気き恥はずかしい感じになってしまったが、全体的にヒルダには喜んでもらえたのでよしとしておく。







幕間劇　I'm Happy just to Dance with You.







「や、や、や！　なんと！　こ、これは素す晴ばらしい！　まさかこのような逸いつ品ぴんを目にすることができるとは！」

「やっぱりいいものなんですか？」

　生き地じの良よし悪あしなどさっぱりわからない僕は、ザナックさんのその言葉からかなり値打ちがあるものだと判断するしかない。

「いいものもなにも！　この生地を生み出すムーンシルクワームは三百年も前に絶滅してしまったのですよ!?　ハンカチほどの切きれ端はしでさえ、王おう侯こう貴族がこぞって欲ほしがるほどの生地なんです！　それが、こんな反たん物ものの状態で見られるとは！　これをいったいどこで!?」

「えーっと、その、……ダンジョンで」

「むむう……！　おそらく保護魔法がかけられた宝箱に入っていたのでしょうな。恐おそろしく保存状態がいい。これはまさしくお宝ですぞ！」

　ザナックさんが僕の持ち込んだ光こう沢たくのある美しい反物にさっきから夢中になっている。

　さっきはダンジョンから発見された、と言ったが、それは嘘うそである。こいつはバビロンの『蔵くら』に死蔵されていたお宝の一つだ。

　バビロン博士が住んでいた、五千年も前に栄えたパルテノ神聖帝国で作られた生地である。当時でもかなり上等な生地であったらしいから、確かにお宝には違ちがいない。

　バビロンの宝物は一応、僕の物となっている。もともとは博士の物なのだが、その博士でさえ『僕の物』なのだそうだ。人造人間とはいえ、モノ扱あつかいはどうなのかとも思うが。

　まあともかく、この生地をどうするかは僕の自由ということらしいので、ここへ持ち込んで鑑かん定ていしてもらったわけだけど。

「この生地を私のところへ持ってきたということは、これを扱わせていただける……と考えてよろしいので？」

「もちろん。自じ慢まんしに持ってきたわけじゃないんで。実はですね、今度パレリウス王国の方で建国パーティーがあるんですよ」

「パレリウス……ああ、北の方で発見されたという大きな島国でしたか」

　パレリウス島のことは世界同盟参加国に知らせてあるので、すでに目ざとい商人たちの耳には入って来ている。新発見の国だ。その国独自のものを商品として扱えれば、儲もうけ話になるだろうからな。

「そのパレリウス王国のパーティーに招待されてましてね。僕と、彼女たちが」

　ちらっと店内の方へ視線を向けると、ユミナたち全員が、それぞれ思い思いに『ファッションキングザナック』の新作を手にとってはしゃぎあっていた。

「なるほど。察するにこの生地を使って、皆みな様さま方がたの新しいパーティー用のドレスを仕立てたい、というわけですな？」

「ええ。頼たのめますか？」

　僕の言葉にザナックさんは興奮して詰め寄ってきた。近い近い。近いから。

「もちろんですとも！　これほどの素材を使わせていただけるとは、腕が鳴ります！　我わが『ファッションキングザナック』、全力でもって仕上げさせていただきます！」

　よかった。この生地が今では安物だとか言われてたら、これでみんなのドレスを仕立てるわけにはいかなかった。

　仮にも国王の婚こん約やく者しや、他の国の貴族などに『ブリュンヒルドは金がない』などと噂うわさされるわけにはいかないし、みんなの肩かた身みを狭せまくするような真似まねはしたくない。

　まあ、ウチが金持ちかって言われると微び妙みようなところではあるけれども。それでもみんなが恥はじをかかない程度のドレスくらいは買えるぞ。

「冬とう夜やさん。話はつきましたか？」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだって。なんかかなりいいものらしいよ、これ」

　会話が途と切ぎれたタイミングを狙ってか、背後からユミナが声をかけてきた。それを見て、みんなも近付いてくる。

「では採寸をいたしますので、ご婦人方はこちらの方へどうぞ」

　女性店員さんに従って、みんながぞろぞろと更こう衣い室しつの方へ向かう。そういえば今日のためか、みんな食事を制限していた気がするけど、パーティーの日まで続けるつもりなんだろうか。あまり気にしないでもいいと思うんだけどなぁ。

　あとでダイエット食のレシピを検けん索さくして、コック長のクレアさんに渡わたしておこう。あまり無理して欲しくないからね。

「で、ですね。ドレスのデザインなんですけど、彼女たちからの希望でして……これでお願いします」

　僕はみんながそれぞれに選んだ、色とりどりのドレスが描かれている九枚の紙をテーブルに広げる。

　ザナックさんは唸うなりながらそれを一枚一枚、丁てい寧ねいに確認していく。

「うむむむ……。相変わらず見たことのないデザインのドレスですなぁ。だが、美しい。誠まことに陛下は多才でいらっしゃる」

「ははは……」

　すみません、すみません。画像検索で調べたら出てくるやつです。僕のオリジナルじゃないです。

　後ろめたい気持ちを抑えながら、僕はザナックさんと衣装の打ち合わせを進めていった。







◇　◇　◇







　パレリウス島には東西南北に四つの都市がある。それぞれの都市をアレリアス・パレリウスの四高こう弟ていに連なる子孫が治め、島の中央にはパレリウス翁おうが残した『次元門』が鎮ちん座ざする中央神しん殿でんがあった。

　現在、中央神殿の周辺には新たな町ができつつある。いずれはパレリウス王国の王都として栄えるだろうが、現在はまだ王城も完成してない状態だ。

　なので建国記念パーティーは、南の都・メリディウスで行われることになった。

　招待客は世界同盟参加国の国主とその家族、重臣たち。もちろん送おくり迎むかえは僕がすることになっている。というか、僕しかできない。

　転移魔法の使い手は少ないけど、各国にもいることはいる。だけど国を跨またぐほどの長ちよう距きよ離りを跳べる転移魔法の使い手はほとんどいないから僕がやるしか仕方がないのだ。

　パーティーは新たな王となったセントラル導師改め、パレリウス女王陛下の建国宣言から始まった。

　パレリウス王国は貴族制ではないが、女王陛下の下に四高弟の子孫たちがそれぞれの都の領主として存在している。形としてはイーシェンの帝みかどと地方領主の形に近い。

　つまり普ふ段だんから貴族たちを集めたパーティーなんてものはやってない。そのため、パレリウス王国のパーティーは派手な華か美びさはなく、立食形式の砕くだけたパーティーであった。

　正直、ブリュンヒルドでも同じ感じなので、ホッとしている。なによりもダンスがないのがいいよね！

　音楽は小さいながらも楽団があるようで、ゆったりとした曲がホールに流れていた。

　うーむ、楽団かぁ……。やっぱりウチにも必要かな？　音楽神である奏そう助すけ兄さんが一人いれば事足りるっちゃ事足りるんだが。

　そういや、騎き士し団だん員いんで音楽好きな人たちが何人かいたな。非番に楽器の練習とかしているらしいけど。奏助兄さんに教わっているとか言ってたな。いっそのこと彼らを楽団にスカウトするか？　それとも……。

「公王陛下。この度たびは色々なご協力、ありがとうございます」

　楽団の必要性を考えていた僕に、国外に向けて正式に即そく位いしたパレリウス女王が礼を述べてきた。その後ろには、この南の都の領主である、ディエント・サウス代表が控ひかえている。

　相変わらずの厳いかつい大男だが、その顔には笑えみが浮かんでいた。パレリウス王国の晴れの舞ぶ台たいだ。そりゃ笑え顔がおにもなるか。

「いえ、この度は建国おめでとうございます。お互たがいに新興国同士、これからもよろしくお願い致いたしますね」

　パレリウス女王の差し出してきた手を握にぎる。お互い確かに新興国同士だが、向こうは五千年の歴史があるんだけどね。

　パレリウス女王は他国の代表たちにも挨あい拶さつをするために一礼して僕から離はなれていった。

　テーブルには様々な料理が並ぶ。どれもこれも見たことのない料理だが、実に美味うまそうだ。

　骨つき肉の一つを皿に取り分けて、素す手ででかぶりつく。うん、美味い。スペアリブみたいでなかなかいける。

　これはスゥとかが好きそうなんだがなあ。

　ちら、とホールの隅すみの方へと視線を向けると、スゥを始め、他のみんなも各国のご婦人方に囲まれていた。言うまでもなく彼女たちが身に纏う、そのドレスに興きよう味み津しん々しんなのである。

　目ざとい王族の奥おく方がたたちや、貴族のご婦人たちはすぐに彼女たちの着ているドレスの価値に気が付いた。さらにそれが、もはや手に入らないと言われるムーンシルクワームの生地だとわかると、あのようにあっという間に囲まれてしまったのである。

　まあ、実は手に入らないどころか、バビロンの『蔵』にトラック一台分ほど反物状態であるんだけどね。

　彼女たちには悪いが、こういったパーティーではお互い役割がある。僕は他国の代表たちと国のことで話し合い、彼女たちは王家や貴族のご婦人方と親交を深めるのだ。

　お互いにそこには深く踏み込まない暗あん黙もくのルールがある。ご婦人たちが仲良く（？）旦だん那なの愚ぐ痴ちをおしゃべりしている中に入るわけにもいかないしね。

　だから僕には何もできないのである。桜とスゥ、それに八や重えが骨つき肉を食べる僕を恨みがましく見てくるが、無理だって。ちゃんと取り置きしておくから勘かん弁べんしてくれ。










「ふぅ……。さすがに疲つかれました……」

　やっとご婦人方から解放されたユミナがため息とともにそう呟つぶやく。お疲れ様さまです。

　その横で僕が取り置きしておいた肉を食べながら、ふくれているスゥ。

「冬夜はひどいのじゃ。わらわたちが困っているのじゃからすぐに助けよ」

「いやいや、無理だって……」

　さすがにあの中に入る勇気はありませんよ。女性を敵に回したら怖こわいのは身に染しみてわかっているんで。

　そんな僕にユミナと同じように疲れた顔をしていたリーンが視線を向けた。

「ダーリン。ムーンシルクワームの生地なんだけど、ある程度回した方がいいかもしれないわよ。あの勢いだと、ダンジョン島に無理に騎士や冒ぼう険けん者しやを送り込みかねないわ」

「あー……それは困るなあ」

　いくらダンジョン島を探してもあの生地は出ないんだからな。まったく別の遺い跡せきから新たに見つかったとして少し市場に流すか。

「久しぶりにパーティーに出席しましたけど、たまにはいいものですね」

「ヒルダ殿どのはいくらか慣れているのでござろうが、拙せつ者しやには厳しいでござるよ……」

　八重がヒルダに愚痴りながらヒールの踵かかとを気にしている。あんまり履はかないからか、痛いのかな？　こっそりと【キュアヒール】をかけてあげた。

「ありがとうでござる、冬夜殿」

「無理しないでもいいからね。キツくなったら先に帰ってもいいからさ」

「否いや。拙者も冬夜殿の伴はん侶りよとなれば、これも日常となるゆえ、今のうちに慣れておかねば」

　八重の気持ちは嬉うれしいけど、やはり無理はしないでほしいんだけどな。僕的には苦手なら参加しなくてもいいと思うんだけど、なぜかそういった場合、不仲説が浮ふ上じようしてしまうからなあ。

　貴族にとってこういったパーティーの場は、夫ふう婦ふ仲なかがいいアピールをするところでもある。家に帰ると会話もない仮面夫ふう婦ふもいるけどさ……。

　僕の場合、奥おくさんではなく全員婚約者だけど、これは『こんなに婚約者がいますよ。もう必要ないですよ』と対外に向けたアピールでもある……らしい。

　確かに未いまだに自分の娘むすめを売り込んでくる方々がいらっしゃるからなぁ……。大概はみんなのことを見て諦めていくけどさ。

　ん？　なんだろう、セントラル導師……いや、パレリウス女王がこっちへ急ぎ足でやってくるけど……。

「公王陛下、ちょっとよろしいでしょうか」

「……なにかありました？」

「ええ。情けない話なのですが、実は外の国とは関かかわるべきではないと、皆みな様さまとの交流を反対している者たちがいまして。その者たちの一部が暴走したようなのです」

「……襲しゆう撃げきですか？」

　変化を望まない者たちもいるとは思ったが、暴走とは穏おだやかじゃないな。

　建国記念のこのパーティーには各国の代表や有力な貴族たちが集まっている。僕らの関係をぶち壊こわすには最高の舞台だ。

　そいつらがパーティーで僕らを襲撃し、外交関係を台無しにしてやろうと考えてもおかしくはない。

「いえ、襲撃よりもタチが悪いです。やつらは巨きよ獣じゆうをこのメリディウスに引き寄せようとしています」

　苛いら立だちを滲にじませながら、女王の横に控えていたディエント代表が僕の質問に答えた。

　巨獣を引き寄せる？　そんなことができるのか？

「『邪じや香こう木ぼく』かしら。燃やすと魔ま物ものや魔獣を引き寄せる香かおりを放つ悪あく魔まの香木。あるいはそれに似たものなんじゃない？」

「はい。こちらでは『魔ま香こう草そう』と呼ばれる大きな葉を特とく殊しゆな薬液に浸つけて乾かん燥そうさせたものなのですが、効果は同じです。その煙けむりを嗅かぐと魔獣の類たぐいは理性を失い、それを求めて追いかけてきます」

　リーンの言葉に女王陛下が答える。そんなものがあるのか。

「もともとは結界の外で巨獣に襲おそわれた時、それを燃やして気を逸そらせ、その隙すきに逃にげるために使っていたものなのですけど……」

「それをやつらはこの都へ巨獣をおびき寄せるために使っているのです。都は結界で覆おおわれていますから、被ひ害がいはないでしょうが、ご招待した各国の方々には恐きよう怖ふでしょうな。我々の国の印象は最悪のものとなります」

　まあ、確かにね。イメージダウンは免まぬがれまい。建国記念の日にケチがついてしまう。

　以前、パレリウス島の巨獣を僕らは狩りまくったが、全ぜん滅めつさせたわけではない。島の各所にある魔素溜だまりから新たに生まれることもある。

　島を囲んでいた結界は消去されたが、中央神殿と四都市に施ほどこされた魔力結界は残っているため、ディエント代表の言う通り、巨獣が集団で攻せめてこない限りは大丈夫だろう。ま、それを見み越こしての暴挙なのだろうが。

「検索。周辺にいる巨獣の位置を表示」

『……検索終しゆう了りよう。表示しまス』

　僕の目の前に南の都メリディウスの周辺マップが小さく展開される。まだ遠いけど確かにひとつの赤い点がこちらへと向かってきているな。魔香草とやらを燃やしながら、馬車か何かでこちらへとおびき寄せているのかね？

　さて、どうするか。国交反対派のやつらは騒さわぎを起こしてこのパーティーを台無しにしたいらしい。であれば、パーティー出席者の人たちに気付かれずに片付けてしまえばいいわけだ。

「近くに来たら私がブリュンヒルデで狙そ撃げきしましょうか？　ステルス機能で機体は隠かくせますし、町の人たちに見られる可能性も少ないと思いますけど」

　と、ユミナが提案してくる。それが一番楽か。銃じゆう声せいは【サイレンス】で消せるし。

　一応、女王陛下に話して、倒たおした巨獣はこちらにもらえることになった。みんなのドレス代くらいは稼かせぎたいからね。

「じゃあそれでいこう。ディエント代表、何人かの騎き士しの同行をお願いします。巨獣を引き寄せているやつらを捕つかまえないといけないので」

「わかりました。ではこちらに」

「みんなはここを頼む。そいつらの仲間が襲撃してこないとも限らないからさ」

「任せるでござるよ」

　八重が力強く答えてくれる。彼女たちの持つ婚こん約やく指輪やスマホには【ストレージ】が付ふ与よされており、中には武器の類も入っている。そこらの襲しゆう撃げき者しやに遅おくれはとらないだろう。

　僕とユミナはディエント代表の後についていき、騎士団を数十人連れた彼とともに都の外へと転移した。

「ブリュンヒルデ！」

　城門を背にユミナが左手を高々と翳かざすと、婚約指輪から放たれた閃せん光こうとともに銀色の鏡面装そう甲こうを持ったフレームギアが出現した。手には専用の長いスナイパーライフルを装備している。

「おお……！」

　驚おどろく騎士の方々を横目に、ユミナはコックピットへと乗り込むと、ブリュンヒルデをすぐにステルスモードへと移行させた。

　スゥッ、と夜に溶とけ込むように、ブリュンヒルデの姿が消える。

「【ロングセンス】」

　僕の方は一キロ先を視し認にんしてみたが、巨獣の姿は見えなかった。もう少し先か？　神気を発動させて、【ロングセンス】の距きよ離りを延ばす。お、いたいた。

「ユミナ、一時の方向、五キロほど先」

『はい。確かく認にんしました』

　やはり煙を出しながら馬車で爆ばく走そうしているな。それに引き寄せられるように、こちらへと向かっている巨獣は大きな黒い山羊やぎの姿をしていた。

『ダークゴートですね』

　黒い毛並みに黒く捻ねじ曲まがった大きな角。その突とつ進しんによる体当たりを主な攻こう撃げきとする、ランク的にはさほど高くはない魔獣だ。

　が、それも巨獣化すると災害と化す。あんなものに突進されたらひとたまりもない。大きさはゆうに二十メートルは超こえているだろう。救いは自重のためか、それほど速くはないってとこか。でなきゃ、馬車なんかじゃあっという間に追いつかれるはずだ。一歩一歩がでかいから、馬車の方も必死のようだけど。

　よく見ると他の魔獣がダークゴートの足あし下もとで踏ふみ潰つぶされている。魔香草に引き寄せられたやつらか。かわいそうに。

『アーマータートルみたいに硬かたい魔獣じゃなくてよかったです。これ以上近付かれると、都の人々にも気付かれますので、もう仕留めますね』

「あいよ。【風よ遮さえぎれ、囁ささやきの遮断、サイレンス】」

　僕の周囲から一いつ切さいの音が消える。次の瞬しゆん間かん、ブリュンヒルデがいるであろう闇やみ夜よに小さな閃光が弾けたと思ったら、遥はるか先のダークゴートがどさりと倒れていた。一発ですか。お見事。

「――――！　――――！」

「――！　――――！」

　騎士の皆みなさんが喜びながらなにか叫さけんでいるが、【サイレンス】による効果のため聞こえない。解除、っと。

　突とつ然ぜん頭から血ち飛沫しぶきをあげて倒れたダークゴートに、馬車の男たちが呆ぼう然ぜんとしているのが【ロングセンス】で見えた。

「【ゲート】を開きます。扇せん動どう者しやの捕ほ縛ばくをお願いしますね」

「お気を使わせて申し訳ありません」

　ここで僕ぼくらが捕まえるより、同じパレリウスの人たちが捕まえた方がいいだろう。

【ゲート】を開き、パレリウス騎士団の人たちがその先にいた馬車を一気に取り囲む。僕もその後ろから【ゲート】をくぐり、未だ燃えて煙を出している魔香草へ水魔法を放った。

「【水よ来たれ、清せい廉れんなる水流、ウォーターフォール】」

「ぶはあっ!?」

「うぷっ!?」

　馬車にいた男たちの頭上から滝たきのような水を落とす。魔香草の火は消えて、男たちは馬車から転がり落ちた。

「全員捕とらえろ！」

　ディエント代表の命令に、騎士団員が一いつ斉せいに男たちを押さえにかかる。抵てい抗こうする間もなくあっけなく全員が捕縛された。

「終わりましたか」

「ま、とりあえずはね」

　開きっぱなしにしていた【ゲート】からユミナがやってきて、僕のそばへと駆かけ寄よってくる。

　これで全すべて片付いたわけではないだろう。こいつらに命令した首しゆ謀ぼう者しやもいるだろうし。

　ま、そこからはこの国の問題だから僕らにはどうしようもないけどさ。

　息絶えたダークゴートは見事に額を撃うち抜ぬかれていた。よくあの距離で正確に当てられるよなぁ……。邪じや魔まになるのでさっさとダークゴートを【ストレージ】へ収納した。

　捕縛された奴やつらを連れてメリディウスへと戻もどる。ディエント代表と別れ、僕とユミナは先にパーティー会場へと戻ってきた。

「あ、おかえりなさい」

「片付いたの？」

　僕らに気付いたリンゼとエルゼが声をかけてきた。傍かたわらにはパレリウス女王もいる。僕が軽く手を挙げて万ばん事じうまくいったと返すと、女王陛下はホッと胸を撫なで下おろしていた。

「ありがとうございました。このお礼は後ほど必ず」

「いえ、お気になさらず。巨獣ももらいましたし」

　それにほとんど僕はなにもしてないし。ユミナも一いち撃げきで仕留めちゃったしな。

「こっちは問題なかった？」

「問題ない。鶏の照り焼きが美味おいしかった」

　いや、桜……。そういうことじゃなくてね？　まあ、美味しかったのならいいか。

「ところで……ちょっと気になってるんですけども。なんでダンスが始まってるの……？」

　立食のスペースが半分ほど片付けられ、男女がペアとなってダンスを踊おどっていた。楽団の奏かなでる円舞曲ワルツに乗せて、軽かろやかに男女がステップを踏む。

　っていうかさ……。あそこでピアノ弾いてる人、奏助兄さんだよねえ！　いつの間に来た!?

「ちょっと待ってくれ。ダンスは無しのはずじゃ……！」

「だったのですけれど、他の方々がやはりダンスがないと物足りないとおっしゃいまして……。そうしたらいつの間にか……」

「奏助兄さんがピアノごと現れて、曲を弾き始めた、と？」

　ルーの言葉を僕が続けると彼かの女じよはこくんと小さく頷うなずいた。おのれ、余計なことを。

　しかも弾いてるこの曲って、チャイコフスキーの『花のワルツ』か？　『くるみ割り人形』の。楽団の人たちも初めて聞いただろうに、なぜ弾ける？

　そんな僕の疑問にリーンが答えてくれた。

「あの人たちはパレリウスじゃなくて、ブリュンヒルドの騎士団員よ。ほら、音楽好きで、ダーリンの作った楽器を練習していた人たち」

「え？　……そういえば……」

　騎士団の宿舎には僕が以前、勢いで作ったいろんな楽器を預けてある。騎士団員で音楽好きの人たちがそれを練習し、非番の日などに奏助兄さんに師事しているのは聞いていたが……。その人たちを引っ張ってきたのか。奏助兄さんも転移魔法を使えるからな……。

「あ、お父様とお母様です」

「え？」

　ユミナの視線を追うと、ベルファスト国王陛下とユエル王おう妃ひ様が仲睦むつまじく手を取り合って踊っていた。なかなか……いや、かなりサマになっている。そりゃそうか。年季が違う。

「……負けられません」

「え？」

　ユミナが僕の手を取って、ぐいぐいとダンスをしている人たちの中へと入ろうとする。ちょっ、待って！

「待った待った、ユミナ！　僕、あんまり踊れないんだよ！」

　王様になってからだが、こういうパーティーに参加する機会もあるので、一応、ダンスのレッスンは受けたことはある。残念ながら僕には才能がないようだったけど。

　それでもなんとか基本のステップくらいは覚えたが、やっとごまかしながら踊れるレベルだ。正直、こんなところで踊るなんてハードルが高すぎる。

「基本はできるんですよね？　なら大丈夫です。簡単なものにしますから。一曲だけ」

「あ、じゃあ私わたくしも！」

「で、では私わたくしはルーさんの次で！」

「ズルいぞ！　冬夜、わらわとも踊るのじゃ！」

　ユミナの言葉に、ルー、ヒルダ、スゥが食い付き、反対に、

「せ、拙者は見ているだけでいいでござるよ」

「えっと、あ、あたしもパス」

「えと、私も……」

「面めん倒どうだから私もいいわ」

「踊るより歌いたい」

　八重、エルゼ、リンゼ、リーン、桜は踊るのを辞退した。

　踊りたい派と踊らない（踊れない？）派の真っ二つに分かれた形だ。いや、僕も踊らない（踊れない）派ですよ!?

　そんな僕の抵抗も虚むなしく、ユミナによってついにダンスの場に引きずり出されてしまった。

　ちょっと待って、ちょっと待って。ええっと、確か背筋を伸ばして、肩かたは下げるが肘ひじは下げない……両肘は同じ高さに、女性の肩けん甲こう骨こつのあたりに右手を……。

「冬夜さん」

「ひゃい!?」

　付つけ焼やき刃ばで習ったダンスレッスンの記憶を甦よみがえらせていた僕にユミナが微笑ほほえみかけてくる。

「大丈夫です。落ち着いて、ゆっくりと」

「わ、わかった」

　静かに呼吸を整えて、ユミナの手を取り、彼女を迎え入いれる。

　音楽に合わせて足を進める。奏助兄さんの美しい旋せん律りつに合わせて、他の人たちも踊り始めた。

「ん？　この曲って……」

「どうしました？」

「……いや、なんでもない」

　僕は踊りながら奏助兄さんの方をチラ見する。にゃろう、わざとか？

　エリック・サティ作曲、『ジュ・トゥ・ヴ』。もともとはフランスの女性シャンソン歌手のために作られた曲で、邦ほう題だいに訳すと『君がほしい』となる。

　歌詞もあるのだが、優美な曲に対してだいぶ濃のう厚こうな愛の言葉が並ぶ曲だ。

「っと、危なっ……」

　バランスを崩くずしそうになるがなんとか堪える。いかんいかん、集中しなきゃ。

　そんな僕にユミナが笑顔で語りかける。

「慌あわてないで大丈夫です。もっと気楽に、楽しんで踊りましょう。せっかくの機会なんですから、もったいないですよ」

　楽しんで踊る。……ちゃんと踊らなくてもいいのかな？　周りをチラ見してみるが、みんな好きに踊っているように見える。……いいのか。

「……そうだね。ちょっと緊きん張ちようし過ぎてたか」

　王様なんだし、下手なところは見せられないとどこか気負っていたかもしれない。変に飾かざらず、僕ららしくやればいいのか。

　相変わらずユミナは僕の気付かないところを教えてくれる。そしてそこへ踏み出だす勇気をくれるのだ。

　流れる曲のリズムに合わせて今度は自然に足が動く。ステップを踏みながら、楽しげなユミナを見ていると、僕もつられて笑みが浮うかんできた。

　こういうダンスならたまにはいいかな。

　やがて曲が終わり、僕らは足を止める。ギャラリーから踊っていた者たちへ向けて、拍はく手しゆが送られた。







[image: ]







「楽しかったですね！」

「うん。楽しかった。ユミナはすごいな」

　よくわかってないようで、ユミナは首を傾かしげる。そこへいそいそと、今度はルーがやってきた。

「ユミナさん、交代ですわ。さ、冬夜様」

　しまった。あと三人ぶん踊るのか……。

　いや、気負う必要はない。楽しめばいいんだ。

　パートナーをルーと交代したユミナがみんなの元へと去っていく。

　再び奏助兄さんによる曲が流れてきた。この曲は……ワルトトイフェルの『スケーターズ・ワルツ』か。

　ルーの手を取り、迎え入れる。さっきとは違い、僕は落ち着いて足を踏み出すことができた。

　少しだけダンスを好きになれた気がするな。ルーと踊りながら、僕はそんなことを考えていた。







第三章　合縁奇縁







「おお、繋つながった繋がった！　すごいな、それほどタイムラグもないじゃないか」

『そうだろうそうだろう。いかに次元門とリンクさせるかが問題だったが、うまくいったよ』

　スマホのスピーカーから博士の満足げな声が聞こえてくる。ドヤ顔が見えるようだ。

　現在、博士は表世界のバビロンに、僕は裏世界のドラクリフ島にいる。世界を跨いで話ができるってのは、途と轍てつもなくすごいことな気もするから、博士のドヤ顔も仕方ないか。見えてないけど。

　これで裏世界こちらに変異種が現れても対処できる。

　あとはこっちの世界に冒険者ギルドのようなものがあれば協力を仰あおぐんだが。

　情報を収集する機関や組織……そういったところに力を貸してもらえれば助かるんだけど。ウチの忍にん者じや部隊、椿つばきさんのような一族がいないかねえ。

　あ、ひょっとしたら紅あか猫ねこの副首領、エストさんならなにか知ってるかもしれないな。同じような裏うら稼か業ぎようだし。

　どうせ彼女や首領であるニアにもスマホを渡すつもりだったから、ついでに聞いてみるか。

「ちょっと出かけてくるよ」

「いってらっしゃいませ」

『ピ』

『ポ』

『パ』

　銀竜である白しろ銀がねに倣ならい、メイド服を着たエトワールの三体が同じく頭を下げる。あの三体もずいぶんと動きがよくなってきた。擬ぎ人じん型なだけあって、やはり学習能力が高いようだ。

　えーっとニアたちは……っと。

　スマホで検索をかける。おや？　ストレイン王国の廃はい砦とりででも、聖王国アレントの聖王都にある地下アジトでもないところにいるな。また本ほん拠きよ地ちを変えたんだろうか。

　ストレイン王国の廃砦より、北の方だな。同じ王国内ではあるが。

　とりあえず【ゲート】で廃砦へと転移することにしよう。【テレポート】でニアのところへ直接転移してもいいが、前回のパンツ事件があるからな……。二度目はないと思うが念のためだ。

【ゲート】を開き、廃砦の中庭に転移する。

「わっ!?」

　中庭にいた若い兄ちゃんが驚きの声を上げ、思わず腰こしの剣けんを抜く。頭に巻いた赤いバンダナから『紅あか猫ねこ』のメンバーなのは間ま違ちがいない。

「だっ、だっ、誰だれだ!?」

　どうやら僕を知らないようで、へっぴり腰ごしで誰すい何かしてきた。

「僕は望もち月づき冬とう夜や。ニアのところへ行くのにちょっと寄っただけだから気にしないでくれ」

「しゅ、首領の知り合い、か？」

「ま、そんなとこだね。あ、エストさんとかいる？　ユニとかユーリとかでもいいけど」

　僕がそう尋たずねると、バンダナの兄ちゃんが砦とりでの中へと駆け込んでいき、すぐさま中からポニテ少女のユニが転がるように飛び出して来た。

「よっ、久しぶ」

「冬夜さん！　ちょうどよかったっス！　力を貸してほしいっスよ！」

　挨拶さえもぶった斬り、ユニが切せつ羽ぱ詰つまった顔でこちらへと訴うつたえてくる。なんだなんだ、何があった？

「首領と副首領が今、戦ってるっス！　助けに行って下さいっス！」

「なに？」

　戦ってる？　あの二人が？　まさか、王国騎士団とかに攻められているのか!?

「ここから北にある、リプトスの町に黄金の怪かい物ぶつが現れたんス！　一匹だけじゃなくてかなりの数らしくて……！　ウチの首領と、呼びに来た王子……パナシェス王国の王子なんスけど、二体の『王冠』でもさすがに数が多いと……！」

　変異種が出たのか！　しかも群れをなして……さすがにそれはマズい……！

　スマホを取り出してこの辺りの地図を投とう影えいし、変異種を検けん索さくする。

　ストトトトッ、と幾いくつかのピンが落ちた。数は百体前後……か。ふう、焦あせった。万単位かと……。って落ち着いてる場合じゃないな。

「『王冠』が二体もいればなんとかなるんじゃないのか？」

　確かパナシェス王国の王子とやらは、変異種を倒した『王冠』持ちだったはずだ。以前、裏世界こちらに来たとき新聞で読んだぞ。

「首領のも王子のも多数との戦い向きじゃない『王冠』なんス！　それに町の人たちを守りながらじゃ、多分首領のルージュは能力ゴレムスキルを全力で出せないっスよ！」

　ルージュ。ニアの持つゴレムにして『赤』の王冠。その能力は鬼き神じんの如き破は壊かい力りよくと炎ほのおの力、だったか。その代だい償しようとして、契けい約やく者しやの生き血を必要とする。

　確かに多人数向きの力ではないな。しかも数が多ければ、そのぶんニアの流す血も多くなる。下手すりゃ出血多量で死ぬことだってありうる。

　町の人たちを巻き込んでしまわないように、全力では戦えない……全力で戦ったら戦ったでニアの命に関わる。どっちにしても急がないといけないか。

「わかった。助けにいこう」

「ありがとうっス！」

　この距離なら一回の【テレポート】で行けるな。

　僕はユニのお礼もそこそこに、すぐさまその場から【テレポート】で現場に転移した。

　一いつ瞬しゆんにして切きり替かわった視界に広がったのは、黒こく煙えんが立ち昇のぼる町の姿。

　町を見下ろす丘おかの上に転移した僕の前で、百体あまりの変異種が町を破壊している。ほとんどは下級種だが、何体か中級種も混じっているな。

　この状じよう況きよう下において、町中でフレームギアによる直接の格かく闘とう戦はマズい。となれば。

「レギンレイヴ！」

【ストレージ】から僕の愛機、レギンレイヴを呼び出す。

　僕はコックピットに乗り込むと、スマホをコンソールにセットし、レギンレイヴを町の上空へ飛行させながら、飛操剣フラガラツハを起動させた。

　レギンレイヴの背中に数枚ある、板状の翼つばさ部分が切り離され、本体の周囲を衛星のように回り始める。

「形状変化モードチエンジ・短剣ダガー」

『飛操剣フラガラツハ、短剣ダガーモードに移行しまス』

　長い板状の翼が、四つずつに分ぶん離りする。十二枚の板状の晶材はあっという間に四十八の短剣へと変化した。

「【流星剣群グラデイウス】」

　剣が燦きらめく。

　四十八の流星が光を反射させながら、次々と眼下で暴れ回る変異種へと突つき刺ささった。

　核かくの位置がわからないので、だいたいの場所を三回ほど貫かん通つうさせ、変異種を倒していく。変異種を仕留めつつ、町並みには被害を与あたえないように気を使わないとな。

　あっという間に【流星剣群グラデイウス】により下級種を殲せん滅めつした。もうすでに残りは中級種のみだ。

　するとその内の一体、ムカデ型の中級種が、僕へ向けて光を収束させた粒りゆう子し砲ほうを放ってきた。

　それを空中で避けようとすると、レギンレイヴの前に屋根の上から何かが飛び上がってきた。ゴレム、か？　小さな青い機体のゴレムだ。

　どことなくニアのルージュに似ている。ひょっとしてこいつが『青』の王おう冠かんか？

　青いゴレムが迫せまり来る粒子砲に手を翳したかと思うと、その手前でまっすぐに突き進すすんできた光の槍やりは『く』の字に折れ曲がり、空の彼方かなたへと消えていってしまった。なんだ今の？

　僕の反射魔ま法ほう【リフレクション】に似ているが……あれは反射したんじゃない。捻じ曲げた、という感じだった。これがこいつの能力ゴレムスキルなのか？

　助けてくれた……んだよな、今のは。正直必要なかったけど……おっといかん、それは後回しだ。

　撃ってきたムカデ型中級種に複数の晶剣を突き刺して、その体にある核を貫通させる。そのままムカデ型中級種は黒い煙を出しながらドロリと溶よう解かいしていった。

　残りは中級種三体か。

「形状変化モードチエンジ・晶剣ブレード」

　浮ふ遊ゆうしていた四本の短剣ダガーが融ゆう合ごうし、一本の長ちよう剣けんとなる。全部で十二本の剣がそれぞれ四本ずつ、三体の変異種へと襲いかかった。

　ガキャァッ！　と金属を砕くだいたような音が響ひびき渡わたり、三体の変異種が粉々に砕け散ちる。

　不気味にドロリと溶けた黄金の金属液体から黒煙を発し、変異種が蒸発していく。

　ふう、これでとりあえずは片付いたか。

　カメラを下へ向けると、瓦が礫れきと化した町の姿がモニターに映し出された。ずいぶんと被害が出てしまっているな……。

　お、あそこにいるのはニアとエストさんじゃないか。無事だったようで何よりだ。二人のゴレムである、ルージュとアカガネもいる。

　レギンレイヴを警けい戒かいする二人の前に着地させ、僕はコックピットから飛び降りた。

「冬夜!?　お前だったのか！」

「よう。砦の方に行ったらユニに頼たのまれてさ。無事でよかったよ」

「いや、助かったけど……。お前、こんなゴレムどこで手に入れたんだ？」

「これはゴレムじゃない。フレームギアって言って……まあ、いいや。ちょっと待て」

　まずはあちこちで燃えている火災をどうにかしないといけないからさ。

「【雨よ降れ、清らかなる恵めぐみ、ヘヴンリーレイン】」

　たちまち僕の頭上を中心に、雨雲が広がり出し、やがてポツポツと雨が降り出し始めた。

　僕らが近くの家の軒のき下したに逃げ込むと、計ったようなタイミングで（まあ、僕がそうしたのだけれど）途と端たんにザーッと勢いよくスコールのような雨が降り、やがてそれが嘘うそだったかのようにすぐさまカラッと晴れる。

「これで大体の火災は消火しただろ」

「すげえな……こんなこともできるのかよ……」

「まさに大魔ま法ほう使つかいですね……」

　晴れ上がった空を眺ながめながら、呆あきれたような声を二人が漏もらす。

　雨を降らせる古代魔法【ヘヴンリーレイン】は魔ま力りよくの容量と練度によってその範はん囲いと雨量が決まる。リーンが言うには一いつ般ぱん的てきな魔法使いなら二畳ほどの面積に数分が精せい一いつ杯ぱいらしい。

　その程度の面積に雨を降らせる魔法など、基本的には使い所がない。なので、あまり使われない魔法なのだ。だから廃すたれていったんだけど。

　水を出すだけなら【ウォーターボール】ですむわけだしな。だけど、畑の水やりとかには重宝する魔法なんだ、これが。

「っていうか、魔法はどうでもいい！　冬夜、あれ！　あれなんだよ!?」

「ゴレムではない……と仰おつしやっておりましたが……」

　ニアがレギンレイヴを指し示し、エストさんもそれを仰ぎ見みる。隣となりにいるルージュとアカガネも自分たちより遥かに大きいレギンレイヴを見上げていた。

　さて、なんと説明するか。別に誤ご魔ま化かしたり隠す気はないが、長くなるし、一回砦に戻ってから……。

「素す晴ばらしいッ！」

　突然、僕らの背後から大きな声が響き渡る。振ふり返かえってその人物を目にした時、僕は自分の顔が一瞬にしてしかめっ面つらになったのを感じた。

　なぜならそこには『王子様』としか表現できない存在がいたからである。

　短いサラサラ金きん髪ぱつ、おかっぱ頭の上には小さな冠かんむり。青を基調とした短いマントと、しましまのカボチャパンツから伸びる足には白タイツ。

　これが子供ならまだ可愛かわいらしい男の子、で通っただろう。しかし、目の前の彼かれの年ねん齢れいは僕とそう変わらないと思う。そこがまた痛々しい。まるで童話の中から飛び出した王子様だ。きれいな顔してるんだけどなあ。残念すぎる。

　察するに、彼がパナシェス王国の王子様なんだろう。傍らには先ほど変異種の粒子砲を捻じ曲げた小さな青いゴレムもいるし。

「素晴らしい、素晴らしい、素晴らしいッ！　あの強さ、この美しさ！　僕は感動の震ふるえを抑おさえることができない！」

　興奮気味に青い王子様はレギンレイヴに向けて称しよう賛さんの言葉を贈おくる。なんかオーバーなやつだなあ……。

「……なんなの、あいつ？」

「パナシェス王国の第一王子、ロベール・テル・パナシェス様です。『青』の王冠、『ディストーション・ブラウ』の使い手でもあります」

「単なるウザいバカ王子だ」

　ニアがうっとうしそうに吐はき捨すてる。まあ、普ふ通つうじゃない感じはなんとなく、いや、かなり見て取れるが。

「やあ！　君があのゴレムのマスターかい!?」

「マスターって言うか、まあ、僕のだけど……」

　レギンレイヴから視線を外した王子様が大おお股またで僕のところまで歩いてくる。顔には満面の笑えみを浮かべ、その感情を表すかのように、大きな身み振ぶり手て振ぶりがそれを全力で表現していた。まるでどこかの舞ぶ台たい俳優だな……。

「そうか！　ありがとう！　君が駆けつけてくれなかったらどうなっていたことか。町の人たちに代わり、最大級の感謝を！　よかったら名前を教えてくれないかい？」

「も、望月冬夜……」

「望月冬夜君か。いい名前だね！　僕はパナシェス王国の第一王子、ロベール・テル・パナシェスだ！　君とは仲良くなれそうだし、気軽にロベールと呼んでくれたまえ！　なぜか僕には友達が少なくてね。みんな僕が王子だから気おくれしてしまっているのだろうけど、君はそんなこと気にしないでくれると嬉うれしいな！」

　ロベール王子は僕の手を両手でしっかりと握にぎり、キラキラした眼まな差ざしでまっすぐに僕の目を見つめてくる。……なにこれウザい。

　悪い奴ではなさそうだが、なんというか……温度差を感じる。友達が少ないのもそれが原因なんじゃないか？　彼のことはよくわからないが、少なくともあのファッションセンスには僕はついていけない。

「おいコラ、冬夜から手を放せ。そいつはあたしの友達なんだからな」

「君の友達なら僕の友達さ！　なにか問題が？」

「だからあんまり馴なれ馴れしくすんなっつってんだよ！」

「友情を深めるのに制限を設けるのはナンセンスだよ、ニア・ベルモット。僕は君とも友情を深めたいと思っているんだ」

「気色わりぃこと言うな！　このボケ王子！」

「照れ屋だね。『赤』の王冠のマスターは」

　チンピラのように睨にらみ付けるニアに対し、全く悪意のない笑顔で答えるロベール。話が全然噛かみ合あっていない。二人の言い争い（一方的にニアが噛み付いているだけだが）から離はなれ、エストさんに声をかける。

「なかなかに面倒くさい王子のようですね……」

「それについては同意見です。ですが、そろそろ大人しくなるころですので」

「え？」

　エストさんの返事に僕が困こん惑わくしていると、ニアと言い争いをしていたロベールが、電池が切れたように前のめりにその場でバターンッ！　と倒れた。

　な、なんだ!?　なにが起こった!?　まさかニアが殴なぐったんじゃないよな!?

　慌てる僕の耳に届いたのは、『ぐおおおおぉぉ……』という……これは、イビキ……か？　眠ねむってる!?

「『青』の王冠の代償です。『青』が操あやつるは『空間歪わい曲きよく』。ニアの血と同じく、彼は意識の覚かく醒せいを代償にされ、睡すい眠みんを強制的に取らされるのですよ」

　空間歪曲……？　なるほど、さっきの粒子砲を捻じ曲げたのもその力か。で、その力の代償として意識を失う、と。気絶しているわけではなく、あくまで睡眠のようだが。

「こいつは空間を捻じ曲げて、冬夜と同じようにいろんなところに転移とかもできるんだ。ま、能力を使って一時間もすればこんな風にグッスリ夢の中なんで、便利なのか不便なのか判断に困るところだけどな」

「どれくらい眠らされるんだ？」

「その時の能力使用頻ひん度どによるらしい。聞いた話から予想すると、今回なら丸二日ってとこじゃねえか？　よくわかんねーけど」

　丸二日も寝ねてしまうのか。確かに便利なのかどうか、判断に悩なやむ能力だな。戦いの途と中ちゆうに寝てしまったら命取りになりかねない。眠り姫ひめならぬ眠り王子か。

　……って言うか、こいつどうすんの？

　と、悩んでいた僕の前で、傍らにいた小さな青いゴレム……（『ディストーション・ブラウ』だったか）が、王子をその小さな背に担かつぎ上あげた。あ、こいつが連れて帰るのね。

「王子！」

「ロベール様！」

　崩れた町並みの向こうから、騎き士しらしき男女二人がこちらへ駆けてくる。ニアに尋ねてみるとこの王子お付きの護衛の人らしく、常に一いつ緒しよに転移しているのだそうだ。

　まあ、ああなってしまったら無防備極きわまりないからなあ。仮にも王子様だしそうなるか。

　二人の護衛に連れられて、『青』の王冠と、その背で眠る青い王子様は僕らの前から去って行った。

「しかし『赤』といい、『紫むらさき』といい、『青』といい……『王冠』の契約者にはまともな奴がいないのか……？」

「なんか言ったか？」

「いや、なにも」

　小さく呟つぶやいた僕の言葉は、幸いニアには聞こえていなかったようだ。危ない危ない、口は災わざわいの元。気をつけよう。

　とりあえずニアたちも盗とう賊ぞく団という立場上、ここに長居するわけにもいかないようだ。レギンレイヴを回収し、【ゲート】を開いて、僕らは『紅猫』の廃砦へと転移した。
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「にわかには信じがたい話ですね……。しかし、いろいろな点が納なつ得とくがいく話でもあります」

「はー……。変なヤツだとは思っていたけど、お前、とことん変なヤツだな」

「ほっとけ」

『紅あか猫ねこ』のアジトである廃砦。その中庭に張られた大きなテントの中で、僕は今までの経緯いきさつを話していた。

　僕が隣の世界から来たこと、そこの世界にある公国の王様であること、変異種がこの世界をも滅ほろぼそうとしていること、それを阻そ止しするために動いていることなど全てだ。

　テントの中には『紅あか猫ねこ』の首領であるニア、副首領であるエストさん、幹部であるポニテ少女のユニとふんわりウェーブのユーリの四人が、驚おどろいたような呆れたような顔をしてテーブルについている。

「では、あの黄金の怪物……変異種と言いましたか。あれがこれからもこちらの世界で暴れることになると？」

「おそらくね。僕らの世界じゃ奴らの出現が事前にわかるような協力体制を作っている。でも、こちらじゃなんの対策もない。それをなんとかできないかと。今回なんか数としては少ない方だったけど、あれよりももっと大規模で現れたら国なんか簡単に潰つぶれるよ？」

「だ、大規模ってどれくらいっスか？」

「まあ、万単位はいくね。僕ぼくらの世界でももう一国でどうこうできるレベルじゃないんだよ。だから協力して事に当たってるんだけど」

　皮肉なことに、世界を滅ぼさんとする異世界からの侵しん略りやく者しやのせいで、国々がまとまりつつある。協力して足並みを揃そろえないと、待っているのは世界の滅めつ亡ぼうだからなあ。

　こちらの世界だってまとまるのは一ひと筋すじ縄なわじゃいかないんだろうけど。実際、プリムラ王国とトリハラン神帝てい国こくも戦争をしていたし。

「ちょっとまてよ、万単位って……おいおい、あんなのがそんなに襲おそってくるのか!?　勝てっこねえだろ！」

「さっきニアとエストさんが見たフレームギアってのがあるだろ？　あれはもともとフレイズ……変異種の元になったヤツらを倒たおすために作られたものなんだ。あれを数百機投入して変異種たちを殲滅するんだよ」

「あれが、数百機……ですか」

　まあ、レギンレイヴが数百機ということではないんだけどね。あいにくと【ストレージ】の中にはレギンレイヴしか入れてないので、他のを見せることはできないが。

「で、お前はこれからどうしたいんだ？」

「簡単に言えばこちらで情報を集めてくれる協力者、そして力を貸してくれる国なんかと話し合いたい。すでにプリムラ王国とトリハラン神帝国につなぎはつけたけど、まだ一部の国だけだからね」

「でもぉ、他の国が信じてくれるかわかりませんよぅ？　異世界から来たなんて説明しても、笑われるだけかと……」

　ユーリが言うことももっともだ。たぶんプリムラ王国のような特とく殊しゆな例を除いて、普通は信じてもらえないだろう。

　だけど、じきに信じざるを得ないようになる。変異種が襲ってくれば、そう思わずにはいられないはずだ。

　しかしそれでは遅おそいのだ。国が滅びてからではなんの意味もない。

「そうですね……。まあ情報を集める諜ちよう報ほう機関になら心当たりがなくもないのですが」

　ほうほう。さすがはエストさん。なにか思い当たるところがあるみたいだ。

「そんなとこあったっけ？　あたしも知っているところか？」

「『黒蝶パピヨン』です」

「『黒蝶パピヨン』って……あの闇市場ブラツクマーケツトを仕切っているっていう？」

　僕が古代機体レガシイであるエトワールの三体を買った闇市場ブラツクマーケツト。そこを牛ぎゆう耳じっていた犯罪組織が確か『黒蝶パピヨン』だったはずだ。

　金になることならなんでもする犯罪組織だって、ニアは前に言ってたが……。

「『黒蝶パピヨン』は現在、内部分ぶん裂れつの状態にあります。発ほつ端たんは例の闇市場ブラツクマーケツト襲しゆう撃げきの復ふく讐しゆうとして、『紫』の王冠に暗殺者を差し向けたことです。ところが見事に返り討うちにあい、逆に『黒蝶パピヨン』を支配していたトップが『紫』に殺されました」

『紫』の王冠……ファナティック・ヴィオラ、か。そしてそれを従える、狂きよう乱らんの淑しゆく女じよ、ルナ・トリエステ。

　ムチャクチャだな、あいつら。僕的にはできれば会いたくない相手だ。

「結果、『黒蝶パピヨン』は二つの勢力に分裂。大きく分けて表の集団と、裏の集団に分かれたのです」

　エストさんが言うには、表向きの勢力は宿屋や娼館を経営しながらの情報収集を生業とする者。新聞、噂うわさなどによる世論操作、あるいは離り間かん工作などをする者たちが中心となっている。

　そして裏向きの勢力は要人暗殺、施し設せつの破は壊かい活動、集団強ごう盗とう、違い法ほう取引などをする者たちだそうだ。盗とう品ひんの売買にあたる闇市場ブラツクマーケツトの運営も裏向きの仕事になる。

　この表向きの仕事を司つかさどる幹部と、裏向きの仕事を司る幹部が真っ向から対立し、一いつ触しよく即そく発はつの状態なんだそうだ。跡あと目め相続の争いってことか？

「あいにくと殺された首領には子供がいなかったので、この二人のどちらかが跡目を継つぐと思われていました。しかしお互たがい相手の主張を受け入れず、泥どろ沼ぬま化かしているとか」

「なるほど。それで表側の幹部に協力を取り付けることができれば……」

「はい。情報収集においてかなりの助けになるでしょう。なにしろ『黒蝶パピヨン』の息のかかった宿は幅はば広ひろく、各国に張はり巡めぐらされていますから」

　確かにそれは魅み力りよく的てきだな。表世界あつちの冒ぼう険けん者しやギルドに負まけず劣おとらずいろんな情報が手に入りそうだ。

「――――ちょっと待て、エスト。黒蝶パピヨンの表側の幹部って言ったら……」

「はい。シルエット・リリー。『影かげ百合ゆり』ですね」

「ダ、ダメだダメ！　あんな女のところに冬夜なんかを行かせてみろ！　一晩で骨ほね抜ぬきにされっぞ！」

　ニアが慌てて手を振りながら、ダメ出しをする。なんだそりゃ。っていうか表側の幹部って女の人なのか。




「……なんかおっかない人なのか？」

「ある意味な。影百合って言われてるその女は『黒蝶パピヨン』が経営する娼館の元もと締じめでさ。とんでもねえ女だぞ。その色気と手管で落とせない男はいないって話だ。一度だけ会ったことがあるけど、魔ま性しようの女ってのはああいう女のことを言うんだぜ、たぶん」

　娼館かあ……。うむむ。少し気おくれするけど、とりあえず話だけでも聞いてもらえないもんか。

「表側の幹部である影百合は、裏側の幹部に比べて直接的な戦せん闘とう員いんをそれほど持ってはいません。が、その人員数は裏よりも遥はるかに上。味方につけられればかなりの手助けになるでしょうね」

「そんな幹部に僕が会えるのかな？」

「『紅あか猫ねこ』の連れん絡らく網もうを使えば影百合の居所は探さぐれます。あとはまあ……冬夜さんなら強ごう引いんに会いにいけばどうにかなるのではないかと」

　そこは穏おん便びんに行きたいところなんですけどねえ……。トラブルは極力避けて進みたいんだけど、そうもいかないようだ。ま、もう慣れたからいいんだけどね……。
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　ストレイン王国の北方に位置する王都に次ぐ第二の都、商業都市・カンターレ。

　その歓かん楽らく街がいの真ん中に位置する、この都一の高級娼館である『月光館』の前に僕は来ていた。

　でっかい館のような建物には煌きらびやかなライトアップがされており、ネオン（といっても魔光石のだが）の輝かがやきが七色に変化して、なんとも幻げん想そう的てきな様相を生み出していた。

「確かにこりゃ高そうだ……」

　いったい一回でいくら取られるんだろうね？　白金貨一枚とか？　払はらえなくはないけど、そういう目的で来たわけじゃないしな。……うん、そういう目的で来たわけじゃないけど、胸がドキドキするのはなんでかね？

　入口の階段下にはガッシリとした身体つきの、警備兵のような男たちが二人立っている。威い圧あつ感が半はん端ぱないわあ……。

　さて、ここで突っ立たっていても仕方がない。このままじゃ明らかに挙きよ動どう不ふ審しん者だしな。

　警備兵の視線を受けながら、入口の階段を登る。大きなステンドグラスが左右に彩いろどられたホールを抜ぬけて、カウンターに辿たどり着つくと、向こう側にいた黒服の男がにこやかに僕に話しかけてきた。

「いらっしゃいませ、『月光館』へようこそ。失礼ではございますが、初めてのお客様でございましょうか？」

　長ちよう駆くに髭ひげを生やした三十代の受付の男が、にこにことした笑顔を僕に向ける。いかにも営業スマイルといった感じで、正直苦手なタイプだ。

「初めてだけど、お客様じゃないです。ここにシルエット・リリーって人はいますか？」

「……客じゃないなら帰んな。痛い目に遭あう前にな」

　にこやかだった顔がガラリと変わり、ドスを利きかせた脅おどしのようなセリフが飛び出してきた。おっと、この反応は当たりかな？

「いるんですね？　お話だけでもさせてもらえないですかね。ちょっとだけでいいんですが……」

「おい、お前ら！　こいつをつまみ出せ！」

　男の声に表にいた警備兵の二人がズンズンとこちらへ向かってくる。丸太のような太い腕うでが僕の胸むな倉ぐらを掴つかもうと伸のびてきたが、それを逆に掴み返し、【パラライズ】で麻ま痺ひさせて動きを止めた。

「ぐふぅっ!?」

　床ゆかにぐたりと崩くずれ落おちた警備兵を放置し、もう一人の警備兵も同じように【パラライズ】で動けなくさせる。すまんね、あとで元に戻もどしてやるからさ。

「てっ、てめえっ！　ザビットの回し者かっ!?」

　支配人らしき男がカウンターの下から短剣を取り出して、僕へと向けてきた。ザビットって誰だよ。あ、ひょっとして『黒蝶パピヨン』の裏仕事の幹部か？　一触即発状態って言ってたしな。

「くたばりやがれぇぇぇ！」

「【スリップ】」

「ぐはあっ!?」

　腰だめに短剣を構え、突っ込んできた男が僕の魔法により勢いよく転倒した。転んだ男の手から離れた短剣を拾い上げ、館の柱に突き立てる。いきなり危ないな。表商売の人員といっても、犯罪組織の一員には変わりないってことか。

「ザビットってのが誰かは知らないけど、とにかくシルエットさんに会わせてくれないですかね。少し話を聞いてもらいたいんですよ」

「うぐぐ……」

　床に這はいつくばりながらも僕を睨む受付の男。こりゃ難しいかな……。場所が場所だけに力ずくで押おし入いるってのは避けたかったんだが……。

　そんな僕に向けて、頭上から女性の声が降りてきた。

「そこまでにしてもらえるかしら。これ以上騒さわがれると迷めい惑わくだわ」

「ボ、ボス！」

　ホールから二階へと緩ゆるやかなカーブを描えがく階段のところに、一人の女性が佇たたずんでいた。

　亜あ麻ま色いろの長い髪かみと榛はしばみ色の瞳ひとみ。歳は二十代前半、その女性はスタイルの良いその身に、白いチャイナドレスのような服を着込んでいた。白い百合ゆりの形をした美しい髪かみ留どめが目を引くが、その本人の美び貌ぼうの前にはそれさえも霞かすむ、といった感じである。

　この人がシルエット・リリー。『影百合』か。

　確かに美人ではある。が、僕としてはいささか近寄りがたいタイプの美人だ。なんだろうね、油断できないというのか、気が休まらないというのか、そんな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「貴女あなたがシルエット・リリーさん？」

「ええ、そうよ。誰だか知らないけど、予約も無しに押しかけるってのはちょっと失礼なんじゃないかしら。こっちにも予定というものがあるのよ？」

「その点は謝あやまります。ですが、普通に申し込んだところで会ってはくれないだろうと言われたもので」

「誰に？」

「『紅あか猫ねこ』の副首領、エストさんに」

　僕がそう答えると、少しだけ驚いた表情を浮うかべたシルエットさんは、すぐにその表情を微笑ほほえみに変えて、階段をゆっくりと降りてきた。

　ドレスのスリットから覗のぞく綺き麗れいな生足が眩まぶしい。ううむ、やっぱりこういったお姉さんは苦手だなあ。

「どうやらザビットの刺し客かくとは違ちがうようね。それで？　私になんの用かしら？」

　階段を降り、艶えん然ぜんと僕の前に立ったシルエットさんが、アルカイックな微笑みを浮かべたままそう尋ねてくる。

　が、その時、僕の意識は目の前の美女よりも、他の方向へと向けられていた。懐ふところからスマホを取り出して確かく認にんする。うん、やっぱり気のせいじゃなかったか。

「……その前にちょっと聞きたいんですけど。今、表に四、五十人の人間がこの館を取り囲んでいるんですが、団体様のご予約でも？」

「……ッ!?」

　僕の言葉に驚くシルエットさん。と、同時にホールにあったステンドグラスが大きな音を立てて砕け散り、そこから見える夜空の中から三人の人間が降ってきた。

　いや、人間の形をしているが、あれは人間ではない。黒い服のような布をまとっている、細身のゴレムである。

　両りよう腕うでには手てつ甲こうと一体化した刃は渡わたり三十センチほどの剣が取り付けられているのが見えた。三体のゴレムはホールに着地すると僕には目もくれず、一いつ斉せいにシルエットさんへと襲いかかる。

「ボス！」

　倒れている男たちが、自分の主人の危機に大声を上げた。その声を背に受けながら、僕は魔力を集中させる。

「【シールド】」

　シルエットさんに向けて手を翳かざすと、彼かの女じよの周囲に堅けん牢ろうな不可視の盾たてが出現し、ゴレムたちの刃をことごとく防いだ。

「これ、は……」

　シルエットさんが自分の周りで止められたゴレムの刃を見て固まっている。ゴレムたちは何度となく腕の刃をシルエットさんに振るうが、ただのひとつも傷をつけることはできない。

「【氷よ包め、永久とこしえなる棺ひつぎ、エターナルコフィン】」

　呪じゆ文もんを唱えると、ゴレムたちの足あし下もとからものすごい勢いで氷が這い登り、瞬またたく間まに三体のゴレムたちが四角い氷の柱に閉じ込められた。古代魔法【エターナルコフィン】。しばらくそこでおとなしくしてろ。

　三つの氷の柱に囲まれたシルエットさんがそれを避けるようにして、僕のところまでやってくる。

「……今のは貴方あなたが？」

「余計なお世話でしたか？」

「いえ、助かったわ。今のは危ないところだった……。おそらくこのゴレムは……いえ、それよりもこの館が囲まれているって……」

「ああ、そっちも片付けてきましょうか？　そしたら僕の話を聞く時間をもらえますかね？」

「……いいわよ。本当に片付けてくれるならそれくらい安いものだわ」

　よし、約束を取り付けたぞ、と。じゃあ、ちょっとばかりお外のお掃そう除じをしてきますか。







◇　◇　◇







「っと、これで終わりかな」

　高級娼館『月光館』の入口前には、怪あやしい黒ずくめの男たちが死し屍し累るい々るいと倒れ、細身のゴレム数十体が氷漬づけになっていた。

　もちろん誰だれ一人ひとり殺してなどいないし、ゴレムだって破損させてはいない。

『月光館』から出てきた警備兵が黒ずくめの男たちを縛しばり上げ、どこかへと連れていく。都の騎き士し団だんへと突き出す……わけないか。

　どう見たってこいつらはまともな奴やつらじゃない。見るからに特殊部隊って格好だし、館の中からわかるくらい殺気を放っていた。そこらへんは暗殺者として二流だな。いや、暗殺者じゃなくて、単なる襲しゆう撃げき者しやなのか。

　ここの警備兵はこいつらの口を割らせて黒幕が誰だれかを吐かせるつもりなんだろう。黒幕が誰かはとっくに気が付いているのだろうが、確認のため、と言ったところか。

「本当に全員片付けてしまうなんてね……。貴方、『紅あか猫ねこ』の組織員なの？」

「いや、違いますよ。親しくはさせてもらっていますけどね」

　連行されていく男たちを見ながら、どこか呆れたような口調でシルエットさんが呟つぶやく。

「それにしても……ここまで思い切ったことをしてくるとなると、もう話し合いじゃどうにもならないってことね……」

「さっき言ってたザビットって奴の差し金ですか？」

「そうよ。ザビット・グラント。黒蝶パピヨンの暗部を牛耳っている男よ」

　やっぱりか。目の上のタンコブであるシルエットさんを殺しに……いや、この出来の悪い奴らを向けた様子じゃ、脅しにきただけかもしれないけど。

　シルエットさん、美人だしなあ。殺すには惜おしい、とか？

「今までも嫌いやがらせというには酷ひどすぎることをされてきたわ。娼館みせの子に乱暴されたこともある。中には心に傷を負ってしまった子も。あの男はね、相手をじわじわと追おい詰つめていくことがたまらなく好きなのよ。特に女をね。今ごろ恐きよう怖ふに打うち震える私を想像して愉ゆ悦えつに浸ひたっているでしょうね」

　それが本当ならどうしようもないクズだな、そいつは。そんなやつがシルエットさんを狙ねらっているのか。

　これってかなり危険な状じよう況きようなんじゃないのか？　今回失敗したことで、次は本気で殺しにくるって可能性もあるよな……。

「とりあえず約束通り話を聞くわ。入ってちょうだい」

　シルエットさんに促うながされて、『月光館』の中へと戻る。すると正面ホールにはいつの間にか人だかりができていて、みんな一斉に僕へと視線を向けてきた。

「ふ、え!?」

　その光景を見て、僕は思わず固まってしまう。男の人もいるが、半分以上は女の人で、しかもほとんどが半はん裸らなのだ。

　カラフルなシースルーのミニスリップからは全員下着が透すけて丸見えで、ブラさえしていない人もいた。それってあれですか!?　最中だったってことですか!?　ちょっ！　穿はいてない人もいるぅ!?

「すごーい！　強いのね、あなた！」

「店を守ってくれてありがとう！　助かったわ！」

「うふふ。お礼に今晩私とどう？　一晩中お相手してあげるけど？」

「あっ、ずるーい！　私も狙ってたのにぃ！」

「あっ、やっ、あの僕は、用事、用事がありましてっ！」

　女の人たちに揉もみくちゃにされながらも、なんとか逃のがれようとするが、いろんなところから手が伸びてきて、それを許してもらえない。

　うああ。いい匂においがするよぅ！　柔やわらかいものが背中に当たってるよぅ！　ほっぺにちゅーされたあぁぁ！

「はいはい、そこまでにしなさい。その子は私と話があるの。みんな部屋に戻りなさいな」

　パンパン、とシルエットさんが手を叩たたくと、お姉さんたちは、ちえーっ、とか、ボスだけずるーい、とか呟きながら、それぞれの部屋へと戻っていった。同じ部屋に消えて行った男たちは客なのだろう。

　た、助かった……。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どうやら刺し激げきが強すぎたみたいね。……こっちの方はあまり慣れていないのかしら？」

「……ご、ご想像にお任せします」

　見み透すかしたようにくすくすと笑うシルエットさんの視線を逸そらしながら、僕は身体の火ほ照てりを冷ます。あー、びっくりした……。確かに刺激が強すぎる。

　気まずい雰囲気のまま、僕はシルエットさんに連れられて、館の最上階へと案内される。大きな扉とびらの先は豪ごう奢しやな部屋になっていて、どうやらここは彼女の私室らしい。高級そうな調度品が揃えられていて、まるで王宮の一室みたいだな。ウチの王宮ではこうはいかないけど。

　ソファに座すわるように勧すすめられ、そこから上を見上げると、天てん井じように大きく取り付けられた丸い天窓から満月が見えた。
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　僕が座ったソファの隣には黒くろ猫ねこが我関せずとばかりに丸くなって寝ている。シルエットさんの飼かい猫か？

「果か汁じゆう水がいいかしら？　それともお酒？」

「果汁水でお願いします」

　シルエットさんが僕の前にある低いテーブルに飲み物を運び、その対面へと座る。彼女の前にはシャンパンらしきものがグラスの中で小さな泡あわを生み出していた。

「で、話ってのはなにかしら？　というか、その前にまだ貴方の名前も聞いてないのだけれど？」

「ああ、すいません。僕は望月冬夜。今は旅人……ですかね」

「旅人、ね。まあ、いいわ。とりあえず話を聞きましょう」

　僕はかいつまんでこちらの要望を彼女に話した。黄金の怪かい物ぶつが世界中のどこに出現してもおかしくないこと。それを事前に感知する方法があること。その情報の収集に協力して欲ほしいことなどである。

「黄金の怪物、ね。確かに最近、いたるところで目もく撃げきされているようね。村一つ無くなった国もあったみたいだし、騎士団のゴレム数十体を犠ぎ牲せいにして、やっと仕留めた国もあったらしいわね。別世界からの侵略者とか、その辺はイマイチ信じられないけど……」

「ずいぶんと詳くわしいんですね」

「当たり前。私は『黒蝶パピヨン』の情報統とう括かつ責任者なのよ。いろんな情報がいち早く私の元に届くようになっているの。世界の国々の動きから、取るに足らないチンピラの家族構成までね」

　さすがは『黒蝶パピヨン』の表の顔といったところだろうか。この世界に限ったことではないが、よほど小さな村でもない限り、宿屋、あるいは娼館はどんな町にもある。

　そこに組織の諜ちよう報ほう員いんが紛まぎれ込んでいるか、もしくは経営者自身が組織の者であったなら、その情報はヒエラルキーの天てつ辺ぺんにいるシルエットさんに全すべて伝わるわけだ。まさかこの世界全ての町に『黒蝶パピヨン』の手が伸びているってことはないだろうけど、それでもかなりの規模のようだな。

「それで？　貴方に協力して私にはどんな得があるのかしら？」

「変異種……黄金の怪物の襲撃からいち早く避ひ難なんできますよ？」

「別に必ず町に出現するわけでもないのでしょう？　それほど魅力的な取引ではないわね」

　ま、そうだろうな。言ってて僕もそう思う。

　だけどそのうち本格的な襲撃が始まったらやっぱり必要になってくると思うぞ。もちろんそれまで待ってはいられないが。

　しかしどんな得、ときたか。これはあれだな、代わりに何か要求があるってことかな。なんか少し笑ってるし。

　まあ、僕が思いつくことはひとつだけだけど。

「……じゃあ、さっき言ってたザビットとやらをなんとかしたら、協力してもらえますかね？」

「賢かしこい子は好きよ。話が早くて助かるから」

　意味ありげな笑えみを浮かべ、シルエットさんは足を組みかえる。チャイナドレスのような服のスリットから覗く綺麗な生脚が僕にはいささか目の毒だ。

「そういえば今思い出したんだけど、ひょっとして貴方、先日のプリムラ王国とトリハラン神帝国の戦争に関かかわってない？」

　おっと、そんな情報まで掴んでいるのか。まあ、誘ゆう拐かい現場に目もく撃げき者しやもかなりいたしな。

　別に隠かくすことじゃないので、プリムラ王国に肩かた入いれして、向こうの第二王子（本当は王女だったが）を誘拐、その後トリハランの元老院議長を捕ほ縛ばくしたことなどを包つつみ隠さず話した。のちのち、この二国にも協力を仰あおぐ予定であることも。

「転移魔ま法ほう……呆あきれたわね、そんな反則的な力まで使えるなんて。じゃあ、ザビットを誘拐してきて欲しいって私が頼たのんだら、叶かなえてくれるの？」

「不可能ではないと思いますけど、連れてきてどうするんです？　殺すんですか？　で、貴女が黒蝶パピヨンの首領に？」

　暗殺や窃せつ盗とう団だんなどの裏仕事をシルエットさんもやるというのなら、この人と関わるのを少し考え直す必要がある。

　黒蝶パピヨンは、紅あか猫ねこと違って義ぎ賊ぞくってわけじゃない。今さら清く正しくなどと言う気はないが、進んで自分がその片棒を担ぐようなことは御ご免めん被こうむりたいからな。

　僕の表情の変化を感じ取ったのか、シルエットさんはソファにもたれて、苦く笑しよう気味に手を振ふった。

「私が黒蝶パピヨンの首領に？　冗じよう談だんじゃないわ。私はね、逆にあっちの黒蝶パピヨンと決別したいのよ。正直に言うと、向こうが手を出してさえ来なければ、不ふ干かん渉しようを貫つらぬきたかったの。ザビットの馬ば鹿かが欲深く私の仕事まで手に入れようとしてるから、ややこしいことになっているけど」

「つまり、宿屋と娼館の経営だけでやっていきたいと？」

「いいえ。情報はお金になるから副業として諜報活動は続けるつもりよ。ただ、それを使って恐きよう喝かつとか窃盗とかをするつもりはないわ。そうね、悪徳商人や下げ衆す貴族の悪行を世間にばら撒まくようなことはするかもしれないけど」

　なるほど。完全に犯罪から足を洗うというわけではないようだが、まあ、それくらいなら許容範はん囲いかな。紅あか猫ねこのニアたちも同じようなことをしてるし。

「とりあえず向こうがシルエットさんたちに、手を出せないようにすればいいわけですね？」

「まあ、そうね。なにかいい手があるの、魔ま法ほう使つかいさん？」

「そうですね、簡単なのは『呪のろい』をかけるとか……」

「……一気に胡う散さん臭くさくなったんだけど。『呪い』って……」

　シルエットさんが微び妙みように眉まゆを顰ひそめた。わからないでもないけど、闇属性の魔法なら強制的な呪いをかけて、こちら側に干渉させなくすることができる。これが一番効果的だと思うんだが。

　向こうだって確実に呪いを受けると知っていれば、こちらに干渉はしては来るまい。

「そのザビットって奴がどこにいるか知ってますか？」

「知ってるもなにも。このカンターレにいるわよ。北区にあるこの都で一番高い塔とうに住んでるわ」

　シルエットさんが立ち上がり、壁かべのカーテンを開けると、夜の闇の中に煌びやかな光を放ちながら、町中に立つ高い塔が見えた。

　実はここに来る時、一度見ている。時と計けい塔とうかと思っていたが、違ったようだ。

　塔の形はあれに似てるな。明治・大正時代、浅草にあったっていう十二階建ての塔、凌りよう雲うん閣かく。歴史の教科書で見たことがある。

　まあ、凌雲閣はあんな風に派手にライトアップはされて無かったとは思うけど。

　しかしこんな近くにいたのか。

「犯罪集団のボスなのに、ずいぶんと派手なところに住んでますね」

「あいつにも表向きの商人としての顔があるもの。私だって表向きは娼館の女主人なわけだしね。都の人間はそんなことまで知らないのよ。自分に邪じや魔まな人間を次々と消してのし上がった悪党なのにね。この町の商人はみんな、あいつの顔色を窺うかがわないと生きていけないのよ」

　まさに暗黒街のボスみたいになってるのか。完全に私利私欲に塗まみれた悪党のようだな。『紅あか猫ねこ』のみんなとは大おお違ちがいだ。

「私の店で働く者の中にも、あいつに潰された家の者は多いわ。酷い子になると身体を焼かれた子もいるのよ。あいつにとってはお遊びのひとつだったのかもしれないけどね」

　悔くやしそうにシルエットさんがそう語っていた時、扉をノックする音がして、一人のメイドが『失礼します』と入室してきた。そしてなにやらシルエットさんに耳打ちして、すぐに退室していく。

「なんかありました？」

「さっきの奴らが吐はいたそうよ。やっぱりザビットの命令で襲ってきたらしいわ。基本的には脅きよう迫はく、あわよくば私を攫さらうつもりだったみたい。この館も燃やすつもりだったようね」

　犯人確定か。となると遠えん慮りよは無用だな。

「それじゃザビットって奴の特とく徴ちようを教えてもらえますか。見た目だけでいいんで」

「え？　えーっと、薄うすい髪と長い口くち髭ひげに金きん縁ぶち眼鏡をしてるわね。歳は三十過ぎ、体形は中年太り。黄金のステッキをよく持っているわ。あと目付きがいやらしい」

　最後のはシルエットさん限定だと思うが、それだけわかれば特定できるな。

　いつものように塔のマップを空中投とう影えいし、ザビットとやらを検けん索さくする。お、いたいた。さすがお山の大将、最上階の部屋にいるぞ。

　シルエットさんが空中投影された塔の見取り図に驚いているが、今はほっとこう。えーっと、距きよ離りがこれくらいで方角がこっちだから……大丈夫か。

「じゃあちょっと行ってきます」

「え？」

　シルエットさんの部屋から【テレポート】で、向こうの塔の最上階、ザビットがいるところへと瞬しゆん間かん移動した。

　視界が切きり替かわり、旨うまそうな厚切りのステーキを食べようとしていた、頭とう髪はつの薄いおっさんと目が合う。

「なっ、なっ、なっ」

　鼻の下からナマズのように伸びた二本の長い髭と趣しゆ味みの悪い金縁眼鏡。中ちゆう華か風ふうの長袍チヤンパオのような服をきているこいつがザビットとやらなんだろう。両りよう脇わきに色っぽい薄うす着ぎのお姉さんを侍はべらせて、うらやま……いや、それはどうでもいい。

　こいつをザビットと断定した僕は、有う無むを言わさず襟えり首くびを引ひっ掴み、再び【テレポート】でシルエットさんの部屋へとそいつを連れて戻る。

「ぐあっ!?」

「きゃっ!?」

　床に投げ出されたザビットの声と、突とつ然ぜん現れた僕らに驚おどろいたシルエットさんの声が重なる。

　はい、誘ゆう拐かい完かん了りよう。ここまで五秒ほどしかかかっていない。

　慣れてきたよね、ホント……。こっちの世界って結界技術がほとんどないから転移し放題なんだよなあ。このままでは誘拐王になってしまう。

「なっ、なんだ貴様は!?　こ、ここはどこだ!?　私を誰だと思っている!?」

　攫ってきたザビットは、肉を刺さしたままのフォークを僕へ向けて、真っ赤な顔で怒ど鳴なり散ちらす。

　その目がシルエットさんを捉とらえると、狼狽うろたえながらも怒りを滲にじませた声で、彼女に対し口を開いた。

「そうか、これはお前の仕し業わざか。馬鹿な奴だ。黙だまって私に従っていればその地位を任せてやったものを。わざわざ身の破は滅めつを招くとはな」

「何度も言うように、あんたなんかの下で働く気はないの。これが最後の通告よ。二度と私たちに関わらないで」

「ふん、黒蝶パピヨンの首領は二人も要いらぬ。従わぬなら消すまでだ。おい、そこのお前！」

　唐とう突とつに声をかけられ、思わず自分を指差してしまった。え、僕ぼく？

「この女を始末しろ。金も女も好きなだけやる。私の側近にも取り立ててやるぞ。黒蝶パピヨンの幹部にしてやるから、」

「けっこうです」

「ぐほぁ!?」

　抜き放ったブリュンヒルドでザビットの土手っ腹に麻ま痺ひ弾だんを撃うち込む。全身が麻痺したであろうザビットは、顔面から床に倒たおれこんだ。

「こ、殺したの？」

「麻痺させただけです。生きてますし、意識もありますよ。指一本動かせないでしょうがね」

　倒れたザビットを仰あお向むけにすると、目だけが小刻みに動いていた。意識はあるから僕らの声も届いているはずだ。しゃがみ込み、そいつの目を覗き込みながら、なるべく感情を殺した声で僕は告げる。

「おい、よく聞け。今からお前に『呪い』をかける。なに、約束さえ破らなければ、なんにも被ひ害がいはない。いいか、二度とシルエットさんのところに手を出すな。お前だけじゃない。お前の部下も全員だ。一人でも関わったなら、『呪い』が発動し、お前の身体は少しずつ麻痺していく。やがて心臓まで麻痺したら……どうなるかわかるな？」

　ザビットの目に恐怖の色が浮かぶ。どうやらちゃんと内容を理解しているようだ。

「もちろん、なにも関わらなければ麻痺が進行することはない。普ふ通つうに生きていくことができるだろう。気をつけろよ？　お前が知らずに部下が勝手にやったことでも、あるいは誰かに頼んでも『呪い』は発動するからさ。ちゃんと言い聞かせなよ？」

　呪いの内容は『シルエットさんたちに関わらない』。これだけだ。さほど厳しい呪いでもない。この都を出ていくだけでもかなりその確率は減るしな。

「【闇やみよ縛れ、彼かの者の罪に罰ばつを与あたえよ、ギルティカース】」

　呪いの魔法が発動し、ザビットの額に紋もん様ようが浮かび上あがる。呪われた証あかしだ。

【リカバリー】をかけて【パラライズ】を解除する。跳はね起おきたザビットは怒りと恐怖に満ちた目を僕に向けてきた。

「き、貴様、私に何をした！」

「だから『呪い』をかけたって言ったろ。それよりいいのか？　ここにいても？　それだけで『関わっている』ことになるんだぞ？」

「の、呪いだと？　な、なにを馬鹿な……う、うあ！　ゆ、指が！　指の感覚が！」

　右手の親指を左手で握にぎりながら、真っ青な顔になるザビット。もう発動したか。ま、そうなるとわかってやりましたが。これで文字通り身に沁しみてわかったろ。

　もう用は済んだし、充じゆう分ぶんな脅しになったろうから、【ゲート】で元居た塔の部屋へと転移させて、ザビットを帰した。

　任務完かん了りよう。

　あいつはこれからシルエットさんたちに関わるわけにはいかないし、部下なども関わらないようにきちんと管理する必要がある。

　さらに言うならその『呪い』の内容を知られたら、わざとシルエットさんに関わってザビットの『呪い』を発動させようとする裏切り者が出ないとも限らない。よほど信しん頼らいできる者にしか『呪い』のことは話せないはずだ。そんな者があいつにいるか怪しいもんだけど。

「とまあ、こんなとこですかね。これで二度とあいつがシルエットさんたちに関わってくることはないでしょう。黒蝶パピヨンの首領の座にいる限り、逆に必死で無関心を決め込んでくると思いますよ」

　しばらくポカンとしていたシルエットさんだったが、やがて状況を把は握あくできたのか、小さく頷うなずいた。

「確かに『呪い』ね。これで黒蝶パピヨンは私たちに手を出すことができなくなった。逆に関わりたくないから避さけてくれるでしょうね……。まったく……私が頭を悩なやませていた問題を、あっさりと片付けてくれたわね」

　感心したような呆れたような声をシルエットさんが漏もらす。この反応にも慣れてきたよ、もう。

「それじゃ約束通り、僕らに協力してもらえますか？」

「もちろんよ。できる限りのことはさせてもらうわ」

　よし。これでこの世界における広域の諜ちよう報ほう機関に繋つながりができたぞ。あとは出現した変異種を討とう伐ばつする実動部隊だな。

　こっちにはバビロンがないしなあ。さて、どうしたものか……。

「ところでこの後はどうするの？　よければ下で遊んでいく？　貴方なら貸し切りにしてもいいわよ？」

「下で遊ぶ？　貸し切り？」

　一いつ瞬しゆん、シルエットさんがなにを言っているのかわからなかったが、彼女の悪戯いたずらめいた微笑みに気付き、僕の脳のう裏りに先ほどのパラダイスが甦よみがえった。

「なんなら私が相手をしてもいいけど……？」

　胸をぎゅっと強調させるポーズでシルエットさんがにじり寄ってくる。ぬおっ、この破は壊かい力りよくは凄すごい！

「い、いやっ、もっ、もう遅おそいので今日はこれで失礼しますっ！　詳しいことはまた後日！　それではお休みなしゃい！」

「あら、残念」

　からかうような蠱こ惑わくめいた眼まな差ざしと、含ふくみ笑わらいを背中に受けて、僕は【異空間転移】で表世界へと帰き還かんした。

　お色気過多のお姉さんタイプは弄もてあそばれている感じがして苦手だなあ……。

　嫌きらいではないけど。それはハッキリと言っとく。嫌いではないけど。大事なことなので二度言いました。

　…………はあ。
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　シルエットさんを付つけ狙うザビットとやらに『呪い』をかけてから数日後。

　黒蝶パピヨンの裏仕事を牛ぎゆう耳じっていたザビット……いや、その配下も含め、シルエットさん側を除く全ての黒蝶パピヨン関係者が商業都市カンターレから姿を消した。

　まあ、同じ町にいるだけで、シルエットさん側と関わる可能性は高いわけだからな。気持ちはわかる。

　煌きらびやかだった凌雲閣に似た塔も、住む人を失ってその光を失ったようだ。

　しかし、また新たな持ち主を得て、元の光を取とり戻すのも時間の問題だろう。この都市には多くの商売人が存在しているのだから。

　ちなみにシルエットさんは、ザビットの居城だったあの塔に移る気はさらさらないらしい。

　シルエットさんたち、元・黒蝶パピヨンの構成員たちは、新たに『黒くろ猫ねこ』と名を変え、活動していくことになった。

　ニアたちの『紅あか猫ねこ』と被ってるだろ、と思ったが、どうもそれを意識して名付けたようだ。そういや、シルエットさんの部屋に黒猫がいたっけ。あいつからも名付けられているのかもしれない。それとも単なるライバル心からだろうか。

　改めて『黒くろ猫ねこ』となったシルエットさんに、僕はいくつかの感知板タブレツトを渡わたす。

「これが、変異種……黄金の怪物の出現を予測できる魔道具なの？」

「はい。方角と距離、出現数と出現予測時間ですね。それにより、避難や迎げい撃げきができるようになります。これをシルエットさんの配下がいる宿屋や娼館に置かせてもらって、もし反応があったらすぐさま連れん絡らくしてほしいんですよ」

　黒く薄い板状の感知板を持って、いろいろと確認しているシルエットさんに説明する。

　感知板タブレツトよりも、そのあとに渡した量産型スマートフォンの方が驚かれたが。まあ、シルエットさんのはまだ僕しか電話の登録をしてないけど。

　このあと紅あか猫ねこのニアたちにも渡すつもりだが、ニアのやつはどうもシルエットさんに含むところがあるみたいだから、電話なんかしないだろうなあ。

　紅あか猫ねこ副首領、エストさんなら電話しそうだけど、エストさんとシルエットさん、この二人の会話は策略めいてたり、腹黒そうだったりであまり、楽しそうじゃない。

「約束だし、こんなものをもらってしまっては協力せざるを得ないわね。世界の危機ってのもあながち嘘うそでもなさそうだし。黄金の怪物の出現を捕捉できたときは、必ず連絡するから安心して。――――と言うわけで、私たちの間には何もないから、そろそろ警けい戒かいを解いてほしいんだけれど。お嬢じようちゃんたち？」

　からかうような口調とともに、シルエットさんは僕の両サイドにいるユミナとルーに視線を向けた。二人とも僕の腕うでにしがみつき、べったりと離はなれない。

「貴女が悪い人ではないことはわかっています。けれど、私たちにとって危険な存在なのは間ま違ちがいありませんので、一応」

「私わたくしたちの冬夜様を淫いん楽らくの館で骨ほね抜ぬきにされてはたまりませんからっ！　とと、というか、あ、貴女、いろいろ露出し過すぎじゃありませんことっ!?」

「冬夜君、愛されてるわねぇ」

「いや、ははは……」

　二人に挟はさまれた僕は苦笑いするしかなかった。

　先日、『月光館』から表世界に帰ったときに、みんなに香こう水すいの移うつり香がや、頬のキスマークなどを指し摘てきされ、散々説教された。

　なんとかわかってもらえたものの、裏世界へ行くとき（とくにシルエットさんと会うとき）は、数名を同どう伴はんとして連れて行くこと、と決められてしまったのだ。

　信用ないのかなあ……。まあ確かに、ここに来ると妙みようにそわそわしてしまいますが！　そこらへんを見み抜ぬかれたのかもしれない。仕方ないッスよ、男の子だもん……。

「ま、彼かれ氏しを心配する気持ちはわからなくもないけど……ははあ、貴方たち『まだ』なのね？　なら見られるのが好きって客や女の子もいるから、よかったら見学していく？」

「ふえっ!?　けっ、見学っ!?」

「け、見学って何を!?　ナニを!?」

　両サイドの二人の顔がみるみるうちに真っ赤になっていく。ぷしゅーっ、と音を立てて煙けむりを吹ふき出だしそうだ。

　それを見て、シルエットさんがニヤニヤとした笑みを浮かべている。完全にからかって遊んでいるな。
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　二人とも箱入りのお姫ひめ様さまなんだから、あんまりその手のことに耐たい性せいがないんだよ。元いた世界のように、アダルトなＤＶＤなんかがあるわけじゃないんだし……はっ！

　シルエットさんに渡した量産型のスマホに思わず視線を向ける。ひょっとしてヤバイ人に渡してしまったかしら……。

　録画した動画を再生できる魔道具を売り出したら世界規模で売れそうだな……。エロパワーはカネになるからなあ。……まあ僕はそういったＤＶＤとか観みたことないですけどね。未成年ですから！

　おっと、それより二人を落ち着かせないと。このままではホントに煙を吐いてしまう。

「初うい々ういしくていいわねえ」

「あんまりからかわないで下さいよ。二人とも純真なんですから」

「あら、私は純真じゃないみたいな言い方ね？」

「純真なんですか？」

「まさか」

　なんてやりとりをして、とりあえずまだ顔が赤い二人を連れて『月光館』をあとにした。さて、あとは紅あか猫ねこのところか。こっちはこっちで面めん倒どうなのがいるからなあ……。










「へえ、冬夜のくせに婚こん約やく者しやとかいたのかよ。しかも二人もか？　やるじゃんか、オイ！　この色男！」

　やっぱり食いついてきやがった。目をキラキラさせて、ニアが野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しの近所のオバちゃん状態だ。うざっ。

　つーか、『冬夜のくせに』ってどういうことだ、オイ。しつれーな。

「正確には私たちを含め、全部で九人のお嫁よめさん予定の娘こが冬夜さんにはいますよ？」

「九人!?　お前、もらい過ぎだろう!?　王様かよ！　って、王様だっけか……ならそっちの世界ではアリなのか？」

　ユミナの返しに、ニアが赤いツインテールを揺ゆらしながら、腕を組んで首を捻ひねる。

　いや、表世界でも多い方だけどね……。イグレットの国王陛下でも奥おくさん七人だし。もう死んだが、サンドラの豚ぶた王おうは二十人以上いってたらしいけどな。

「それよりも、この『スマートフォン』という通信機器を本当にいただいてもよろしいのでしょうか？　我々としては助かりますが……」

「はい。いざというときのために持っていて下さい。地図機能や計算機能、メモ機能などがあるので便利ですよ」

　エストさんが、先ほどまで見ていた取とり扱あつかい説明書から顔を上げて尋たずねてきた。その横で、ポニテ少女のユニとふんわりウェーブのユーリが、互たがいのことを自分のスマホで写真に撮とってはしゃいでいる。

　紅あか猫ねこのアジトがある廃砦で、僕らはニアたち四人に量産型スマホを渡した。今日の目的はそれがメインだが、それとは別に実はもうひとつある。

「そのかわり、と言ってはなんですが、協力してもらいたいことがあるんですが」

「なんでしょう。我々にできることであれば協力は惜しみませんが」

　本来ならこういう話は首領であるニアとするべきなのだが、ま、問題あるまい。紅あか猫ねこの実権はエストさんが握っているようなもんだしな。

　テントの外に出て、【ストレージ】から軽自動車並みの大きさで、卵を横にしたようなものを四つ取り出してみせる。

「これは……」

「『フレームユニット』と言います。ユミナ、ルー頼めるかい？」

「はい。わかりました」

「お任せですわ」

　慣れた手つきで二人がフレームユニットのハッチを開け、中へと乗り込む。やがてユニットから低い起動音が発せられ、前方の空中に平原の風景が大画面で映し出された。ふむ、平原ステージか。

　その平原の何もない空中から、白騎士シヤインカウントと黒騎士ナイトバロンが現れ、仮想の大地に降り立つ。ユミナが白騎士シヤインカウントで、ルーが黒騎士ナイトバロンか。城に置いてあるのとは違ちがって、このユニットには専用機ヴアルキユリアのデータは入っていないからな。

「うおお！　巨きよ大だいゴレムだ！」

「あれは……先日の……！」

「な、なんなんッスか!?　あれ!?」

「ふえぇぇ……」

　ニアたちは四者四様の驚きを見せている。周りにいた紅あか猫ねこのメンバーたちも、口を開きっぱなしにして空中に浮うかぶ画面に釘くぎ付づけになっていた。

「これは『フレームユニット』と言います。見てお分かりのように、フレームギアを練習するための訓練装置です」

　画面の中で、フレームギア同士の戦せん闘とうが始まる。

　ユミナの白騎士が繰くり出す剣けんを、ルーの黒騎士が盾たてで受け止めた。そのまま半回転して勢いをつけた黒騎士の斧槍ハルバードを、今度は白騎士がしゃがんで躱かわす。

「これをお貸ししますので、砦とりでの人たちに訓練……いや、遊ばせてあげて下さい」

「これを？　それは我々にあれに乗って戦え、と言うことですか？」

「そんな機会が来なければいいんですけどね……。たぶん必要になってきますよ。守りたいものを守るための力は、あって困るもんじゃないと思います」

　僕の言葉にエストさんは画面を見ながら考えていたが、やがて頷いてくれた。

「とりあえず、今は娯ご楽らくの道具として借り受けましょう。その技術を学べば、先日のような無力さを感じないですむかもしれませんし」

　エストさんに、ノートほどの厚さがあるフレームユニットの取扱説明書を渡す。フレームユニットの、というか、フレームギアの動かし方のマニュアルだが。

　画面の中で繰り広ひろげられた戦いは、黒騎士に乗るルーの勝利で終しゆう止し符ふが打たれた。近接戦闘ではやはりルーの方が上か。

　といっても僅きん差さだ。あそこまで互ご角かくにやり合えるのは、ユミナの例の能力が進化してきているのかもしれない。

　未来を予知する先読みの力。まだあやふやなものっぽいけど、使いこなせるようになったらかなり強力な武器になるだろう。

　彼かの女じよだけじゃなく、僕の眷けん属ぞくとなった他の八人にも、何かしら変化が起きているかもしれないな。

　フレームユニットのハッチが開いて二人が外に出てくる。

「よっしゃ、次、あたし！」

「あ、ニアはやっても意味ないかもしれないから、無理にやらなくてもいいぞ」

　勢いこんでフレームユニットに向かうニアに対し、僕がそう声をかける。水を差されたニアが怒りを含んだ声でこちらを睨にらみつけてきた。

「お前、あたしをバカにしてんのか!?　あれぐらいあたしにかかればすぐに……」

「違う違う、そうじゃなくて。エルカ技師がうちの博士とゴレムを元にした新しいフレームギアを開発してるんだよ。まったく別なモノになるみたいで、古代機体とでしか動かせないみたいなんだ。で、ニアにはルージュとそっちに乗ってもらいたいから、フレームユニットで練習する意味があまりないかな、と」

　ニアの背後にいる、子供の背せ丈たけほどの赤いゴレムに視線を向ける。『王おう冠かん』と呼ばれる、あの古代機体レガシイの力を活いかせるようなものができるといいんだが。

「別にそれはそれで、あたしがこれを使っちゃいけないってわけでもないんだろ？」

「まあ、そうだけど。単に遊ぶ分には」

「じゃ、いいじゃんか。おい、ルー。やり方教えてくれよ！」

　さっさとニアはルーを引っ張っていき、フレームユニットに乗り込んでしまう。

「なんというか、豪ごう快かいな方ですね」

「基本、バカらしいからな。エストさんに言わせると」

　ユミナの感想に、僕は腕を組んでため息とともにそう答える。

　ユニとユーリも楽しそうにニアに続き、フレームユニットの横に立つルーを指導員として、四人が操あやつるフレームギアが四機画面に現れた。

　まずは基本動作の前進、後退、ジャンプ、しゃがみなどをルーの指示で繰り返かえしている。まだ危なっかしい動きだが、そのうち慣れてくるだろう。うちの騎き士し団だんの連中もそうだったし。

　あとはプリムラ王国とトリハラン神帝てい国こくの王様たちにスマホを渡しに行くか。あ、ついでだから、プリムラ王国にセントラル導師……おっと、もうパレリウス女王か。を、連れていってあげようかな。

　今いま更さらだけど、同じ先祖を持つ一族が別々の世界でそれぞれ王家を築いたってのもすごい話だよね。

　五千年の時を超こえて再び出会う……っていうと壮そう大だいな感じもするが、それだけ経たってるともはや赤の他人とも言えなくもない。

　そう言えばエルカ技師が、プリムラ王国の国王陛下は先祖代々伝わる、『石板』とやらを持っていて、僕なら解読できるかもしれないとか言ってたような。ついでにそれも見せてもらうか。

　画面の中で追いかけっこを始めたフレームギアを見ながら、僕はそんなことを考えていた。







◇　◇　◇







「初めまして、アレリアス・パレリウスが末まつ裔えい、パレリウス王国女王、セントラル・パレリウスと申します」

「ようこそプリムラ王国へ、セントラル殿どの。レリオス・パレリウスが末裔、プリムラ王国国王、ルディオス・プリムラ・パレリウスです」

　二人のパレリウス姓せいをもつ人物が固く手を握る。

　レリオス・パレリウスはアレリアス・パレリウスの次男であるから、つまるところ、二人ともアレリアス・パレリウスの子孫だということである。

　五千年の時を超えて子孫同士が今出会ったわけだ。

　プリムラ王国には、セントラル女王の警護として何人かの騎士と、パレリウス老の四高こう弟ていの子孫の一人、赤髪の西の都代表、ミリー・ウエストさんを連れてきている。

　ま、連れてきたと言うより、彼女に連れて行けと言われたんだが。見知らぬ土地、それも異世界に、自分たちの代表を行かせることを心配しているだけなんだろうけど。

　言葉の方は僕が翻ほん訳やく魔ま法ほうをかけたので問題はない。

　ちなみに今回における僕のお供兼けん監かん視し役やくは、八や重え＆ヒルダの剣けん士しコンビになっております。

「時と世界を超えて同じ祖を持つ我々が出会えたのも、冬夜殿のおかげだな。礼を言う」

「いえいえ。ほとんど成り行きですから。パレリウス王国の方々には元々こちらの世界のことを伝えてましたし」

　プリムラ国王の言葉に手を軽く振って返す。そうなんだよなー、そろそろ他の王様たちにも裏世界のことを伝えないといかんよなあ。僕らだけの問題じゃないんだし。

「こちらはアレリアス様の残した文ぶん献けんと魔法書です。これは複製したものですので、どうぞお受け取り下さい」

「これはご丁てい寧ねいに。時空魔法の基き礎そ理論ですか。これは研究しがいがありますな」

　時空魔法はいわゆる六属性、無属性とは一線を画した魔法である。魔道具として発動させる方向へ持っていくことにより、適性無しの人間でも使えるように考えられていた。その極きよく致ちがあの次元門なのだろう。

　この世界にも僕の【ストレージ】のような、収納魔法の付ふ与よがかかったアイテムが存在するしな。

　商人のサンチョさんが持ってた『ストレージカード』だったか。あれもおそらくはパレリウス老の次男であるレリオスが、時空魔法の一部を伝えたのではなかろうか。

　事実、他の国と比べてプリムラ王国は魔法の研究に熱心な国であった。とは言え、それでも表世界の魔法文明には届かないレベルではあったが。

『紅あか猫ねこ』のニアたちに渡したのと同じ、こちらの世界の文字に翻ほん訳やくした初級魔法書をプリムラ王国にも渡してある。うまいこと活用してもらいたい。

「それはそうと、セントラル殿と冬夜殿、お二人に見てもらいたいものがあるのだが……」

　プリムラ国王陛下が目配せをする。と、後ろに控ひかえていた初老の執しつ事じが、木製の箱を僕らの目の前のテーブルに静かに置いた。

　大きさはＡ４サイズ（二一〇×二九七）くらい……画集ほどの大きさだろうか。桐きりの箱のようなそれを国王陛下が開くと、中には敷しき布ふの上に納められた、真っ黒い石板が現れた。

「これは……」

「我わが王家に代々伝わる物でしてな。レリオス・パレリウスが遺のこしたものらしいのだ」

　形は長方形。石板の表面はツルツルに磨みがかれたように輝かがやいていて、真上から覗のぞき込むと、僕の顔が鏡のように映って見えた。一体これはなんだろう？

「鏡……ではないですよね？」

　僕の横から覗き込んだヒルダが首を捻る。鏡としても使えそうだが、おそらくは違うだろう。

　それを聞いたプリムラ国王は軽く笑いながら石板を取り出し、セントラルさんに手て渡わたす。

「手に取って魔ま力りよくを流し込んでみるとよろしい」

「魔力を？　……あっ！」

　セントラルさんが厚さ一センチほどの石板を手に取って魔力を流すと、石板に赤く輝く楔くさび形がた文字のようなものが浮かび上がった。

　やがてそれが一いつ旦たん消え、再び現れる。現れた文字は楔形文字だが、先ほどとは違うものだ。また消えて、また現れる。どうやら何個かの文面を順番に表示しているようにみえる。

　これはあれか、冒ぼう険けん者しやギルドの通信に使う魔道具アーテイフアクト、『伝文の書』と同じようなものか？

「代々王位を継つぐ者にこの石板は受うけ継がれてきた。この石板に浮かび上がる文字は建国王レリオスしか読めなかったと伝えられ、内容がまったくわからないのだ。レリオスの居た異世界の文字ではないかと言われているのだが……」

　なるほど。だから僕たちに見せたのか。しかしこんな文字は初めて見たぞ。僕らが普ふ段だん使う世界共通語でもないしな。

「冬夜殿、この文字に見覚えは？」

「いえ……。これって古代魔ま法ほう言語でも古代精せい霊れい言語でもないし……ちょっと見たことがありませんね」

　レリオス・パレリウスが使っていたってことは、五千年前の言語なのかもしれない。仕方ない、また博士に来てもらうか。いや、『図書館』の管理者、ファムの方が確実かもしれない。だけどあいつ、『図書館』に引きこもっているからなあ……。

　そんなことを考えていた僕に、セントラルさんが静かに口を開く。

「これはパレリウス島に伝わる古代文字です。時の賢けん者じや、アレリアス・パレリウスが一部の秘ひ匿とく文書に使っていたという言語で、元は名も無き少数民族の言語であったと伝えられています」

「なんと！　で、ではセントラル殿はこの文面を読むことができるのか!?」

「はい。私だけではなく、四高弟の一族の者も読めるはずです。ミリー、どうですか？」

　セントラルさんが横に座すわるミリーさんに石板を手渡す。

「……はい。いささか文面の構成や、なんと訳せばいいのかわからない箇か所しよがありますが、大体の意味は掴つかめます。おそらくそう間違えてはいないかと」

　プリムラ王国の建国者、レリオスはアレリアス老の息子むすこだったわけだから、その文字を使っていてもおかしくはない。しかし、そこまでして秘匿する内容とはいったいなんなのか。

「一見すると何かの記録……いえ、日記のようにも見えますね。……？　水すい晶しようの悪あく魔ま……これはフレイズのことでは……！」

「フレイズ!?　フレイズのことが書かれているんですか!?」

「おそらく……。ところどころ表現が難しく、少し時間をいただければ解読できるかと……」

　ミリーさんがそう発言すると、プリムラ国王が数枚の紙の束をテーブルに置いた。

「これは石板に記された文字を複写したものだ。使ってくれ」

「助かります。筆記用具をお貸し下さいますか？」

　ミリーさんは紙に書かれた文字を目で追い、ところどころ何か書き込みながら、表情を険しくしていく。

　同時にセントラルさんも石板の文字を読みながら、一人頷いたり驚いたりしている。読むことのできない僕らはただそれを眺ながめているしかなかった。

　くそう、せめて言語名がわかれば解読魔法が使えたかもしれないのになあ。

　数十分後、書面から顔を上げたミリーさんは、神しん妙みような面おも持もちで紙の束をプリムラ国王へと渡した。

　国王陛下はそれを真しん剣けんな目で読みながらも、きちんと読み終わった紙を僕の方へと渡してくれた。

　確かにこれは日記とも言えるし、記録とも言えるもののようだ。察するにこの石板は、プリムラ王国の建国王レリオスの日記帳のような物だったのだろう。

　僕はレリオス・パレリウスの辿たどったその奇き妙みような足跡を読み進めた。










パルテノ暦二〇一五年　水天の月　第一九日




■水晶の悪魔の軍勢は、すでに東の都を壊かい滅めつさせ、帝てい都とへと向かっているという。兄は生前の父の命に従い、一門の者や知り合いの者たちを連れて、先に『島』へと渡ることになった。あの『島』で結界を発動させれば水晶の悪魔も手を出すことは不可能だろう。その代だい償しようとして、島の人間は外の世界と隔かく離りされてしまうが、もはやそんなことを言っていられる状じよう況きようではないのだ。生き残る方法があるのだから、それを選ばない手はない。しかし自分たちだけが生き残るためのこの選せん択たくに、私は未いまだ罪悪感を覚える。




・

・

・




パルテノ暦二〇一五年　水天の月　第二一日




■父が生しよう涯がいをかけた『門』が眠ねむる『島』へ、私も早く行くべきなのだろう。しかし今、国を離れるわけにはいかない。私にもやらなければならないことができた。異界からの来訪者だという『彼』とあの従者たちの協力があれば、可能性はあるはずだ。もしかしたらあの悪魔たちを追おい払はらうことができるかもしれない。一いち縷るの望みだが、私はそれに賭かけてみようと思う。『白』と『黒』の主人である『彼』の力を信じよう。




・

・

・




パルテノ暦二〇一五年　地導の月　第三日




■『彼』の絶望により、『黒』と『白』の力が暴走、結果的には水晶の悪魔の大半は我らの世界より追い出された。だがその後、起動した力の歪ゆがみに巻き込まれ、私は世界を越こえてしまった。家族を向こうの世界に残して。父が望んだ異世界への転移を私は偶ぐう然ぜんにもしてしまったのだ。もう二度と向こうへは帰れないのだろうか？




・

・

・




パルテノ暦二〇一五年　地導の月　第五日




■残念だ。この世界は私たちの世界より魔法による技術が遅おくれている。私は見知らぬ世界へと一人で投げ出された。言葉も通じず、途と方ほうに暮れる。常に元いた世界のことばかり考えてしまう。隔離された島に移住した兄やみんなは無事なのだろうか……。




・

・

・




パルテノ暦二〇一五年　光輪の月　第一七日




■私はプリムラ族という部族に仲間として迎むかえられた。たまたま魔獣に襲おそわれていた娘を助けたら、それが族長の娘だったのだ。この世界では魔法はあまり発展していない。父の足あし下もとにも及およばないが、私とてそれなりの魔法は使える。それが彼かれらにとって不思議な技のように見えるらしい。変な話だ。こちらからすれば、機械の人形を操る彼らこそ不思議そのものであるのに。彼らは勇ゆう敢かんであり、恩義を忘れず、親切であった。しばらく厄やつ介かいになることにしよう。やはり一人でいるのは辛い。




・

・

・




パルテノ暦二〇一九年　宵よい闇やみの月　第六日




■プリムラ族とザラザ族との争いはプリムラ族の勝利で終わった。これでプリムラ族がこの土地の盟主となる。いつの間にか私は部族の間を取り持つ調停者のような役目を与えられ、やがてプリムラ族の族長の娘を妻に迎えた。新たな族長となった私は、周辺の部族をまとめ、プリムラ王国を建国した。それはいつか『島』から来るかもしれない同どう胞ほうたちを受け入れる場所を作りたかったのかも知れぬ。兄や同胞たちともう一度会いたい。そう願いながら私は今日も生きていく。




・

・

・




パルテノ暦二〇五一年　火翼の月　第一七日




■私の子の世代か、孫の世代か、さらにその先の世代か……いつの日かあの『島』に閉じ込められた同胞たちが『門』をくぐり、この世界へとやってくるかもしれない。どうかプリムラの民は彼らを受け入れてほしい。この世界の迷い子は私一人で充じゆう分ぶんである……。




・

・

・










　紙の束をテーブルに置いてため息をつく。この日記が本当なら、レリオスは五千年前、フレイズ追放時の事故によってこちらの世界へ飛ばされたわけだ。

　彼の兄や同胞たちは世界が救われたことも知らず、『島』に結界を張り、世界と隔離された。五千年もの長きに渡り、巨きよ獣じゆうたちと戦いながら生き延びることを余よ儀ぎなくされて……。

　パレリウスの一族は辛い運命を辿ってきたんだなあ……。

　てっきり僕ぼくはパレリウス老が死ぬよりも先に、レリオスが異世界へ渡ったと考えていたのだが、違ってたな。

　しかしそれよりも気になっていたことを、僕はプリムラ国王陛下に尋ねてみる。

「この文章の中にある『白』とか『黒』とかってのはひょっとして……」

「うむ。おそらくはゴレムのことだろう。『黒』とは『黒』の王冠、『クロノス・ノワール』。『白』についてはわからぬが、同じく『白』の王冠ではないかな」

　やっぱりか。パレリウス老は世界を越えてきたこの二体のゴレムと、そのマスターである『彼』に出会い、時空門のヒントを得たんだ。そしてパレリウス老はそれを完成させることなく亡なくなり、その長男は門の眠る島へ隔離され、次男は異世界へと飛ばされた……。

「しかし冬夜殿。この記録によると、『白』も『黒』も向こうの世界……つまり我々の世界に残されたことになるはずでござるが……」

「うん……。たしか『黒』の王冠とそのマスターはこっちの世界にいるって聞いたけど……」

　紅あか猫ねこのユーリが確かそんなことを言っていた。当代の『黒』のマスターは首領であるニアのライバルとか。

　僕らの世界に残された『黒』の王冠がどうやってこっちの世界に戻もどって来たんだ？　レリオスと同じように事故で飛ばされて来たのだろうか。それとも『黒』の王冠はそういった能力を持っているのだろうか。

　そして『白』の王冠はどうなったのだろう。『白』の王冠が世界の結界を修復させたというのなら、探さない理由はない。

　それと『黒』の王冠とそのマスターにも会ってみる必要があるかもしれない。

「『黒』の王冠は今どこに？」

「さあ。つい先日、マスターとともにこの国へやってきたのだが。エルカ技師のことを話したら、矢のように飛び出して行ってしまったのでな」

「エルカ技師のことを？　……なんでまた？」

「おや？　エルカ技師から聞いていないのか？　『黒』の王冠のマスターは彼女の妹だぞ」

　はあ!?　おいおい、聞いてないぞ……。そういうことは先に言っとけよ！

「冬夜殿のことも話したから、ひょっとして……」

　プリムラ国王の言葉を遮さえぎるように懐ふところのスマホが着信を知らせる。プリムラ国王に断りを入れてから電話に出ると、ドラクリフ島の白しろ銀がねからだった。

「もしもし。白銀か？」

『お忙いそがしいところ申し訳ありません、冬夜様。少々困った事態になりまして……』

「どうした？」

『は。島へ侵しん入にゆう者しやが現れたのですが、冬夜様を出せと暴れております。黒いゴレムを連れた子供で「お姉ちゃんを返せ、誘ゆう拐かい犯はん！」と今にも結界を破り、突とつ入にゆうしてきそうな勢いで……』

　え？　なんで誘拐犯になってんの、僕？

　あ、いや、そりゃ何回かはしてますけど。最近もしたしな……。

　っていうか、侵入者ってエルカ技師の妹さんで、『黒』の王冠のマスターか？

『噂うわさをすれば影かげがさす』ってか。まさか向こうからやってくるとは。とりあえず白銀に待ってもらうように伝えてくれと頼たのみ、電話を切った。

　こりゃエルカ技師を連れてこないといかんな。なんか怒おこっているみたいだし。しかし誘拐犯とは失礼な。向こうが逆についてきたがったんだぞ。

　うーむ……赤と青と紫むらさきと、『王冠』のマスターで、今までまともな奴やつに会ったことないからなあ。会って大だい丈じよう夫ぶだろうか。ちょっと不安だ……。







◇　◇　◇







　ドラクリフ島の砂すな浜はまに、何なん匹びきかの竜が倒たおれている。どれもこれも死んじゃいないようだが、気絶させられるくらいはダメージを食くらったようだ。

　砂浜から島の中央部へ侵入者を拒こばむ結界（もちろん竜たちは通れる）の前、倒れた竜の上に、彼女は腕うでを組んでふんぞり返っていた。

　白いブラウスに襟えり元もとには少し太めのリボンタイ、黒の腰こし高だかな吊つりスカートに黒いタイツ姿の少女だ。その後ろには従者のように控える長いマフラーをした小さな黒い騎士型のゴレム、そしてさらにその横には申し訳なさそうにしている菫すみれ色いろの髪をショートカットにしたメイドさんがいた。なぜにメイド連れ？

　子供とは聞いていたけど、小さいな。スゥ……いや、うちのメイドのレネより小さいだろ。五つか六つか？

　その割には王者の風格というか、そんなものを漂ただよわせて、ふてぶてしい表情でこちらを睨んでいる。

　僕らは山の中腹にある屋や敷しきから【ロングセンス】で見ているので、向こうからは見えないはずだが。

「あれが妹さん？」

　僕の返事に答えず、エルカ技師は空中に投とう影えいされた映像を見てこくこくと頷うなずく。あれ、なんか汗あせがすごいんですけど。ビビってる？

「とにかく、話をしに行こう。エルカ技師が話せばわかってくれるだ、」

「いやっ！」

　……食い気味に否定してきたな。さらに庭の木にしがみついて、そこから絶対動かないって意思を示してきた。

「絶対怒られるもん！　あの子怒ったら怖こわいんだから！　冬夜君も一度怒られてみればわかるよ！」

「子供か!?」

　半泣きになりながら木にしがみついてイヤイヤと首を振ふる姿をみると、とても画面に映る子の姉とは思えない。姉と妹、逆なんじゃないのか？

　その場にいた僕と八重、そしてヒルダがそれぞれ困った顔を見合わせる。歳上の女性にこんな風に駄だ々だをこねられると、なんともやるせない気持ちになるよな。

『おい、どうするよ』という意味を込めて、エルカ技師の傍にいる狼おおかみ型ゴレムのフェンリルに視線を向ける。

『むう。マスターは妹御に弱くてな。さらに今回は何も知らせず旅に出て、一いつ切さい連れん絡らくもしなかった故、かなり怒っていると思われる。こうなっても仕方がないのだが……』

「一切連絡をしてなかったって……なんででござる？　ちゃんと旅先から手紙のひとつでも送れば……」

「手紙なんか送ったら場所が特定されるでしょ！　バレたら絶対捕つかまるもん！」

　逃とう亡ぼう者しやかよ。そこまでして妹に怒られるの嫌いやか。つーか、最初からきちんと話して出発すれば怒られることもなかったろうに。

『マスターは思い立ったらすぐ行動に起こすゆえな。興味を持ったものには妥だ協きようせず、他のことを全すべて放ほうり投なげて突つき進すすむ癖くせがあるのだ。悪あく癖へきだが』

　そこらへんはわかるような気がする。僕らの世界に来ようとするくらいだからな。あの妹さんが怒るのも当然かもしれない。

　とはいえ、ここでこうしていても仕方がないし。

「とにかくほら、行きましょう？」

「いーやー！」

　ヒルダが腕を掴んで引っ張るが、梃て子こでも動かないつもりか、木に足までしがみついて離はなれようとしない。

　まったくもう、おもちゃを買ってもらえなくて駄々をこねる子供かっての。

『とりあえず冬夜殿から妹御と話してみてくれぬか。事情を詳くわしく話せば妹御の怒りも収まるやも知れぬ。……多少は』

「ええー……」

　あのタイプの子供の相手は苦手なんだよなあ。パルーフ王国の少年王の婚こん約やく者しや、レイチェルに会った時もケンカ売られて泣かしちゃったしな。

　どう見てもレイチェルより小さいし、話したところで納なつ得とくするかね？

　一いつ緒しよにいた八重とヒルダにエルカ技師を逃にげないように見張ってもらって、しぶしぶと僕は砂浜へ向かう道を下りていく。

　妹さんは相変わらず、だらりと舌を出して気絶している地竜の上で、腕を組んだまま、こちらを睨んでいる。

　そのまま僕らは結界を挟はさんで対たい峙じした。位置的に竜の体の分だけ僕の方が見上げる形になる。

「あんたがプリムラの王様が言ってた望月冬夜？」

　見下すような（状じよう況きよう的てきには見下ろしているのだが）目で少女は口を開いた。おおう。なかなかに気の強そうなお子様だな。

　ここまでやってくる行動力からして、こりゃあ一ひと筋すじ縄なわじゃいかなそうだぞ。

「ああ。君がエルカ技師の妹さん？　名前は？」

「ノルン。……なによ、その顔」

「あ、いや。同じ名前の知り合いがいたもんでね」

　ちょっとした驚おどろきが顔に出たか。うちの騎士団の副団長、狼の獣人、ノルンさんと同じ名前とはね。珍めずらしい名前じゃないし、まあそういうこともあるか。性格は違うようだけど。
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「それで？　お姉ねえはどこ？」

「上で怖がって震ふるえてる。こっちに来たくないって」

「……おとなしくお姉を返すなら一発殴なぐっておしまいにしてやろうと思ったけど、人ひと質じちってわけ？」

「は？」

「ノワール！」

　幼女の声に、背後にいた小さな黒騎士のゴレムが結界へ向けて走り出し、全力でその拳こぶしを放つ。

　むろん、その小さな拳は結界が作る不可視の壁かべに防がれて僕には届かない。

　いきなり殴ってくるか、おい。ずいぶんと思い切りのいい子だな。

「あのな、ちゃんと話を聞こう。僕は君のお姉さんを誘ゆう拐かいした覚えはない。向こうからついてきたんだ、」

「ノワール！　『武器召喚サモンウエポン』、No.10【ニュートン】！」

『了りよう解かい』

　僕が最後まで言う前に、目の前の黒騎士ゴレム……おそらくは『黒』の王冠が、いつの間にか手にしていた巨きよ大だいなハンマーを振りかぶる。でかっ！

　一メートルにも満たない小さなゴレム本体に対して、ハンマーの大きさは軽自動車ほどもあった。どっから出した、それ！

　ガキャアッ！　というガラスが砕くだけ散ちるような音がして、島の結界が破壊される。むむっ、結界を壊こわすとはあれはただのハンマーじゃないな？

「ノワール！　『武器召喚サモンウエポン』。No.09【シュレディンガー】！」

『了解』

　マスターであるノルンの声に応じ、黒の王冠、ノワールの手から巨大なハンマーが消え、新たにその手には二丁の魔法銃スペルキヤスターが現れた。

　両方の銃じゆうから電でん撃げきが放たれる。人を殺すほどの威い力りよくは出してなさそうだが、素す直なおに受けてやるつもりはない。

「【アブソーブ】」

　向かってくる電撃を吸収魔法で消し去る。続けて数度電撃が放たれたが、それも全て雲うん散さん霧む消しようさせた。

　とりあえずこのゴレムをなんとかしないとな。壊すわけにもいかないし、ちょっと動けなくなってもらうか。

「【プリズン】」

　さっきのハンマーの例もある。念のため、神気を少し含ふくめた監かん獄ごく魔ま法ほうを黒いゴレムに放った。

　たちまち黒いゴレムは、一立方メートルほどの青い半はん透とう明めいの監獄に囚とらわれる。そのゴレムを置いて、僕はのびた竜の上に立つノルンの元へと飛び上がろうとした。

「マスター！」

　どこから出したのか、細身の剣けんを手にしたショートカットのメイドさんが、それを阻そ止ししようと僕へ向かって飛び込んできた。危ないな、こっちも少し大人しくしててもらおう。

「【パラライズ】」

　突き出だされた剣を避けて、メイドさんの腕を掴んで麻ま痺ひ魔ま法ほうを流す。これで動けなくなるだろう、と思ったのだが、メイドさんの動きは止まらない。

「っ!?」

　横に振られた剣を避ける。身体能力は高そうだが、剣技の腕うで前まえは素人しろうとのそれだから、避けるのは難しくなかった。

【パラライズ】が効かない？　ち、護符タリスマンでも持っているのか。こっちの世界の人間は持ってたりしないと思い込んでたな。

「ごめんよ。【グラビティ】」

「きゃあっ!?」

　メイドさんの肩かたを叩たたいて加重魔法を発動させ、砂浜に這はい蹲つくばらせる。

「くっ！」

　ノルンが腰こしの後ろから魔法銃スペルキヤスターを抜ぬいて、眼下の僕へと向けた。おっと、そうはいくか。

「【スリップ】」

「ひゃっ!?」

　地竜の頭の上から滑すべり落おちたノルンは、そのまま砂浜に尻しり餅もちをつく。彼かの女じよが起き上がる前に、ノワールとやらと同じく、【プリズン】でその自由を奪うばった。ほい、王手チエツクメイト。

「くっ！　開けなさいよ、こらー！　卑ひ怯きよう者もの！　誘拐犯！　エロ魔ま法ほう使つかい！」

「エロ魔……そんな認にん識しきかよ、僕」

【プリズン】の障しよう壁へきをドンガドンガ叩いている幼女に、なんとも言えない気持ちになる。

　あー……。これはなんだ、僕がエルカ技師を身体目当てで誘拐したとか思ってるのか？　冗じよう談だん言うなや。

　僕は根本的に間ま違ちがえている彼女の誤解を解くべく、どっかと砂浜に腰を下ろした。
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「……というわけで、エルカ技師の方から僕らの世界へやって来たの。半ば強ごう引いんに。わかった？」

「……わかったわ。何点か納得できないところがあるけど、状況は把は握あくした。……お姉が迷めい惑わくをかけたようね」

　なんとかわかってもらえたようでホッとする。異世界とか子供に理解してもらえるか心配だったが、こちらの世界で天才と呼ばれているエルカ技師の妹だけあって、姉と同じく頭の出来はいいようだ。

「……というわけで、状況はわかったから、早いとこコレを解除してほしいんだけど」

「あ、ごめんよ」

　ノルンがムスッとした表情で、コンコンと【プリズン】の障壁を叩く。

　僕の後ろにいるノワールの【プリズン】も一緒に解除し、メイドさんも【グラビティ】から解放する。

　砂を払って立ち上がったメイドさんがぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「じゃあ、あらためて。ノルン・パトラクシェよ。そっちのゴレムがノワールで、こっちのがエルフラウ。……だから何よ、その顔」

「あ、いや。僕らの世界に『エルフラウ』って国があるもんで、ちょっと驚いて」

「ふうん。ややこしいわね」

　まったくだ。

「エルフラウと申します。紛まぎらわしければフラウとお呼び下さい」

　エルフラウさんがうちのエロメイド、シェスカと同じようなことを言う。そこは『エル』じゃないの？　シェスカも『フランシェスカ』なのに『フラン』じゃないし。なんかの法則でもあるんかな。

「で、うちのバカ姉は上にいるわけ？」

　山の中腹に立つ館やかたを指差してノルンが尋たずねてくる。バカ姉って。仮にも天才ゴレム技師なんだろうに、そんなことは肉親にとっては関係ないらしい。

「フェンリルもね。エルカ技師は君が怒ってるんじゃないかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたけど」

「ええ、怒ってるわよ。勝手に飛び出した挙句、二年近くも放ほう浪ろうってどういうこと？　あっちにフラフラ、こっちにフラフラ、行く先々でトラブル起こして、しかもその尻しり拭ぬぐいは全部私にくるってのが一番腹立たしいわ！　おかげでこっちは辻つじ斬ぎりの容疑者扱あつかいされたり、カジノの強ごう欲よくオーナーに襲われたり、散々だったんだから。言いたいことは山ほどあるわ！」

　積年の恨うらみ、ってわけじゃなかろうが、なかなか鬱うつ屈くつしたものが溜たまっているようだ。姉妹間のことだし、余計な詮せん索さくはしない方が得策だな。

「子供なのに苦労してんだね。小さい妹に心配かけて、悪い姉さんだな」

「あっ、ダメです！」

『警告、禁句』

　口を押おさえたメイドさん……フラウさんと、『黒』の王おう冠かんであるノワールが同時に口を開いた。

　え？　と、そちらの二人に気を取られていて、手にした魔法銃スペルキヤスターを振りかぶったノルンに、僕は注意を向けていなかったのである。

　至近距きよ離りからぶん投げられた金属と木工の塊かたまりが、けっこうな速度で僕の股こ間かんに命中した。

「ふっ！　ぐぉッ……！」

　声にならない。息が全て吐はき出され、そのまま熱い砂浜に膝ひざをつき、股間を押さえて蹲うずくまる。

　ちょっ……あぶらあせが、たきのように、ながれてくるんですけど……っ……！　ちょっとまって……これわ……！




【悶もん絶ぜつ躄びやく地じ】

　あまりの苦痛に立っていることができず、地を這うこと。




　まさにこれ……っ。

「子供扱いすんな！　これでも十五歳なんだからねっ！」

　なんか言ってるけど、頭が回らん……。十五歳ってなに？　エルゼやリンゼと同い年ってこと？　はっ、ふっ……息すんのがツライ……。お花畑が見えてきそう……。君らにはこの痛みがわからんのや……。

　完全な不意打ちと急所攻こう撃げきって効くんだなあ……。

「だっ、大丈夫ですか!?」

「だ……いじょぶ、じゃない、けど……しばらく、この、まま、で……」

　フラウさんが駆かけ寄よってきたが、それを手で制する。これについては他人にできることなどなにもない。ただ過ぎ去るのを待つのみ……。

　そういや前にも似たようなことがあったな……。あんときは『蔵くら』のドジっ子管理人、パルシェに踏ふまれたんだっけ……。二度とこのダメージは受けまいと思ってたのに……。

『短気、謝罪』

「ぐっ……向こうが失礼なことを言うからよっ！」

　ゴレムまで主人の行こう為いを非難している。そりゃ六歳の女の子ならまだ許されても、十五歳の少女としてはどうなのか、って話だ。いや、六歳の子でもどうかと思うが……。

　察するにかなり容姿にコンプレックスを持っているようだが、どう見たって五、六歳の女の子だろ。リーンみたいに長命種ってわけでもなさそうだし、いったいなにがなんだか……。

　下腹部にくる鈍どん痛つうと闘いながら、僕は混こん濁だくした意識の中、今度からズボンに【シールド】を付ふ与よしとこうと心に誓ちかった。
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『クロノス・ノワール』。




『黒』の王冠。その能力は時間制せい御ぎよと並列世界への干かん渉しよう。

　短時間（一分）ではあるが、あらゆる時間、並列世界の様々なものを呼び寄せることができる。

　それは単なる物体だけではなく、『重さ』『抵てい抗こう』『衝しよう撃げき』『別世界の自分』なども呼び寄せ、増ぞう幅ふくすることが可能。絶大な能力ではあるが、夜しか使用できず、また、契けい約やく者しやは記き憶おくはそのままに、肉体の時間だけが巻き戻ってしまうという代償を必要とする。

　数秒先の未来を視みる、自らの動きを速くする、相手を遅おそくするなどの時間制御が可能だが、時間停止、逆行は『まだ』できないらしい。




「つまりだ」

　バビロン博士は自らが立っていた位置から右へ移動し、別の場所に立つと、自分の立つ場所とさっき立っていた場所を指し示した。

「ボクは今現在、このＡという位置にいる。しかし、一秒前にはその前のＢという地点に立っていたわけだ」

「ふむふむ」

「そしてさらに一秒前にはＣという位置に、さらに一秒前にはＤという位置に存在していた。それぞれ、一秒前の、二秒前の、三秒前のボクがいるわけだね。『黒』の王冠の能力は、この時間の違ちがう世界から様々なものを自分の時間に引っ張ってこれる能力だ。つまり、一秒前、二秒前、三秒前のボクを今現在の世界へと呼び寄せ、その存在を一時的に固定させるわけさ。これにより擬ぎ似じ的てきにだが、この世界にボクを四人存在させることが可能になるわけだ」

　博士が四人かよ。嫌な世界だな。

　んー……。言っていることはわからないでもないけど、一秒前の自分を引っ張ってこられたら、一秒後、つまり現在の自分はそこに存在しないんじゃないのか？

「時の流れというのは方向は同じだが、その可能性という支流は無限にある。例えばボクは今現在ここにいるが、一秒後に、前にいるボク、後ろにいるボク、右に、左にいるボクと、様々な未来があるよね？　この時、ボクが前に移動したとして、右や左、後ろに行くはずだったボクを呼び寄せても、ボクの存在は揺ゆるがない」

　ああ、並行世界パラレルワールドってやつか。タイムマシン系の映画や漫まん画がによくあるやつだ。

『タイムパラドックス』、だったかな。確か『親殺しのパラドックス』ってのがあって、過去へ遡さかのぼって、自分が生まれる前の両親を殺害した場合、自分はどうなるのか？　とかいうやつ。

　この場合、親を殺しているのだから、自分が生まれることもなく、よって、親が殺されることもない……。と言った矛む盾じゆんが発生する。

　しかし親を殺した時点で、自分の出発した世界とは違う世界に分ぶん岐きしたと考えると、矛盾は起こらない。『親が殺されて、自分がいない世界』と『親が殺されず、自分がいる世界』とに分かれたと考えるわけだ。

　様々な可能性を秘ひめた『もしも』の世界。そこへ干渉し、様々なものを引っ張ってくるのがノワールの能力ってことか。

　これってけっこうすごいことじゃ……。夜に戦っていたらやばかったかも……いや、向こうには代償が必要だし、そう簡単なことじゃないか。

「異世界とはまた違うんだな」

「同じ時間軸じくには存在しないが、世界は同じだからね。まあ、君のいうところの『神様』が管理する無数の世界には、似たような世界がいくらでもあるのかもしれないし、あまりにも遠く離れてしまえばそれは『異世界』というものなのかもしれない」

　なるほど。可能性も含めて、一つの世界なわけだ。別の世界というわけではない。別の時間軸にある同じ世界、と考えるわけか。

「五千年前、フレイズを撃げき退たいしたのはその能力なのかな」

「どうかな。あの数十万にも及ぶフレイズの群れを、この世界から一時的にでも排はい除じよしたわけだし、まだ別の能力があるのかもしれない。そこのところはエルカ技師にも解明できなかったようだし、ノワール本人も記憶がリセットされているようだ。ま、代だい償しようが代償なだけに、軽々しく試ためすわけにもいかないしね」

　王冠保持者クラウンマスターの代償か。さらに夜だけしか使えないという制限は逆にストッパーになっているのかもしれないな。

　ちなみに僕との戦いで出していた武器はエルカ技師の作った武器だそうで、ノワールとは直接関係ないんだそうだ。

　ノワールの場合、夜の能力ゴレムスキルを使うたびに、マスターであるノルンの肉体年ねん齢れいが遡るらしい。それなら十五歳にしてあのナリも理解できる。

　一見、若さを保つ素す晴ばらしいことのようにも思えるが、使えば使うほど若返り、最終的に胎たい児じにまでなってしまえば、それは死となんら変わらない。

　十五歳の少女が五、六歳にしか見えないということは、すでに九、十年分の時を食われているわけだ。

　よくよく考えるとなんとも恐おそろしい代償である。時が経たてば成長するだけまだマシかもしれないが。

　そんなこともあって、彼女には年齢や身長のことはタブーのようだ。あの後、一応謝あやまってもらえたが、どうも反射的に手が出るらしい。（ノワール談）

　そういや昔観みた映画で『腰抜けチキン』と呼ばれるとキレる主人公がいたっけ。あの映画もタイムマシン、時間に絡からむ話だったな。親しん戚せきかなんか……なわけないか。

　エルカ技師の方はそのノルンから説教というか折せつ檻かんというか、とにかく延々と怒られていた。しかし言葉の端はし々ばしに姉を心配する気持ちも垣かい間ま見みられ、憎にくからず思っているのは僕にもわかった。アレだ、ツンデレってやつ？　……この場合は違うか。

「それでノルン嬢じようはどうするって？」

「エルカ技師がバビロンから離れる気がない以上、しばらく表世界こつちにいるってさ。城に住むかって聞いたら断られた。『銀月』に宿を取ったみたいだけど」

「ふむ。『王冠』が近くにいてくれると助かる。これからの計画にいろいろ協力してもらえるとありがたいしね。ま、それはそれとして」

　博士は『研究所』の机の上に置かれた紙の束を手にすると、パラパラとめくった。あれはプリムラの建国王、レリオス・パレリウスが残した石板の日記を訳したものだ。

「『白』の王冠が表世界こちら側に残された……か。もちろん、もう検けん索さくはしてみたんだろう？」

「ああ。だけど反応はなかった。僕は『赤』、『青』、『黒』、『紫』、と王冠のゴレムを見ている。どれも似通った特とく徴ちようを持っていた。『白』だけが違うとは思えない」

　その条件で検索魔法に引っかからなかったってことは、もうすでにバラバラになったとかで見た目では判別できないものになっているか、結界に邪じや魔まされているとかだ。

　五千年前にこちらの世界へ来たという『黒』と『白』のマスターがどこかに封ふう印いんしたのかもしれない。

「その謎なぞの前マスターだが、ひとつ気になることがある。『黒』の王冠であるノワールの代償は肉体の時間逆行。五千年前、あれほどのフレイズを退けた力だ。当然、代償は巨大なものとなっただろう。前マスターがヨボヨボの爺じいさんだったとしても、胎児にまで戻ってしまった可能性は高いと思う」

「じゃあなにか？　その時点で前マスターは若返り過ぎ、そのまま死んでしまったと？」

「いや、もちろん前マスターが長命種だという可能性もあるから、断言はできない。が、もうひとつの可能性もあるんじゃないかとボクは思っている。つまり、『白』の王冠の代償は『黒』の王冠の代償の真逆なのではないか？　ということだよ」

　え？　肉体の時間逆行、の反対っていうと……つまり『加か齢れい』ってこと？

「『老化』とも言うね。つまり、『黒』と『白』、この二つの王冠を揃そろえることによって、代償による制限を受けなかったのではないか……ま、推察に過ぎないがね」

『若返り』と『老化』。相反する代償。プラスとマイナス、いや、マイナスとマイナスをかければプラスになるということなんだろうか。

　まあ所しよ詮せん、想像に過ぎないわけだし、いまは考えるだけ無む駄だかもしれない。

「そういやゴレムの強化計画ってのは進んでいるのか？」

「ま、そこそこね。一応、これがサンプルの模型だ」

　博士は丸いビー玉のような透とう明めい感のある大きな水すい晶しようを中心にして、手足や頭がつけられたロボットを持ってくる。

　全体的にフレームギアとはまた違ったデザインで、どこか無骨さを兼かね備そなえた感がある。サンプルだからか色はなにもついていなかった。ところどころにクリアパーツが埋うめ込まれているが、これは晶材を使うつもりなのだろうか。

「まず魔ま力りよく伝導の高い特とく殊しゆなジェルでゴレムと契約者マスターを包み、そこから各部増幅した……ま、細かいことはいいか。とにかくフレームギア並みのパワーと機動力を持たせることができ、さらに能力ゴレムスキルまで強化することができる」

「へえ」

「ただ、『王冠』に関しては慎しん重ちように実験を重ねないと難しい。威力は百倍、代償も百倍では笑えないからね」

　それは確かに。特にその点は気をつけながらやってほしいところだ。間違えた場合、ノルンのノワール、ニアのルージュでは代償が大き過ぎるからな。

「これって普ふ通つうのゴレムでも使えるんだろう？」

「その方向で進めているよ。このコア部分を中心にしてパーツを変えれば別形態にも造り直せるんだ。例えばエルカ君のフェンリルをベースに造るなら、こういった動物形態にもできる」

　そう言って博士はサンプル模型から手足と頭を引ひっこ抜くと、別のパーツを取り出し、パチリパチリと嵌はめ込んでいく。

　あっという間に人型だったロボットが、四よつ脚あしの狼型ロボットになってしまった。パーツを組くみ替かえることで、いろんな形にカスタマイズできるんだな。

　これなら様々なタイプのゴレムにも対応できるか？　いや、さすがにサンチョさんのところのカニバスみたいなのは無理かもしれないが。

　それでも変異種の対たい抗こう手段としては格段に有利になる。王冠クラスじゃなくても仕留めることが可能になるかもしれない。

　裏世界は表世界よりも結界が綻ほころんでいないから、そうそう大物は出ないと思うけど、それでも迎むかえ撃うつ手段があるのとないのとじゃ天と地ほどの差があるからな。

「これってどれぐらい完成してる？」

「六割……くらいかな。まあ、さっきも言った通り、王冠の場合だと調整や実験があって、まだまだなんだよ」

　そんなもんか。急がせるつもりはないが、後手に回りたくもないからな。僕ぼくからはなるべく急いでくれ、としか言えない。

　その後、僕は『研究所』を出て、『城じよう壁へき』の城へと向かった。こちらの集団にもそろそろ結論を出してもらいたいのだが。

「やあ、冬夜。久しぶり」

「今日の夕食はカツ丼どんがいいと思います」

「それは二日前に食べたばかりです、メル様。私としてはラーメンを」

「魚。刺さし身みがいい。アツアツのごはんとともに」

　すっかり寛くつろいでいる四人に僕は小さく溜ため息いきをついた。順応性高過ぎだろ……。こうも馴な染じまれるとツッコミたくもないな。

「……結局、話はまとまったのか？」

　テーブルの上のクッキーをかじりながら紅茶を飲んでいるフレイズの『王』・メルと、その対面に座すわり、これまたアップルパイか何かを口に詰つめ込んでいるネイとリセの支配種姉妹を見ながら、エンデに話しかける。

「まとまるもなにも。今晩のメニューはまだ決まってないよ」

「そっちじゃないっつうの」

　大おお袈げ裟さにお手上げ、とばかりにエンデは両手を上げていた。おやつを食べながら夕食のメニューを悩なやむってのはどうなのか。

「私はエンデミュオンと共に居られるのならそれでいいです」

「私はやはりメル様に結晶界フレイジアへとお戻もどり願いたい。多くの同どう胞ほうもそれを望んでいるはず」

「だから、私はもう『王』ではないと言っているのに……」

　平行線のまんまかよ。なんにも進んでないし。なに、君ら食べるだけなの？

　エンデを抜かした支配種三人は、食事という未知の体験をし、どうもそれに魅み了りようされたようで、毎日三食のごはんと、おやつの時間を楽しみに生活している節がある。

　食事と言ってもエネルギーに変へん換かんするわけではないので、味を楽しんでいるだけなのだが、最初の頃ころはとにかく量を求められた。八重よりも食うのだからたまらない。毎日一人牛十頭も食われて、さすがに困った。

　しかしそのうち味わうことに慣れてきたらしく、少量でも大丈夫にはなったんだが、それでも三人で十人分ぐらいは食う。

　無む駄だ飯めし食らいとはこいつらのことじゃなかろうか。とっとと解放したいが、知らないところで変異種や邪じや神しんに取り込まれると厄やつ介かいだしな。

　かといって食べさせないのも……なんだかイジメてるみたいで気分が悪いしさ。

「外の方は何か変わったことはないかい？」

「今はまだなにもない。裏世界むこうにも変異種がチラホラと現れ始めているけどな」

　答えながらエンデが腰かけるソファの前に僕も腰を下ろす。気持ちとしてはシロアリに家を喰くわれている気持ちだ。いつ崩くずれてもおかしくない状態と言おうか。

「他のフレイズはもう全部変異種に取り込まれてしまったのか？」

「ネイたちが連れていたやつらはそうだね。だいたい数十万くらいかな。変異種に『喰われた』のは」

　数十万ね……多いなあ。しかも聞いた話によると、フレイズの下級種ってのは、長い時間をかけて増ぞう殖しよくするらしい。そこの点が変異種になったことにより、強化されてたりしなきゃいいが。

　どのみちこれ以上、晶材は手に入らないわけか。山ほどあるけど考えて使わないといけないな。

　しかしこいつら、軟なん禁きん生活にすっかり馴染んでしまったな。フレイズってのはおそらく長命種のためか、退たい屈くつに慣れているのかもしれない。

　だけどそれに反してメルは『図書館』の管理人、ファムからいくつかの本を借りて、いろいろと読んでいるようだ。

　いわゆるバビロン博士やエルカ技師と同じく、彼女も『天才』と言われる人種のようで、その理解力はズバ抜けているらしい。

　もともとフレイズたちが異世界を渡わたる方法を生み出したのも彼女だというしな。カツ丼とかをガッついている姿からは想像もつかないが。

　天才となんとやらは紙かみ一ひと重えってか。

「それよりも冬夜。そろそろ『外』に出してもらえないかな？」

「だからー。メルとかが【プリズン】の外に出たら変異種に感づかれるだろうが。お前はこの国を危険に晒さらす気か？」

「違う違う、さすがにそこはわかっているよ。僕だけでもってことさ」

　うーん……。ま、エンデがメルを残して逃げようとか、そんなことはしないだろう。【プリズン】の設定を変えればエンデだけが自由に出入りできるようにするのは簡単だけど、なんでまた？

「修しゆ業ぎよう……かな。僕にもそれなりのプライドがあるからね。あの双ふた子ごと再戦する機会があるのなら、次は負けないように強くなっておきたい」

　双子ってあれか、エンデがボコボコにやられた支配種の双子か。ユラの側について、変異種になったっていう。

　よっぽど悔くやしかったのか、真しん剣けんな眼まな差ざしでこちらを見ている。

　まあ、気持ちはわかるし、勝手に修業するぶんには構わないけどさ……。

「その意気や良しッ！」

「「うわあァッ!?」」

　いきなり光とともに僕の隣となりに一人の人物が現れて、大声で叫さけんだもんだから、思わずエンデと声を揃えてしまった。

　歳の頃は三十前といったところ。短い髪かみに白い道着のようなものを着込み、腕うでを組んだその下には鍛きたえ上あげられた筋肉。額には鉢はち巻まき、太い眉まゆ毛げと鋭するどい眼、一文字に結ばれた口と、どっからどう見ても格かく闘とう家かといった男が僕の横に立っていた。

【プリズン】の中に侵しん入にゆうしてくるとは、いったい何者だ!?

「あっ!?　あ、あんたは……！」

「エンデの知り合いか？」

「こ、この人だよ！　神しん剣けんを手に入れたとき、僕をボコボコにしたのは！」

「久しいな、少年よ！」

　いささか暑苦しい笑え顔がおで格闘家がニカッと笑う。

　エンデをボコボコにしたって……ちょっと待てよ、ってことは……。

「まさか……武ぶ神しん……？」

「いかにも！　そこな少年の願いを叶かなえるために人化し、降臨した！」

　はい、七人目の神様来ましたー。

　もう定員オーバーだろ……なに、異世界の七福神狙ねらってんの？　毘び沙しや門もん天てんの位置っスか？　花恋姉さんあたりが弁財天かね？

「俺おれが来たからには安心しろ。強さとは何かをその身に刻み込んでやる！」

　ビシィッと武神に指を向けられたエンデは、引きつった顔で『僕っスか？』と自らを指差している。

　そういや弟で子しにしたいとか言ってたって、世界神様が言ってたな。今まで地上に降りるタイミングを狙ってたんだろうか。

　エンデにゃ悪いが、触さわらぬ神に祟たたり無し。武神の目的がそれならば、存分に腕をふるっていただこう。強くなりたいらしいし、神の弟子なんてなりたくてなれるもんじゃないよ、うん。

　……生いけ贄にえは一人でたくさんだ。
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「改めて自己紹しよう介かいしよう！　冬夜の叔父おじの望もち月づき武流たけるだ！　よろしく頼たのむ！」

　武神……もとい武流叔父は豪ごう快かいな挨あい拶さつをかまし、居並ぶブリュンヒルドの面々を呆気あつけにとらせていた。

　年ねん齢れい的てきに兄としても良かったのだが、花恋姉さんも諸もろ刃は姉さんもあんな暑苦しい兄はお断りとばかりに強引に叔父にしてしまった。つまりは農耕神である耕助叔父の弟となったわけだ。

「ちょっと冬夜……あんたの『叔父』ってことは、つまり『そういうこと』なのよね？」

　隣のエルゼがひそひそと小声で話しかけてくる。

「ああ、うん、そう……。武神らしいよ。武術とか格かく闘とうの神だね。無手の技を主に……」

　と、言いかけた僕はエルゼのキラキラとした目を見て、しまった、と口をつぐむ。

　しかし、すでに時遅し。エルゼはつかつかと武流叔父のところへ向かい、さっさと挨拶を交かわしていた。

「ふむ。その使い込まれたガントレット。君も武ぶ闘とう家かか」

「はい。冬夜の婚こん約やく者しやでエルゼと言います。一手指南をお願いできませんか？」

「ふはははは！　面おも白しろい！　甥おいの嫁よめなら姪めいも同じ！　これから弟子の修業をするから一いつ緒しよに来たまえ！」

「はい！」

　うおう。八重とヒルダは諸刃姉さんにいろいろと教えられていたけど、エルゼは勝手が違うから、基き礎そ的てきな身体の動きしか教えられてなかったんだよな。

　そりゃそこに来て格闘術の神なんて現れたらこうなるわな。

　……よかったなエンデ。仲間が増えたぞ。

「修業するのは構わないけど、充じゆう分ぶんに気をつけるんだよ？」

「わかってる。ありがとう」

　微笑ほほえみを浮うかべて、エルゼが拳こぶしを握にぎる。大だい丈じよう夫ぶかな。エルゼも眷けん属ぞく化してきているから、ちょっとやそっとじゃ怪我けがなんかしないと思うけど。







[image: ]







「よし！　では二人とも、まずは龍りゆうが昇のぼるが如く天を突つく拳けん技ぎの修業だ！　これより滝たきへ向かうぞ！」

「はい！」

「ア、ハイ……」

　元気に答えるエルゼと対照的に、引きつった顔で答えるエンデ。大丈夫か、アイツ。目が死んでるけども。

　武流叔父が二人の肩に手をやると、一いつ瞬しゆんにしてその場から三人が消え去った。どこかの滝に転移したのか。人化してもなんでもありだな。

「いやはや……だいぶ慣れたと思っておりましたが、陛下の御ご親しん戚せきにはとんでもない方がいらっしゃいますなあ……」

　宰さい相しようの高坂さんがそう述べるのは、先ほど騎き士し団だんの連中が見守る中、武流叔父と諸刃姉さんの一いつ騎き打うちが行われたからだ。

　あの戦いを言葉にするのは難しい。凄すさまじい技と技との応おう酬しゆう。何が行われているかしっかりと目で追えたのは、僕を含めた神族のみんなだけなんじゃないだろうか。

　勝負はこれ以上やると周りに被ひ害がいが出ると判断し、狩しゆ猟りよう神である狩奈姉さんの仲ちゆう裁さいにより止められた。

　しかしあんな両手に装備したガントレットだけでよく諸刃姉さんの剣を捌さばけるよな……。訓練用の刃引きした剣とは言え、さすがは武神といったところか。

「お姉ちゃん、大丈夫でしょうか……」

　消えた姉を心配するような声をリンゼが漏もらす。その肩をポンと花恋姉さんが軽く叩きながら微笑んだ。

「大丈夫なのよ。アレは修しゆ業ぎよう馬ば鹿かだけど、そこらへんはちゃんと考えているのよ。エルゼちゃんに無理はさせないはず」

「それに女の子には甘あまいからね。そのぶん男には厳しいから、どっちかと言うと一緒に行った彼かれの方が心配だな」

　花恋姉さんの言葉を続けるように、諸刃姉さんがそんなことを語る。エンデ……生きて帰ってこいよ……。
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「まさか武神まで降りてくるとはね。ここまで神々が下界に降りてきたのは前ぜん代だい未み聞もんじゃないかい？」

　狩猟神こと、地上では望もち月づき狩かり奈なと名乗っている女性が、酒場の焼き鳥を手にしながら新入りとなった男へ向けて言い放った。

「俺は正確に言えば、盗とられた神剣を追ってきただけなのだがな。まあ、あの新しん神じんに興味があったことも確かだが」

　武神……地上では望もち月づき武流たけると名乗ることになった男はぐびりとジョッキに入った冷えたエールを呑のみ、目を見開いた。

「むう……美味うまいな……！　久々に地上の酒を呑んだが、神酒アムリタよりも、俺はこっちの方が好みだ」

「にゃははー！　さすが武流ちん、わかってるねー！　あちしもこっちの方が好きー！　神酒アムリタはなんか完かん璧ぺき過ぎんの。面白みがないの。地上はいろんなお酒があるから楽しいのだー！」

　すでにへべれけになっている幼女は望もち月づき酔すい花か。酒神である。地上においては狩奈には妹、武流にとっては姪という立場になっている。

　その横でリュートを鳴らし、美しい旋せん律りつを奏かなでているのが、音楽神こと望もち月づき奏そう助すけ。狩奈、酔花の兄となる青年だ。

　彼は夜にはよく酒場で演奏をしている。その神がかった演奏（その通りであるのだが）を目当てに、酒場へと足を運ぶ者も多いとか。

　そんな彼の奏でる音楽に惹ひかれるように、また神が一人、大きなトレーを持ってやってきた。

　トレーにはわざわざ酒場の厨ちゆう房ぼうに入れてもらい、自ら作りあげた料理が載のっている。

「さあ、できましたよ。私の畑で穫とれた野菜をふんだんに使ったカラエライスです。少し辛からいかもしれませんが、武神……武流君も遠えん慮りよせずにどうぞ」

「うむ、いただこう」

　農耕神……地上では望もち月づき耕こう助すけと名乗る男が、野菜がゴロゴロと入った野菜カラエの皿を武流の前に置く。

　スプーンでそれを一口食べた瞬しゆん間かん、武流はカッと目を見開いて動きを止めた。

「美味い！　美味いぞ、農耕神！　美味いが辛い！　辛いが美味い！　これは、手が止められぬ！　なんという……！　ああ、なんという……！」

「それはそれは。気に入ってくれてよかった」

　微笑む耕助を見ることなく、武流はひたすら野菜カラエと格闘していた。格闘で彼が負けるわけにはいかぬ。汗あせだくになりながらも、口に運ぶスプーンが止まることはなかった。

　やがて武流のカラエ皿が空になる。流し込むようにエールを呑み干ほして、ぷはあ！　と満足げに息を吐いた。

「酒も料理も美味い！　いいな、地上は！」

「あー、もう！　なに勝手に始めてるのよ！　少しは待つのよ！」

「おや、美味おいしそうだね。私らのぶんもあるのかな？」

　酒場に入って来ると、すでに盛り上がっている同胞たちを見つけて、恋れん愛あい神こと望もち月づき花か恋れんは口を尖とがらせる。その後ろから、剣神たる望もち月づき諸もろ刃はも神々の囲むテーブルへとやってきた。

　総勢七人。人化して地上へと降りてきた神々が、一堂に会した。

「んでわ、地上での再会を祝してぇー、カンパーイ！」

　酔花の音おん頭どで皆がジョッキを打ち鳴らす。耕助が酒場のウェイトレスにつまみや料理の追加注文をしている横で、諸刃は地上では新参の武流に話を振ふった。

「で、どんな感じだい？　二人の弟子たちは？」

「うむ。面白い。エンデは直感的なセンスに長たけ、エルゼはできるまで諦あきらめぬ根こん性じようを持っている。どちらもちょっと小こ技わざを教えただけで、すぐに己おのれの技へと昇しよう華かしてしまった。今後が楽しみだ。……しかし、我らの使命はあの新しん神じんの手助けではなかったか？」

「充分に手助けになっているさ。私も八重やヒルダ、それに騎士団の訓練を担当している。いずれそれらは必ず冬夜君の力になると思うよ」

「ならばよいか。世界神様にも『ついででいいから助けてやってくれ』と言われただけだしな。とりあえずはあの二人を鍛えてやるか」

　武流が再びジョッキに注がれたエールをぐいっと呑み干す。

「堅かたいねえ。だいたいからして、本来冬夜をサポートしなきゃならん奴やつがコレだよ？　もっとテキトーでいいんじゃないかね？」

「コレってゆーな！　私はちゃんとお姉ちゃんとしてサポートしてるのよ！」

　狩奈のからかうような言葉に花恋が憤ふん慨がいする。名目上、冬夜のサポート代表は花恋である。

　本人曰いわく、恋愛面での心のケア、彼の人間関係における円えん滑かつなコミュニケーションの維い持じなどに大だい活かつ躍やくだと言い張っているが。

「あなたたちこそ、好き勝手してるだけなのよ！　特に酔花なのよ！　いつも呑んでるだけなのよ！」

「あ、あちしは、ホラ、可愛かわいい妹ポジションだから。冬夜お兄ちゃんの心の癒いやし、みたいな？」

「アンタ、こないだ冬夜の背中で吐いたらしいじゃないか。それで癒されるとでも？」

「う。そりを言われると～……」

　バツの悪い顔をして、酔花はイーシェンの酒を御お猪口ちよこに自分で注いで、くぴりと呑んだ。顔が赤いのは酒のせいだけではあるまい。

　酒神である彼かの女じよにとって、酔ようも酔わぬも自由自在であるが、大たい抵ていはそのほろ酔い加減を楽しむためにほどよく酔っていることが多い。

　しかしながら、あの時はつい深酒をしていて、おぶわれた気持ち良さから、酔いを覚ますのをやめていた。迂う闊かつにも急に込み上げてくる嘔おう吐とに逆らえなかったのである。

　その失態は酒の神である彼女としても、多少の恥はじらいは感じているようだった。

　そんな間を取りなすように耕助が口を挟はさむ。

「まあまあ。建前上、彼のサポートとなっていますが、我々は半分休きゆう暇かのようなものなのですし。少しくらいは羽目を外してもいいのでは？」

　耕助の言葉に合わせて、奏助がゆったりとした曲を奏で始めた。

　何人ものアーティストにカバーされた『そばにいてほしい』という意味を持つその曲は、新しん神じんである彼から見た自分たちの今の立場を表しているのだろうか。

　基本的に邪神に対して立ち向かうのは冬夜である。あくまで神々はその手助けをする程度。人化しているとはいえ、神が邪神を倒たおしてしまったら、他の神々に示しがつかない。子供のケンカに親が乗り込んでいって、相手の子供を殴なぐるようなものだ。

「んでも、冬夜が邪神に負けちまうと、この世界は破は壊かい神に消しよう滅めつさせられちまうんだろ？　あたしはこの世界が気に入ってるし、やっぱりそれは避さけたいところだねえ」

「だから私たちが鍛えるんじゃないか。彼とその彼の力になる者たちを。ま、仮にも世界神様の眷属、そう簡単には負けないと思うけどね」

　諸刃の言葉に武流も力強く頷うなずく。

「うむ。だが慢まん心しんは油断を生む。結局、頼たよれるのは己の力と培つちかってきた絆きずなだからな。その点、あの少年は問題ないように見えたが」

　武流は運ばれてきた串くし肉にくに豪快にかぶりついた。彼の見る限り、望月冬夜という新しん神じんは仲間には恵めぐまれているようだ。それは今まで彼が歩んできた、人との交流がもたらした賜たま物ものだろう。

「冬夜君は敵も多いけど味方も多いのよ。ちょっとお人ひと好よし過ぎるところもあるけど。あの子、面めん倒どうなこともホイホイ受け入れちゃうから」

「警けい戒かい心しんも薄うすいよね。ユミナがそばに居なかったらけっこう騙だまされてたんじゃないかな？　そういった意味ではいい伴はん侶りよを見つけたよね」

　地上での姉二人が弟をこき下ろしていた。

　国王となった彼に取り入ろうと野心を持ち、近づいてきた者はごまんといる。しかしそのほとんどがユミナの魔眼によって排除されていた。

　これにより、彼の周りには不ふ穏おん分子がほとんどいない。もちろん、人の心など移り変わる。現時点では、ということだが、ユミナがいる限りその心配はあるまいと二人は考えていた。

　残り八人の婚約者たちも、冬夜ではできないこと、冬夜一人では手が回らないことを率そつ先せんして支えてくれている。ありがたい限りだ。

「つまりあたしたちは、ほどほどに手を貸してやりゃいいってことかい？」

「ですね。人の世は人に任せるのが一番ですよ。冬夜君が人かどうかは微び妙みようなところですが」

　狩奈の言葉に耕助がそう答えて、ぐいっとエールを呷あおる。

「んでは、あらためて！　今度は冬夜お兄ちゃんの前ぜん途とを祝しましてぇー！」

『カンパーイ！』

　七人の神が新たに仲間となった少年に祝福を贈おくる。地上において、神々は少年にほどほどに手を貸すことに決定した。







幕間劇　あなたのそばに







「はあっ！」

　横薙なぎに払はらった重じゆう太た郎ろうさんの木刀を紙一重で諸刃姉さんが避ける。ギリギリで『躱かわせた』のではない。ギリギリで『躱した』のだ。

　再び重太郎さんの木刀が今度は下から跳はね上がるような軌き跡せきを描えがく。しかしこれも諸刃姉さんにあっさりと躱された。

　完全に重太郎さんの剣を見切っている。僕じゃああはいかない。【神威解放】モードなら別だが、普通の状態ではなんとか躱すので精せい一いつ杯ぱいだと思う。

「だッ！」

　鋭い気合いとともに繰くり出だされた重太郎さんの突きが諸刃姉さんの喉のど元もとを襲おそう。諸刃姉さんはこれをわずかに横へズレただけで躱し、重太郎さんの剣けん先さきは虚むなしく宙を突いただけだった。

「足あし下もとがお留守だよ」

「うっ!?」

　スパン、と小気味良い音がして、重太郎さんの足が諸刃姉さんの足に刈かり取とられる。バランスを崩した重太郎さんが体勢を立て直そうと払われた足に注意を向けた瞬間、稲いな妻ずまのように諸刃姉さんが踏ふみ込んだ。

　一いつ閃せん。

　その木ぼつ剣けんが目にも見えない速さで胴どう薙なぎに払われると、次の瞬間、大きな音とともに重太郎さんが後方に吹ふき飛とんでいた。

　ナニアレ？　木剣が鞭むちみたいな風切り音を出してましたが。

「二回……三回でしょうか？」

「うむむ……。拙せつ者しやにもよく見えなかったでござる……」

　隣のヒルダと八や重えが小声でそんな会話をしている。え、今の複数回攻こう撃げきしたの？　よくわからんかった。

「ぐ……っ！」

　吹っ飛ばされた重太郎さんが立ち上がり、体勢を低くしながら再び諸刃姉さんへと肉薄する。ん？　あの動きは八重と同じ……。

「九ここの重え真しん鳴めい流りゆう奥おう義ぎ、飛ひ燕えん烈れつ破ぱ！」

　低く構えられた剣先が閃ひらめく。斜ななめに跳ね上がった剣筋がすぐさま戻るように振り下おろされ、諸刃姉さんの肩かた口ぐちへと向かっていく。

「まだ遅おそいね」

　肩を引くように半身を回転させ、諸刃姉さんがそれを躱した。そのままの勢いで弧こを描くように繰り出した一いち撃げきが重太郎さんの首筋に決まった。

「がっ……！」

　どうっ、とその場で重太郎さんが前のめりに倒れる。かららん、と握っていた木刀が地面に落ちた。

　うおお……怖っ。真剣なら首が飛んでるぞ、あれ。

「ここまでかな」

「重太郎様！」

　諸刃姉さんが木剣で地面をトン、と突いたと同時に、僕らと一緒に見学していた綾あや音ねさんが重太郎さんへと駆かけ寄よっていく。

　揺ゆさぶられ、頭を抱かかえ上げられても重太郎さんは気を失ったままだった。

「ちょっと……。やり過ぎなんじゃないの？」

「大丈夫。後こう遺い症しようがあるような打ち方はしてないよ。すぐに目を覚ますさ」

　返ってきた諸刃姉さんの言葉に僕は眉まゆをひそめた。そういうことを言ってるんじゃないんですけどねえ……。

　とりあえず重太郎さんに【キュアヒール】と【リフレッシュ】をかけておく。

「悪い、琥こ珀はく。重太郎さんを医務室へ連れて行ってもらえるか？」

『御ぎよ意い』

　大おお虎とらになった琥珀の背中に気絶した重太郎さんを乗せる。そのまま医務室へと向かう琥珀に心配そうな綾音さんがついて行った。

　それを見送りながら諸刃姉さんが口を開く。

「前より実力はついているね。ただ気持ちが追いついていない。必死さというか、なにか焦あせっているようにも感じる」

「焦っている……でござるか？　うむむ、なにか悩み事ごとでもあるのでござろうか」

　腕を組み、八重が首を捻ひねる。妹としては心配なのだろう。八重は家族思いだからな。

　今日は前々からの重太郎さんの希望で、諸刃姉さんとの模も擬ぎ戦を行った。

　以前、うちの武術大会で優勝した重太郎さん。しかしその後のエキシビションマッチで、彼は諸刃姉さんに完かん膚ぷなきまでに負けた。

　今日はその重太郎さんのリベンジ戦だったのだ。

　結果は見ての通りだが。まあ、これは仕方がない。どだい、剣の神様に勝とうってのが間ま違ちがっている。

　重太郎さんも勝つというよりは、教えを受けるつもりで挑いどんでいたとは思うけど。

　しかし、あそこまでやらんでも。一緒にイーシェンから来た綾音さんがずっとおろおろと心配しまくっていたぞ。悪いことしたなあ。

「兄上があそこまで負ける姿など、見たことなかったのでござろう。オエドで兄上より腕の立つ者など、父上含ふくめて数人だけでござるから」

　へえ。てことは重太郎さん、やっぱりかなり強いんだな。目の前にいる常識外れがおかしいだけで。

「なにか言ったかい？」

「イエナニモ」

　勘かんが鋭いです、諸刃お姉様。

「……ちょっと兄上が心配ゆえ、拙者、様子を見てくるでござるよ」

「あ、僕も行くよ」

　医務室にいるフローラならなにか異常があっても治せると思うけど、一応ね。

　訓練場から中庭を横切って城の中へと入り、奥おくにある医務室へと入る。白はく亜あの部屋の中に六つ設置されている簡易ベッドの上で、重太郎さんが横になっていた。

　その傍かたわらには心配そうにしている綾音さんと、ナース服を着たフローラが立っている。重太郎さんを運んできた琥珀は隣のベッドで丸くなっていた。

「あ、マスター。大丈夫、心配ないでスの。気絶しているだけでスの」

「そうか。そりゃよかった」

　さすが諸刃姉さん……と言うべきなんだろうかね？　微妙な気がするけど。

「すみません、お手数をおかけしまして……」

「なにを言う。拙者の兄上だぞ。遠慮するな。これくらい当然だ」

　深々と頭を下げる綾音さんに、八重が大げさに答える。八重の家族なら僕にとっても大切な人たちだ。あまり気を使って欲ほしくないな。

「しかし、今日の兄上はいささかおかしい。なにかあったのでござろうか？」

「………………」

　重太郎さんの顔を覗のぞき込む八重の言葉に、静かに俯うつむく綾音さん。……なんだろ？　ホントになにかあったのかな？

　眠ねむる重太郎さんを残し、僕らは医務室を出る。そのまま城の廊ろう下かを抜ぬけて、中庭の庭園へとやってきた。

　ここは『庭園』のシェスカが管理している場所で、色とりどりの美しい花や緑に囲まれた癒しの空間である。

　バビロンの『庭園』には劣おとるが、こぢんまりとした気持ちの安らぐ場所で、みんなのお気に入りだった。

　正直、あんなポンコツエロメイドにこんな才能があるとは今でも信じられない。

　なにせ、あの農耕神である耕助叔父まで褒ほめたのだから、シェスカの園芸の腕は一流であると認めざるを得ないわけで。まあ、そういう技術に特化して造られたんだろうけども。

　そんな庭園のベンチに僕らは座り、綾音さんになにか様子のおかしい重太郎さんのことを聞いてみた。

「重太郎様は最近、なにか思いつめたような顔をすることが多くなりました。私がそのことについて聞くと、なにかを言いかけてやめるのです。私などには言えない深い悩みがあるのかと……」

「兄上に悩み？　うーむ……。剣の高みを目指す者、壁かべにぶち当たることはしばしばあるが……」

　八重が腕を組んで首をひねる。剣の悩みなら綾音さんに話しても仕方がないし、それを女の人に相談するってのもカッコ悪い気もする。重太郎さんの行動もわからんでもないが……。

　剣の悩みねえ……。諸刃姉さんとの今日の試合でさらに深くなってないといいが。けど、それだけかな？

「あのっ、公王陛下！　不ぶ躾しつけなお願いなのですが、重太郎様のお悩みを聞いてもらうわけにはいかないでしょうか!?　男同士なら話せることもあると思うのですが……」

「僕ぼくが？　いやまあ、聞くくらいなら構いませんけど……。話してもらえるかはわかりませんよ？」

　剣のことだとしたら、僕の場合は身体強化によるゴリ押おしの強さなので、あまりアドバイスなんかできないし。『剣技』としてはさっぱりだからさ。

　義理の兄になる人だし、なんとか力になりたいとは思うけど……まあ、聞いてみるか。

　僕は庭園に二人を残し、また医務室へと踵を返した。

　医務室へ戻ると、すでに重太郎さんは目を覚ましていた。フローラが重太郎さんの頭にスマホをかざしているが、これは別に頭皮を撮さつ影えいしているわけではない。

　フローラの量産型スマホにはレントゲンのように、透とう過かして物を見ることができる機能がある。僕の【ロングセンス】を応用した機能だが、こういった医い療りよう分野では大変便利なのだ。

「特に問題はないでスの。健康そのものでスの」

「かたじけない」

　重太郎さんがフローラに頭を下げる。しかしその表情は相変わらず沈しずんだままだ。

　僕はフローラに席を外してもらい、重太郎さんのベッドの横にあった椅子に腰こし掛かける。諸刃姉さんとの勝負に負けて、気落ちしているってのとはやっぱりちょっと違ちがう感じだな。

「重太郎さん。元気がないようですけど、なにか悩なやみでも？」

　回りくどくしても仕方がないので、ストレートに聞いてみる。しばらく重太郎さんはなにか逡しゆん巡じゆんしていたが、意を決したのか、小さく話し始めた。

「…………その、これは……そう！　友人の、友人の話なのですがっ！」

「……ほう」

『友人の話』ときたか。でもさ、それってさ……。ストレートに聞いたら、回りくどい返しが来たよ、おい。

「その男には心に決めた女性がいるのですが、どうもその相手の女性は近々見合いをし、結けつ婚こんするらしいのです……。それで……」

「えっ!?」

「な、なにか？」

「い、いえ。続きをどうぞ」

　お見合い!?　ちょっと待って、重太郎さんってどう見ても綾音さんを意識してたよね？　ってことは綾音さん、結婚するの!?

「相手は商家の跡あと継つぎで、オエドでも指折りの呉ご服ふく問屋らしいです。向こうがかなり乗り気で、今年中にも祝しゆう言げんを挙げたいと……。わた……いえ、友人は潔いさぎよく身を引こうと思っているのですが……」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　そんなに簡単に諦めていいんですか!?」

「その若わか旦だん那なは祝言を挙げると同時に店を継つぐことが決まっているのだそうです。それに比べ、友人は未いまだ足軽組くみ頭がしら。どちらに嫁に行けば幸せになれるかは火を見るよりも明らかです……」

　う、うーむ。確かに大おお店だなの若わか女将おかみと、下したっ端ぱ侍ざむらいの嫁では、ちと分が悪いか。

　一応、九重家は徳川家剣けん術じゆつ指南役という誉ほまれ高たかい役職をいただいている。しかしそれは父親である重兵衛さんの役職であって、重太郎さんの役職ではない。

　しかもこの役職は世せ襲しゆう制せいではないから、次も九重家が拝命されるかどうかはわからないのだ。たぶんこのままいけば、重太郎さんにお役目が回ってくるとは思うけど……。今さら家泰さんが剣術の流派を変えるのは面倒だと思うし。

　だけど絶対ではない。重太郎さんはブリュンヒルドの武術大会で優勝はしたが、イーシェンにはまだまだ強い武芸者がたくさんいる。その者たちが名乗りを上げたら、剣術指南役が九重家から変わってしまう可能性だってあるよなあ……。

「相手の幸せを願うなら身を引くのが一番……と頭では思っても、そう簡単にはいかず……。その、友人はどうしたらいいのかと……」

　なるほどねえ。相手を想おもうが故ゆえに、ってやつだろうか。気持ちはわかる。僕も八重たちとの結婚を決める時、僕でいいのか？　みんなを幸せにできるのだろうか？　と悩んだからね。

　あの時は……。はっ!?

「恋のお悩み、即そく・解・決！　繋つなげてみせよう赤い糸！　全すべてこの望もち月づき花恋におまかせなのよ！」

「うわっ!?　えっ、どこから!?」

「出た……」

　びしぃっ！　と、キメキメのポーズで花恋姉さんが医務室に現れる。だから瞬間移動してくんな。

　花恋姉さんのテリトリー内である城の中で恋愛話をしたのはまずかった……。どんだけ地じ獄ごく耳みみなんだよ。

「なにしに来た……」

「それは愚ぐ問もんなのよ。誰だれかに恋の悩みがあれば、そこに望月花恋の姿あり！」

　ベッドの上の重太郎さんが、突とつ然ぜん現れた花恋姉さんに戸と惑まどっている。

「え、えっと……」

「みなまで言わないでもいいのよ。全て私に任せて。冬とう夜や君も私の的確な助言で八重ちゃんとうまくいったんだから。実績あり！」

　本当に？　という重太郎さんの視線が向けられる。うむむ、まあ、アドバイスしてもらったのは確かだし、それが助けになったのも事実だが。

「……まあ、不本意ながら」

「不本意ってなんなのよ！　ぶーぶー！」

　花恋姉さんがブータレる。一応、恋愛の神様だからプロフェッショナルではあるのだろうけど、花恋姉さんの場合、あくまでもアドバイス。どう行動すればうまくいくかなんてのはやってみなきゃわからない。

　事実、花恋姉さんに相談しても実らなかった恋もある。花恋姉さんに言わせると、それはそれで思い出として終わらせて、次へと向かう原動力にするのが一番いいらしい。いつまでも引きずっててもなにもいいことはないとか。それに関しては僕もそう思うけどね。

　……あまり気が進まないが、まあ、一応、恋愛神様のアドバイスとやらを聞いてみるか。

「で？　どうしろっての？」

「恋は戦いなのよ！　まずは敵を知ることから！　そこから攻せめ方かたを考えるのよ！」

　……驚おどろいたな。意外とまともだった。

　確かに競争相手のことを知らずして勝負はできない。

　冒ぼう険けん者しやだって討とう伐ばつ相手の習性や特性を調べてから挑む。下調べは大事だよね。

「重太郎さん、その呉服問屋の若旦那ってどういう人かわかります？」

「いえ……まったく。あまり服には興味がないもので……」

　ふむ。もしも綾音さんとその人が結婚するとしても、女によう房ぼうを泣かせるようなクズ野や郎ろうのところには嫁とつがせるわけにはいかないよな。

　これは早急に調べる必要があるか。

　よし。重太郎さんのため、綾音さんのため、ここは一ひと肌はだ脱ぬごうじゃないか。
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「それで？　何かわかったかい？」

「はい。いくつか」

　僕と八重の前に片かた膝ひざついて控ひかえるのは椿つばきさん配下のくのいち三人娘むすめ。猿さる飛とび焔ほむら、霧きり隠がくれ雫しずく、風ふう魔ま凪なぎ。

　あれから数日。例の呉服問屋の若旦那を彼女たちに調べてもらった。性格や、周りの評判や噂うわさ、友人関係などをメインに。

　やってることは探たん偵ていを雇やとっての調査と変わらないが。

「相手の名は駿する河が屋や一いち之の助すけ。呉服問屋『駿河屋』の跡継ぎで、今年で二十六歳さいです」

　三人娘の一人、雫が報告してくれる。二十六か。重太郎さんって確か二十二だっけか？　綾音さんは二十だったような。けっこう離はなれているような気もするけど、そうでもないか？

　二十六の男で独身ってのは、イーシェンでは珍めずらしい方でもないか。女は二十歳はたちくらいで結婚しちゃうけど。

「町で聞き込みをして来ましたが、今のところ悪い噂はありません。真ま面じ目めで面めん倒どう見みがよく、賭かけ事の類たぐいも全くやらないそうです」

「見た目は？」

「しばしお待ちを」

　雫が懐ふところからスマホを取り出し、なにやら操作すると、僕と八重のスマホからメールの着信音が鳴った。送り主は目の前の雫で、一枚の写真が添てん付ぷされている。

「ふむ。優やさしそうな御ご仁じんでござるな」

　確かに。八重の言う通り、写っていた写真には、ひょろっとしてはいるが、和服を着て柔にゆう和わそうな笑え顔がおを浮かべる好青年がいた。この人が重太郎さんのライバルか。

「見た目はいい人でも、中身はあくどい人なんてのもいるからな……。これだけでは判断できないか」

「いいえ～。中身もいい人でしたよ～。焔ほむらちゃんが見つかった時も～……」

「わっ、バカ凪！　な、なに言ってんの!?」

　見つかった？　見つかったって、どういうこと？

「その、私は変装術で変装して近くから、焔と凪は隠かくれて遠くから監かん視ししていたのですが、焔が木の上で居い眠ねむりしまして……」

「その人が近くに来ても気付かずに、焔ちゃん、木の上から落ちたんですよ～」

「ええ……？」

　それって忍にん者じやとしてどうなんだ？　居眠りしてターゲットに見つかるって……。

「すみませぇん……」

「明らかに怪あやしいのに、『君、大だい丈じよう夫ぶ？　怪我けがはないかい？』って焔ちゃんに優しく声をかけてくれたんですよ～。あの人は間違いなくいい人です～」

　焔は気が動転し、一礼して脱だつ兎との如く去ったそうだが。

　うーむ、聞く限りいい人っぽいなあ。これが女たらしのクズとか、賄わい賂ろ三ざん昧まいの腹黒商人なら話が早かったんだけれども。

「あ、でもひとつ気になることがありまして」

「ん？」

　八重とどうしようか、と顔を見合わせていると、雫が追加情報を話し出した。

「その若旦那、『火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ごろも』を手に入れようとしているんだそうです。聞き込みによると、なんでもお見合い相手からの希望だとかで……」

「火鼠？」

「こちらでいうところの『バーンニングラット』ですね。主にイーシェンでは火山地帯に、こちらの大陸ではサンドラ地方などに生息する魔獣です」

　バーンニングラット……ああ、尻尾しつぽが常に燃えていて、戦せん闘とうになるとその火を全身に纏まとう巨きよ大だいなネズミだったか。確か大型犬くらいの大きさだった気がする。

　ま、僕もギルドの図ず鑑かんで見ただけで、実際に見たことはないんだけど。

　しかしそんなものを欲しいってどういうつもりだろ、綾音さん。

「バーンニングラットの毛皮は極きわめて高い耐たい火か性せいがあり、汚よごれがついても火の中に放ほうり込むと真っ白になるんだそうです。この毛皮はかなり貴重な素材で、あまり市場に出回っていません。バーニングラットは個体数が少ない上にかなりの強さなので、さらに入手困難になっています」

　真っ白な毛皮か……。花はな嫁よめ衣装にでも使うのかね？　ってことは綾音さんも乗り気なのか、それとも……？

「若旦那はそれをなんとか手に入れて、早く結けつ婚こん話ばなしを進めたいってことか」

「はい。金を惜おしまず、方々の伝つ手てを頼って探しているので、近いうちに手に入れることができるかと……」

「うむむ……。それを手に入れてしまったらトントン拍子に話が進んでしまうかもしれないでござるな……。しかしなんだって綾音はそんなものを……」

　八重が腕うでを組みながら首を捻る。僕もそれは思ったけどさ。

　綾音さんはオエドから少し離れた村の地主の娘で、父親が重兵衛さんの門下生だった伝手で行ぎよう儀ぎ見習いのため、九重家にやって来たのだそうだ。

　いずれは実家へと帰り、どこかへと嫁ぐってのはおかしいことじゃないけど。

　しかし火鼠の皮衣……。火鼠の皮衣ねえ……。どっかで聞いたような……？

「あ」

　そうかそうか、あれか！

　スマホを取り出して『火鼠の皮衣』を検けん索さくすると、簡単に出てきた。

『火鼠の皮衣』はかぐや姫ひめのお話……つまり『竹取物語』に出てくるアイテムの名前だった。

　簡単に言うと、五人の貴族に求きゆう婚こんされたかぐや姫がそれを断るために、あるかどうかもわからない五つの宝物を取ってこいと無む茶ちやな難題を出したのだ。

『火鼠の皮衣』はその中のひとつなのである。ひょっとして綾音さんは結婚を断るために、これを持ってこいって言ったのか？

「八重、竹取物語って知ってる？　かぐや姫が出てくる……」

「かぐや……？　どこの国の姫でござるか？　拙者は聞いたことないでござるが……」

「あれ？　知らない？」

　くのいち三人娘にも聞いてみたが首を横に振られた。そりゃそうか。あれは地球のお話なんだし。『火鼠の皮衣』ってのも単なる偶ぐう然ぜん……というか、たぶん世界神様の設定した異世界語翻ほん訳やくが僕にわかりやすい言葉にしてるんだろう。

　しかし……これってかぐや姫と同じく、綾音さんも無茶な条件を相手に出して、結婚を断ろうとしているのかもしれないぞ。

　だとしたら……まだ重太郎さんにもチャンスはあるか……？
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「というわけで『火鼠の皮衣』を手に入れましょう」

「なにが『というわけで』なのかさっぱりわかりませんが……」

　イーシェンのオエド城で訓練を行っていた重太郎さんを呼び出して、僕らはそう切り出した。まあ、わからんわな。

「例の若旦那がですね、お見合い相手から『火鼠の皮衣』を要求されているらしいんですよ」

「えっ!?　あや……ゴホン、お、お見合い相手がですか？」

「ええ。重太郎さんの『友人』の想い人であるその人がです。僕はこれって断る口実なんじゃないかな、と思っています。断りたいけど、家の都合などがいろいろあって断れない。だから無理難題を吹っかけているんじゃないかと」

「断る口実……」

　重太郎さんがちょっとだけ嬉うれしそうな顔をしたのを見たが、ここで安心してもらっちゃ困る。ここからが大事なのだ。

「だけど、もたもたしていたら若旦那がその『火鼠の皮衣』を手に入れてしまうかもしれないんです。そうなったらもう縁えん談だんがどんどん進んでしまってどうしようもなくなるかもしれない。だからその前に『火鼠の皮衣』をこっちも手に入れて、向こうより先にその人に想いを伝えないと」

「いや、しかし……そうやすやすと手に入れられるものではないんでしょう？」

「兄上、冬夜殿どのは探たん索さく魔ま法ほうも転移魔法も使えるでござるよ？　すでに場所は把は握あく済み。あとはやるかやらないかだけでござる」

　兄の煮にえ切きらない言葉に、八重が強い口調で言い放つ。

　妹に真まっ直すぐな瞳ひとみを向けられて、一いつ瞬しゆん怯ひるんだ重太郎さんだったが、やがてその目に決意の炎ほのおが静かに宿った。

「わかりました。行きましょう」

　よしっ、そうこなくちゃ。僕は八重と顔を見合わせて笑えみを浮うかべる。

「あっ、いや、あくまで『友人』のために、ですが！　そう、『友人』のために！」

　…………。僕は八重と顔を見合わせて引きつった笑みを浮かべる。……いや、もう面倒くさいな。

「よし。重太郎さん、綾音さんのために『火鼠の皮衣』を取りに行きましょう。そして重太郎さんの想いを言葉にして伝えるんです！」

「はい！　…………え？」

「よし、言げん質ちは取った」

「なんというか……兄上に嘘うそは無理でござるな」

　八重がやれやれといった風にため息をつきながら肩をすくめる。うーん、そこらへんは君も同じなんだけどね。嘘のつけない素す直なおなところは兄妹きようだいそっくりだ。

「いっ、いや！　わ、私は綾音の結婚をどうこうとか言う立場では……！」

「いやもうそういうのはいいですから。ここまで来たら八重の言う通り、あとはやるかやらないかです。ここで諦あきらめるってのもアリだとは思いますけど、絶対に後こう悔かいしますよ？」

　うっ、と重太郎さんは少したじろいだが、やがて拳こぶしを固く握にぎり締しめて宣言した。

「……………………やります。後悔は……したくないですから」

　迷いを消した瞳が僕らへと向けられる。やっと自分の気持ちを認めたか。

「冬夜殿、【ゲート】を。さっさとバーニングラットのいるところへ向かうでござる」

「任せとけ」

【ゲート】を発動し、光の扉とびらを出現させる。潜くぐり抜けると、そこは灼しやく熱ねつの大地。サンドラ地方のラビ砂さ漠ばくと接する、テクラカラ峡きよう谷こく。

　赤茶けた岩いわ肌はだと、照りつける太陽が僕らを出で迎むかえる。どこか地球のグランドキャニオンを思わせるその風景は、ゴロゴロとした岩と砂、そしてまばらに生えた植物しか見えない。いや、岩いわ陰かげに隠れて、なにか白いのが見えるな。……あれ、動物の骨じゃないのか？

　こんなところにしかいないのか、バーニングラットってのは。来るのも大変、探すのも大変となれば、そりゃ素材も貴重品になるわ。

「まあ僕らの場合、探すのは簡単だけど……」

　スマホでバーニングラットを検索する。えっと、確かある程度の大きさがないと価値が下がるんだっけか。なら一番大きいのを狙ねらってみるか。

「こっちですね。そう遠くないみたいですし、歩いて行きましょう」

　八重も重太郎さんも鍛きたえているから、これくらいの岩場は平気だろう。僕らはスマホのマップが示す場所へ向けて歩き始めた。

　岩場の上を飛び移り、岩山を登っていく。あれ、近いから楽かと思ったらけっこう道のりは厳しいな……。

　やっぱり【フライ】で飛んで行こうか？　と提案したが、空は飛びたくないと八重に拒きよ否ひされた。ちえっ。

「ここらへんのはずなんだけど……」

「それっぽいのは見当たらないでござるな」

　ちょっとした窪くぼ地ちになった場所であたりを見み渡わたす。住宅サイズの巨きよ岩がんが周囲のそこかしこにあるため、なんとも視界が悪い。

「む？」

「どうしました？」

　重太郎さんが重心を低くし、刀の柄に手をかけた。僕らもそれに反応して、同じように辺りを警けい戒かいする。

「こちらから熱気を感じます。バーニングラットが近いのではないでしょうか」

　重太郎さんが巨大な岩のある方を指し示す。熱気っていっても、そこらじゅう暑いけどな。あ、でもマップ表示だと確かにそっちか。

　バーニングラットは尻尾が常に燃えているって話だし、その熱がここまできているのかな？　あ、確かにそっちから熱い空気が流れてくるぞ。当たりか？

　と、そんなことを考えていた僕の目に、信じられないものが飛び込んできた。

　重太郎さんが指し示した巨大な岩場の陰かげから、のそりと白毛のネズミが顔を出したのである。

　バーニングラットだ。それは間違いない。しかし、大きさが聞いていたのと違う。確かギルドの魔獣図ず鑑かんでは大型犬くらいの大きさだとあった。しかし、目の前のバーニングラットはどう見ても象よりも大きい。ちょっとした小屋くらいはあるぞ!?

『キキキィィィィッ！』

　僕らを視し認にんしたバーニングラットの全身が、ボッ！　とコンロに火がつくように燃え上がった。完全に敵意剥むき出し状態だ。

　バーニングラットの燃え盛る背中からいくつかの火球が空中に飛び出す。

「避けろ！」

　僕の声に反応して、重太郎さんと八重が散開する。巨大なバーニングラットから放たれた数個の火球は、僕らがいた場所に落下して、次々と爆ばく発はつを起こした。

「冬夜殿、これがバーニングラットでござるか!?」

「大きさが違うけど、間違いないと思う。たぶん巨きよ獣じゆう化しかけてるんだ」

　まだなりかけってところだろうが、あと数年放置していたら、完全に巨獣化してしまっただろう。そうなると、フレームギアでしか倒たおせなくなってしまうところだった。

　だけどこのサイズならなんとか倒せないことはないと思う。それにこれほど大きければ、もし呉服問屋の若旦那が『火鼠の皮衣』を手に入れても、見み栄ばえで負けることはあるまい。その点ではラッキーとも言える。

「よし、僕が水魔法であいつの火か炎えん弾だんを押さえ込むからそのうちに――――」

「……いえ、公王陛下。ここは私一人に任せてくれませんでしょうか」

「え？」

　重太郎さんがバーニングラットを睨にらみながらそう切り出した。

　いや、でもアレってたぶん銀ランククラスの魔獣ですけど。さすがに一人でってのは相当きついと……。

　そう口に出そうとしたとき、隣となりにいた八重が僕の袖そでを引いた。……うん、まあ、重太郎さんが綾音さんに贈おくるものなんだ。一人でなんとかしたいという彼かれの気持ちもわからんでもない。

「わかりました。でも本当に危なくなったら割り込みますからね？」

「かたじけない。この魔獣を倒すことができれば、少しは壁を乗のり越こえられるような気がするのです」

　重太郎さんがバーニングラットへ向けて刀の切っ先を向ける。正直言って、けっこう……いやかなり不安である。重太郎さんの刀はなんの付ふ与よ属性もないし、鎧よろいもいいものかもしれないが、イーシェンの一いつ般ぱん的てきなものだ。

　つまり魔法的な補助が何一つない状じよう況きようで、重太郎さんはあの巨獣になりかけのバーニングラットを倒さなくてはならないのだ。これはかなり厳しいと言わざるを得ない。

　せめて回復魔法くらい、と思ったが、それも八重に止められた。

「相手が魔獣とはいえ、兄上はこれを真しん剣けん勝負だと考えてござる。こちらに回復魔法の助けがあり、向こうにはない……。それは対等な勝負とは言えぬゆえ」

　言わんとしていることはわかるけどさ。魔獣相手にそこまでの律りち儀ぎさはどうなのか。

　さすがに重太郎さんが死にそうになったら、そこで勝負はついたとみなして飛び込むからな？

　まったく……武士道にまっすぐすぎるのも考えものだ。

『キキキャアァァァァッ！』

「ふっ！」

　重太郎さんが振ふり下ろされた燃え盛る炎の爪つめをギリギリで避けた。後退しながら素す早ばやく刀を横に振り抜き、バーニングラットの腕を斬きり裂さく。

『ギッ!?』

　浅い。くうっ、惜しいなあ。やっぱりあの全身から吹ふき出だしている炎が厳しいよな。

　イーシェンのサムライが持つ刀は、基本的に斬ることに特化している。そのため、硬かたい相手や巨大な相手には不利だ。切っても体全体のサイズからすると致ち命めい傷しようにならないからな。下手すると刃はこぼれや血で斬れ味が鈍にぶる。

　重太郎さんもそんなことは百も承知だと思うけど……。

　重太郎さんとバーニングラットとの戦いは一進一退……いや、どちらかというと重太郎さんの方が防戦一方って感じに見える。

　バーニングラットは何発も火球を放ち、岩場という足場の悪さにもめげずに、重太郎さんはギリギリで躱かわしているが……。

『キシャアアアアアァァァァッ！』

「ぬっ!?」

　後ろ足で立ち上がり、大きく口を開けたバーニングラットから火か炎えん放射器のように炎が吐はき出される。あいつ、ドラゴンみたいに炎のブレスまで吐くのかよ……！

　炎のブレスを横っ飛びに躱し、重太郎さんが岩場の陰に隠れる。

　まずいな……重太郎さん、けっこう息が上がっているぞ。この暑さに加え、炎の攻こう撃げきをされまくっているからな。かなり体力を消しよう耗もうしているんじゃないのか？

　そろそろ止めた方がいいんじゃ……。

「八重……」

「まだでござる。兄上の目はまだ諦めてござらん。今は相手の出方を窺うかがっているのでござろう。勝機を掴つかむために……」

　八重は固かた唾ずを呑んで重太郎さんの戦いを見守っている。信じているのだ。兄が必ず勝つということを。

　……そうだな。八重が信じているのに僕が信じないでどうする。重太郎さんは必ず勝つ。綾音さんに自分の気持ちを伝えるために。

『キシュアアアアァァァァッ！』

　後ろ足で立ち上がったバーニングラットが再び炎のブレスを吐いた。重太郎さんはそれを見て、なにを思ったか前へと全力で駆かけ出す。えっ!?

　バーニングラットの炎のブレスよりも速く懐へ飛び込んだ重太郎さんは、スプリングが跳はねるように力強く大地を蹴けった。

「九ここの重え真しん鳴めい流りゆう奥おう義ぎ、蜂ほう刺し一いつ突とつ！」

　繰くり出した重太郎さんの必殺の突つきが、バーニングラットの喉のど元もとへ、深々と鍔つば元もとまで突き刺ささる。これをずっと狙っていたのか！

『ギシャ……ッ……！』

　ごぷっ、と口から血を吐いて、バーニングラットが背中から倒れる。

　しばらく地面でもがいていたバーニングラットだったが、全身を覆おおっていた炎がだんだんと弱くなり、やがて完全に消えた。そこには喉のどを貫つらぬかれた、巨大な白ネズミだけが横たわっている。

　勝った、か。

「……っ！　はあっ、はあっ……！」

　気が抜けたのか、全身血ち塗まみれ汗あせ塗まみれになった重太郎さんが膝ひざから頽くずおれる。

「兄上！」

「だい、じょうぶだ……。心配ない……」

　駆け寄よる妹に笑顔で返す重太郎さんだが、身体からだ中じゆういたるところが焼やけ焦こげて、とても大丈夫には見えないよ。かなり無理してるよね？　妹の前だからカッコつけたいのかもしれないが。

「【光よ来たれ、女め神がみの癒いやし、メガヒール】＆【リフレッシュ】、と」

　とりあえず重太郎さんの怪我を治し、体力を回復させた。バーニングラットの方は一いつ旦たん僕ぼくが【ストレージ】で預かり、冒険者ギルドの方で解体してもらおう。

『火鼠の皮衣』と呼ばれる毛皮以外は売ってもいいしな。あれ？　でもバーニングラットの肉って確か美味しくないんだっけか。だとしたらあまり金にはならないかもしれないなあ。残念。

「ま、あとは綾音さんに重太郎さんの気持ちを伝えるだけですね」

「はは……。バーニングラットよりも強敵です……」

　顔を赤くした重太郎さんがへたり込む。まあ、気持ちはわからんでもない。僕も同じ体験をしたし。

　でも自分の気持ちから逃にげるわけにはいかないのだよ。本気でその人の側にいたいと願うなら、ね。
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「こちらがお預かりしていた『火鼠の皮衣』になります」

「おおっ！　これは見事でござるな……！」

　数日後、僕らはブリュンヒルドにある服ふく飾しよく店てん、『ファッションキングザナック』で加工された『火鼠の皮衣』を受け取った。

　ザナックさんに手て渡わたされた『火鼠の皮衣』は一点のくすみもない純白の輝かがやきを放っていた。

『火鼠の皮衣』は、たとえ汚れても燃やせばその汚れがきれいに落ちるらしい。当然ながらこの素材自体高い耐たい火か能力を持つ。冒険者の装備にも使える、値あたい千せん金きんの素材なのだ。加工の際に何割か縮んでしまうのだけれど、あれだけ大きな毛皮なら問題ない。

　ザナックさんから重太郎さんに手渡された『火鼠の皮衣』を触さわらせてもらうと、なんともいえない柔やわらかでなめらかな感かん触しよくが伝わってきた。

　うおう……。これはいい……。これはいいな……。顔を埋めてモフモフしたい衝しよう動どうに駆られるがなんとか耐たえた。綾音さんの贈り物ものにそんなことをしたら二人にドン引きされる。

「では加工した際に出た切きれ端はしはこちらでいただいてよろしいですね？」

「はい。加工代ということで」

「ありがとうございます。あれで小物を作ればたちまち売れると思います」

　切れ端といっても元がデカいからな。手て袋ぶくろとか耳当てとか作れるだろう。そのぶんこいつの加工代はチャラだ。

　なんせ一流の職人にしか扱あつかえない素材だから、加工するのも高いのだ。お金は僕が出そうと言ったのだが、重太郎さんにきっぱりと断られた。そこでザナックさんが提案してくれたのが、加工の際に出た切れ端やあまり質の良くない腹側の皮をそっくり譲ゆずってもらうということだったのだ。いや、ありがたいね。

「兄上、これを持って早く綾音の下へ向かうでござる。手て遅おくれになる前に！」

「う、うむ！」

　紙かみ袋ぶくろに入れてもらった『火鼠の皮衣』を重太郎さんが大切に受け取り、ザナックさんに礼を言って店を出る。

　すぐさま【ゲート】を開き、イーシェンはオエドの九重道場、つまり八重と重太郎さんの実家へと僕ぼくらは転移した。

　八重が家の中へと入り、綾音さんを呼び出しに行った。道場には門下生たちがいるし、自宅の方にはお母さんの七重さんがいるからな。さすがに母親がいるところで告白ってのは厳しいだろ。

　重太郎さんが先さき程ほどから横で深呼吸を繰り返かえしているが、めちゃくちゃ緊きん張ちようしてるな……。

「ふうぅぅぅぅ……」

「そんなに緊張しなくても。普ふ段だん通りに話せばいいと思いますよ？」

「いっ、いや！　そうは言いましても！　緊張するなという方が無理です！　いったい綾音になんと伝えたらいいのか……。こ、公王陛下の時はどうしましたか？　八重の時はどうやって？」

　八重との？　八重との時は確か……。

「決けつ闘とうで……？」

「参考にならない!?」

　いや、僕らの場合はかなり特とく殊しゆな例だと思いますけれども。重太郎さんの場合、素直に伝えればいいと思うけどな。

　未だに緊張してガチガチになっている重太郎さんを見て、どうやったら彼がリラックスできるか考えていると、道場の門から慌あわてて八重が飛び出してきた。

「た、大変でござる！　綾音が少し前に呉服問屋の丁稚でつちに呼ばれて店の方へ向かったと……！」

「っ!?」

　その言葉を聞くや否いなや、重太郎さんは通りを駆け出していった。速っ!?

　僕らもそれに遅おくれじと走り出す。全速力で町中を駆け抜ぬけて、いくつもの角を曲がり、五分ほど走り続けると、多くの人で賑にぎわう大きな通りに出た。

　その通りを真っ直ぐに走っていくと、やがて目的の人物の姿を正面に見つけた。

「綾音っ！」

「え？　あっ、重太郎様……と、八重様に公王陛下まで!?　ど、どうしたんですか？」

　風ふ呂ろ敷しき包づつみを持った綾音さんは、僕らを見て驚き、目を見開いていた。

　重太郎さんは全力疾しつ走そうしてきたため、息が途と切ぎれてなかなか言葉が出ないようだ。周りの人たちがチラチラとこちらを見ている。こんな中で告白とかはさすがにキツいよな。

「すみません、とりあえず場所を移動しますね」

「え？」

　足あし下もとに【ゲート】を開いて、僕ら四人だけがストンと別の場所へと転移する。転移先はオエド近くの鎮ちん守じゆの森の中。僕が初めて降り立ったイーシェンの地だ。

　大きな楠くすのきと小さな祠ほこら、鳥居と狛こま犬いぬが僕らを出迎える。

「えっ、えっ、あの、ここは……鎮守の森？」

「あ、綾音！　お前に聞いてもらいたいことがあるのだ！」

「はっ、はいっ!?」

　急に大声を出した重太郎さんにびっくりしたのか、綾音さんが手にしていた風呂敷包みをばさりと落とした。

　落ちた拍子にそこから飛び出してきたもの。それは真っ白で美しく、先ほど僕がモフモフしたいと心に願ったものだった……。

「あっ、いけない！　汚れ……！　ああ、大丈夫なんでした……」

「あ、綾音……。そ、それは……？」

「これですか？　これは『火鼠の皮衣』と言いまして、とても貴重な毛皮なんだそうですよ。火で炙あぶると汚れが消えるんだそうで……どうしました？」

　重太郎さんが真っ白になっている。うわあ……。いたたまれない……。

「あ、綾音……。それはその、結けつ婚こんの贈り物として受けたのでござるか……？」

「えっ、八重様、なんで知ってるんですか!?　実はそうなんですよ。まさか手に入れてくれるなんて思ってもみなくて……。私、驚いちゃいました」

　朗ほがらかに笑う綾音さんと反比例して、重太郎さんがサラサラと灰になりそうだ。

　遅おそかったのか……。いや、それ以前にこんなに喜んでいるところを見ると、初めから断る気はそれほど無かったのかもしれない。本当に真剣なのか、ちょっと相手の気持ちを確かめたかっただけで。

「これを見たら姉も喜ぶと思います。早く届けてあげないと」

「…………ん？」

　ちょっと待って。なんかおかしいぞ？　届けてあげないと？　自分に贈られたものをなんでお姉さんに？　まさか……。

「あのー、綾音さん？　ひょっとして、呉ご服ふく問屋の若わか旦だん那なと結婚するのって……綾音さんのお姉さん、ですか？」

「はい。そうですけど？」

「「「はああああああ!?」」」

　僕らの声に再び綾音さんがビクッと身を竦すくませる。

　なんだよ！　話が全然違ちがうじゃんか！　誰だ、綾音さんが結婚とか言ったの!?　ああ、重太郎さんだ！

「重太郎さん！　どういうことです!?」

「いやっ、私の同どう僚りようが飲み屋で確かに耳にしたと……！」

　又また聞ぎきかよ！　それって綾音さんとお姉さんを完全に間ま違ちがえてるだろ！　結局、お見合いをしたのは呉服問屋の若旦那と綾音さんのお姉さんで、『火鼠の皮衣』を下さいって言ったのもそのお姉さんってこと？

「全部勘かん違ちがいでござったか……。いやはやなんとも……」

　心底疲つかれた感じで八重が大きなため息をつく。僕も同じ気持ちだ。あれだけ苦労したのにまったくの無む駄だ骨ぼねだったとは……。大山鳴動して鼠一匹とはこのことか？　でっかいネズミだったけど……。

「あの、いったいなにが……？」

　綾音さんがわけがわからないといった顔で、僕らを眺ながめる。そりゃ、わかりませんわな。

　なんと説明したらいいのか、その気力も奪うばわれた僕を置いて、綾音さんの前に重太郎さんが一歩踏ふみ出した。

「綾音、これを見てくれ」

　重太郎さんが持っていた紙袋の中から『火鼠の皮衣』を取り出す。綾音さんの持っている物より大きく、質の良い物であることが素人しろうと目めにもわかる。

「まあ、重太郎様……！　これは……!?」

「お前に贈るために手に入れてきたのだ。呉服問屋の若旦那と同じ目的でな」

「えっ……？」

　綾音さんが驚おどろいた顔をして視線を『火鼠の皮衣』から重太郎さんへと向ける。

「その……お前さえ良ければ……こっ、九重家にずっと……。いや、私のそばにずっといて欲ほしいのだが……」

「重太郎様……。それっ、て……」

「わ、私のところへ嫁よめに来て欲しい……。若旦那ほど贅ぜい沢たくはさせてやれないかもしれぬが、か、必ず幸せにするから……！」

　ばさっ、と綾音さんの手から、再び風ふ呂ろ敷しきに包まれた『火鼠の皮衣』が滑すべり落おちた。

　暮れなずむ鎮守の森の中、わずかに風が吹く。固唾を呑のんで二人を見守る僕らには、時が止まったような気持ちがした。

　綾音さんも重太郎さんも動かない。僕らも息を止めてその成り行きを見守るしかなかった。

　どれぐらいの時が流れただろう。二、三秒だった気もするし、もっと長かったような気もする。

　やがて綾音さんの手が重太郎さんの持つ『火鼠の皮衣』に伸のばされる。彼かの女じよはそれを受け取ると、胸にしっかりと押おし抱き、小さな声で重太郎さんのプロポーズに答えた。

「はい……。不ふつ束つか者ものではございますが、末永くよろしくお願い致いたします……！」

　笑顔で重太郎さんを見上げるその目には、美しい涙なみだが光っていた。

「綾音！」

　その言葉を聞くや否や、喜びの笑顔で重太郎さんが綾音さんを抱きしめる。うおう、大だい胆たんな。

「重太郎様……！」

　綾音さんの方もしっかりと重太郎さんと抱き合あい、婚こん約やく者しやとなった彼の胸でその涙を拭ぬぐっていた。しばし抱き合っていた二人は、微笑ほほえみながらお互たがいを見つめ合う。

　うん。完全に二人の世界だ。が、そこへ横よこ槍やりが入った。

「んんっ……！　めでたきことなれど、妹の立場から申せば、そう見せつけられるとなんとも困った気持ちになるのでござるが……」

「あ、いや！　八重、こっ、これはだなっ……！」

「や、八重様っ!?　そ、そのっ、わ、私は別に見せつけたわけでは……！」

　顔を赤くした八重の咳せき払ばらいに、二人はバッ！　と距きよ離りを取る。

　まあねえ。兄の告白シーンなんてそうそうお目にかかることなんてないからな。反応に困る。よかったね、と祝福し、喜びたい気持ちはあるのだが。

「おめでとうでござる、綾音。いや、もう義姉あね上うえと呼ばないといけないでござるかな？」
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「ふふっ。気が早いですよ。まだ重兵衛様や七重様のお許しもいただいていないのですから」

　綾音さんが微笑みながら再び溢あふれた涙を拭う。そうか。重太郎さんの嫁ということは、僕の義理の姉ということにもなるんだな。

「おお、そうでござったな！　では冬夜殿、さっそく我わが家やへ【ゲート】を！　父上と母上に報告せねば！」

「あいよー」

　顔を赤くしつつも幸せそうな二人を伴ともなって、僕らは九重家へと転移した。
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　九重家でその夜はどんちゃん騒さわぎの大盛り上がりだった。

　綾音さんが結けつ婚こん受じゆ諾だくの報告をすると、七重さんが彼女を抱きしめて喜び、反対に重太郎さんは重兵衛さんに『遅いわ、馬ば鹿か者もの！』と怒ど鳴なられていた。

　怒鳴ってはいたが、声と目は笑っていたところを見ると、二人の気持ちなんかこのご両親にはとっくにわかっていたんだろう。僕にもわかるくらいだしな。

　そこからは重兵衛さんが音おん頭どを取り、道場に来ていた門下生たちを巻き込んでの酒盛りが始まった。

　綾音さんに憧あこがれてた門下生も多かったらしく、酒盛りの横で重太郎さんがやっかみ半分に連続で試合を申し込まれていたのは、ちょっとだけ面おも白しろかった。

　僕も【ストレージ】から頂き物の酒や保存していた料理を振る舞まい、宴に参加させてもらった。といっても酒は遠えん慮りよさせてもらったけどさ。

「うん、もう少ししたら帰るから。はい。みんなによろしく」

　こちらで夕飯をいただいてしまったので、僕と八重のぶんはいらないとルーに連れん絡らくを入れた。

　僕の今いる九重家の庭と道場は少し離はなれているので、騒ぎ声もそんなに届いてはこない。空には月が浮かんで、夜風が心ここ地ちよい。

「ここにいたでござるか」

「あ、八重。重太郎さんは？」

　渡わたり廊ろう下かを歩いてきた八重が、濡ぬれ縁えんに座すわる。

「さすがに道場で倒れてござる。よほど嬉しかったのでござろうな。倒れても笑っていたでござるよ」

　そりゃあんなに次から次へと試合してたらぶっ倒れるわ。普ふ段だん真ま面じ目めな重太郎さんなのに馬ば鹿かやってるなあ。それだけテンションが上がっているんだろうな。

　ちなみに重太郎さんと綾音さんは婚こん約やくしただけで、結婚自体は一年か二年、後になるそうだ。これは重太郎さんが出世してからの方が、という建前もあるのだが、僕と八重との結婚が終われば、重太郎さんはブリュンヒルド公国王おう妃ひの兄、という肩かた書がきが使えるということもあるらしい。

　まあ、二人とも気持ちを確かめただけで充じゆう分ぶんらしく、そこまで焦あせってはいないようだからそれでもいいと思うけどね。

「倒れた兄上を綾音が介かい抱ほうしてござった。まるでもう夫ふう婦ふのようでござる」

「お似合いの夫婦だね。おめでとう」

「めでたいことでござるが……拙せつ者しやはちょっとだけ、寂さびしい気持ちもあるでござる。兄上はこれから綾音と新しい家庭を築いていくのでござろう。そこには拙者の居場所はない。なにか……、兄上を取られてしまったような変な気持ちになってしまって……」

　八重がちょっとだけ寂しそうに笑う。

　八重はお兄さんである重太郎さんが大好きだったからな。僕には本当の兄弟はいないけど、仲の良い姉とか妹が結婚となったら同じような気持ちになるのかもしれない。

　僕は濡縁に座り、八重の手をそっと握った。

「結婚したって重太郎さんとの関係が絶たれるわけじゃない。八重の居場所は必ずあるよ。僕らも含ふくめて、みんな家族じゃないか。ちょっとだけ立ち位置が変わるだけで、重太郎さんはずっと八重のお兄さんなんだからさ」

「……そう、でござるな……。兄上に家族ができて、拙者にも家族ができる。でも拙者は兄上の妹で、兄上は拙者の兄上のままでござる。……ありがとう、冬夜殿」

　月明かりの下、八重が微笑む。……綺き麗れいだな。

　僕らはしばらく見つめ合い、どちらからともなく顔を寄せて――――……。

「おお！　公王陛下！　ここにおいでか！」

　重太郎さんの唐とう突とつな声に、ビクゥッ！　と、二人で飛び上がる。顔を赤らめてそそくさと離れた僕らのところに、渡り廊下をよたよたと重太郎さんが歩いてきた。

　うわ。身体中、痣あざと傷だらけじゃんか。まったく手加減無しだったんだな……。

　顔を真っ赤にさせた八重が、兄へと向けて文句を言い放つ。

「あ、あ、兄上っ！　兄上はもうちょっと間まとか空気を読んだ方がいいでござる！」

　非難された重太郎さんが、妹へ向けてため息をひとつついた。

「なにをわけのわからぬことを……。お前こそ、もっと落ち着かんと、公王陛下に呆あきれられてしまうぞ？　綾音のように少しは女らしくだな……」

「よ、余計なお世話でござるぅ！　兄上こそ綾音に愛あい想そを尽つかされないように、もっと気を配るでござるよ！　ただでさえ鈍いんでござるから！」

「なっ!?　お前、それを言うか!?」

　ぎゃあぎゃあと言い争いを続ける兄妹を見ながら、仲が良いなあと僕はなぜかほっこりしてしまった。

　言い争いながらもお互いを思いやる気持ちが伝わってくるのだ。ケンカするほど仲がいいってホントなんだな。

　この二人の家族になれることは、僕にとってこの上なく喜ばしいことであると心から思った。







あとがき。







『異世界はスマートフォンとともに。』第15巻をお届け致しました。お楽しみいただけたでしょうか。







　今巻はいろんな人たちとの繋がりを作る短編集のような巻となりました。世界が広がり（ホントの意味で）、冬夜君の行動範囲も広まったことで、様々な人たちと触れ合う機会が増えていきます。それに連れてトラブルも増えるわけですが。







　さて、今巻で黒の『王冠』のマスターであるノルンが登場しましたが、ブリュンヒルド騎士団の副団長、ノルンさんと名前が被っています。

　ぶっちゃけると、もともとこの名は『王冠』のノルンの方が先で、ノルンさんの方がその名前を流用したのです。

　で、いろいろあって、Ｗｅｂ版の方ではノルンさんの方はのちに『ノルエ』と改名することになりましたが、書籍版もそれでいくことにしました。

　後から登場する『王冠』のノルンの方を変えることも検討したのですけれど、やはりこの子の名前は『ノルン』だなあ、と思い、押し通したわけです。メイドさんのエルフラウさんも同じ理由です。

　名前の引き出しが少ないからと手を抜くと後から後悔しますね……。

　ヒロインもね……。スゥとルーとか……。なんで似た名前にしちゃったかなぁと。まあ、本当はスゥはスゥシィで、ルーはルーシアなんですけれども。略すと発音的に被るとは……うっかりしてたといいますか。まあ、あまり気にしないでいただけると。







　今回は書き下ろしが多く、その上いろんなスケジュールが重なったので、大変でした。理由は帯に書いてある通り、ドラマＣＤ化のためです。初めて脚本的な物を書きました。セリフだけで状況を説明するって難しい……。

　ありがたいことに声優さんにはアニメでの配役をそのまま引き受けていただけました。残念ながら自分は収録現場には行けませんでしたが、和気藹々と楽しく和やかな収録だったと聞いています。

　収録当日、現場にいた担当さんから電話がかかってきたらしいんですけど、爆睡していてすみませんでした……。なんでマナーモードになってたのかなァ……。

　内容的に今回はアニメ範囲内での登場人物ですので、ルー、ヒルダ、桜は登場しません。

　……が、もし第二弾があるなら登場させたく思います。主人公、プラス、ヒロイン九人のドラマＣＤってある意味すごい気がしますけれども。

　ドラマＣＤは16巻の特装版として発売される予定ですので、予約していただけると確実に手に入ると思います。特装版は兎塚先生描き下ろしの別カバーイラストになりますので、よろしくお願い致します。







　それでは今回も謝辞を。

　イラスト担当の兎塚エイジ先生、いつもありがとうございます。16巻特装版のイラストを楽しみにしております。もちろん通常版のも楽しみにしております。

　メカデザイン担当の小笠原智史先生、お忙しい中、王冠ゴレム三体のデザインをありがとうございました。これからもよろしくお願い致します。

　担当Ｋ様、そしてホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして『小説家になろう』と本書、ここまで読んで下さった全ての読者の方々に感謝の念を。
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